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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ある晴れた昼下がり。

　祭りの日でもなく、どこかでコスプレ大会が開催されている訳でもないのに、巫女みこ装束に身を包んでフラフラと歩道を歩く一人の少女がいた。

　少女は疲れきった表情で、喘あえぐように天を仰いだ。

「……我が『お筆先』のお告げに従いこの地に来て早十日。未いまだ求める相手には巡り逢あえずして、すでに路銀は底をつき、異郷の地にては寄る辺とてなき我が身空……。果たしてこれからどうしたものやら……」

　かなり演技の入った調子で嘆くと同時に、ぐうと腹が鳴った。

　その腹を押さえ、目線を地上に戻した少女の鼻に、うどん汁のいい匂いが風に乗って漂ってきた。思わず首を巡らして、匂いのもとを探す。

　道を少し行った先に、『手打ちうどん』ののれんが見えた。ヨロヨロする足を懸けん命めいに奮ふるい立たせて、店先まで走る。

　一番安い素うどんなら、わずか二百円。立ち食いそば並みの価格だ。しかも、少女は目敏ざとく、ショーウィンドウに貼られた貼はり紙を見つけた。

　──平日昼間半額。

　ゴクリと唾つばを飲み込むと、少女は薄うす汚れた鞄かばんから財布を取り出した。持っていたお札は全すべて使い果たしたが、この程度の金額なら小銭入れに残っているかもしれない。

　震ふるえる指先で、少女は小銭入れのボタンを開けた。

　……十円玉三枚、五円玉一枚、一円玉八枚。資産総額しめて四十三円。

　はぁ、と切ないため息を漏らすと、少女は財布を鞄かばんに戻した。

　再び、腹がぐぐぅと鳴る。先ほどより一層空腹感は募っていた。うどんの出汁だしの匂いを嗅かぎ、うどん屋の存在を知った今と比べれば、先ほどの空腹感など取るに足らなかった。

「……逢あいみての、後の心に比ぶれば、昔はものを、思わざりけり……、という奴やつですね……」

　百人一首の権ごん中ちゆう納な言ごん敦あつ忠ただの歌である。恋歌であり、しかも『逢いみての』とは愛しい相手を得た事を意味すると考えると、今の状況で引用するのはちょっと違う気もしたが、特にツッコむ人もないので、そのままこの歌で我が身を嘆いた。

　嘆き終わると、少女は当てもなくヨロヨロと歩きだす。そして再び独白。

「……それにしても、こんなに疲労と空腹が極限にまで達していては、到底まっすぐ歩く事など望めません。このままでは、車道に突っ込んでしまうかもしれません。そしてうっかり車に撥はねられて、そのまま慰い謝しや料りようなどをたっぷりいただいてしまって、そのお金で心ゆくまで空腹を満たす事が出来てしまったり……」

　呟つぶやくうちに、少女の顔にニヤリと笑みが浮かんだ。そして注意深く車道へ目を走らせる。

　ガラガラの車道を、一台の車がやって来るのが見えた。しかも、この先の信号が赤のためにかなり減速している。

　これならいける。車が少々古ぼけているところからして、あまりふんだくれないかもしれないが、しかし自分は金が目的なのではない。ただ単純に、飢えと空腹で足がよろめいただけなのだ。そして、その弾みでフラフラと車道に踏み出し、そこで運悪く撥ねられるだけなのだ。そして、そこで慰謝料をいただいてそのお金で空腹を満たし、『人間万事塞さい翁おうが馬』という格言をちょっと実感してしまおうというだけなのだ。

　少女は心を決めた。

「ああっ、空腹と疲労のあまり、つい足がふらついて……っ！」

　誰だれにともなくそんな言い訳をしながら、少女は車目がけて猛ダッシュをかけた。

　車は、突然飛び出してきた少女に気づいて急ブレーキをかけた。幸い、赤信号で速度を落としていた事もあって、ぶつかる直前でなんとか停車した。

　だが、少女のほうはそうはいかない。何しろ全力疾走中なのだ。急に止まれないのは車だけではない。

　ドムッ！

　鈍い音を立ててバンパーをへこませると、少女はそのまま倒れて意識を失った。

　困ったのは運転手のほうである。

　明らかに、ぶつかる前に停車した自信はある。だが、仮にも自分の車にぶつかって気絶したのだ。轢ひき逃げとして訴えられでもしたら、えらい事だ。裁判になれば、交通事故において歩行者は絶対無敵なのである。キョロキョロと周囲を見回したが、目もく撃げき者しやは皆無。自分に過失がなかった事を証言してくれる者は誰だれ一人としていそうにない。

「こ、困ったなぁ……」

　車から降りた運転手の中年男は、普通にしていれば精せい悍かんな顔を泣きべそで醜みにくく歪ゆがめた。

「と、とりあえず、家に連れて帰って母かあさんと相談しよう……」

　少女を後部座席に横たえると、男は再び運転席に戻った。

「……なんだか最近ついとらんなぁ。こないだも、出張から帰ってきたら、いきなり息子むすこが死んでたしなぁ……。何か、不吉なモンでも憑ついてるんじゃあるまいなぁ……」

　ブツブツと泣き言を垂れながら、中年の男は自宅へと車を走らせた。
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　時は黄昏たそがれ。郊外の小さな鎮ちん守じゆの森。

　そのすぐ脇わきに建っている古ぼけた一軒家の前に、一台のタクシーが止まった。

　降りてきたのは三人。

　一人目は高校生霊れい能力者、賀か茂も是これ雄お。一度は死んで畜生道に落とされたが、紆う余よ曲きよく折せつを経て人の姿に戻った（ただし美化一二〇パーセント前世比）ばかり。つい最近までは子こ狐ぎつねだったりする。その辺の事情を考えると、正確には『元高校生』と言うべきかもしれない。

　次に熾し天使アブデル。賀茂の守しゆ護ご霊として地上に降りてきているが、地上で活動するには肉体を持たなければならないために、見かけは普通の人間である。ただし、どうせ受肉するなら美しい姿に限ると、およそ地上で可能な限り美び麗れいな肉体を纏まとっている。その意味では普通とは言いがたい。

　そして、無一物で手ぶらの二人と違って唯一鞄かばんを持っているのが、賀茂の一つ後輩の桂かつらたま。未いまだに交通機関は全すべて子供料金で乗れてしまう経済的な容姿を備えた、悪あく魔まで捨て子でロリぷに系美少女である。国際Ｓ級悪魔の彼女の漂わせる妖よう気きは、本人も無自覚のうちに、身近な人間から全然知らない人まで総計十万人もの被害者を出した実績を誇る。ただし最近は不用意に妖気を漏らす事もなくなり、ただの無害な小娘に成り下がっている。とはいえ、過去の実績、否、罪科だけで、Ｓ級の面目は一応保てるだろう。

　賀茂が、こけの生えた屋根瓦がわらを見上げて感かん慨がい深げに呟つぶやいた。

「我が家か。何かすごく久しぶりだな……」

　死んで畜生道に生まれ変わって以来、実に二ヶ月ぶりの帰宅である。

「あの、賀か茂もさん……」

　後ろからたまが声をかけた。

「ん？　あ、ああ、どうもありがとう。タクシー代はちゃんと明日中に返しに行くから」

　実は賀茂とアブデルは、たまの家からここまで、わざわざ送り届けてもらったところである。現世に受肉したばかりのアブデルや、狐きつねから人間に化けたばかりの賀茂には、現金の持ち合わせはほとんどなかったのだ。

　もっとも賀茂は、二ヶ月におよぶ狐生活の間に拾いためた小銭がある。電車賃くらいなら、なんとかまかなえた。だが、賀茂は仮にも一度死んだ身である。あまり堂々と人目につく場所に現れて、知り合いにでも見つかったら騒さわぎになることは間違いない。

　結局、車で自宅のすぐ前まで乗り付けるのが一番安全で確実な帰宅手段なのだった。そしてタクシーに乗るには、女の子に交通費を肩代わりしてもらう以外にないという、甲か斐い性しようなしの男二人だった。

「じゃあ、私はとりあえずここでさよならしますね。お家の人とも久しぶりの再会で、積もる話もあるでしょうし……。明日、お菓子とか用意して待ってますね」

　にっこりと微笑ほほえんで会釈すると、たまは大きな鞄かばんを背負い直して最も寄よりの駅の方角へ歩き出した。
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　その様子を見たアブデルが、賀か茂もの頭を張り飛ばした。そのまま流れるような動作で、グイと襟えり元もとを締しめ上げる。

「このど阿あ呆ほう！　せっかく家の前まで連れてきておきながら、みすみす帰してどうする！　ちゃんと家の中まで連れ込まんか！　何故なぜお前はいつもいつもやる事が中途半端なのだ！」

「つ、連れ込めって、またアンタはそういう変態じみた事を……」

「何を言うか！　キサマ、前世でたまちゃんとずっと一緒にいると約束した事を忘れたのか？　独りぼっちの彼女が寂しくないよう、一緒に暮らそうとまで言ったのは、あれは口先だけの出任せだったのか？　雰囲気に流されて、ちょっと恥ずかしい台詞せりふが言ってみたかっただけなのか？」

「は……、恥ずかしい台詞って言うな！」

「照れる事はない。クサい台詞は若さの特権。神がこの世をお作りになる以前から生きているこの俺おれには、あんな戯たわ言ごと、到底真似まね出来ん。外から見ていて、俺はお前が心底から羨うらやましかったぞ。ああ、俺もせめて、あと五九八七歳若ければ……！」

　マルティン・ルターやジェームズ・アッシャーらが旧約聖書の系図を逆算してみた結果に従えば、神がこの世を創造したのは紀元前四〇〇四年、二十一世紀の初頭よりおよそ六千年ほど昔だそうである。ちなみに念のために付け加えておくと、現代科学の常識では、宇宙の始まりは大体百三十億年前から百六十億年前の間とされている。

　アブデルはひとしきり老いたる我が身を嘆くと、再び賀茂に迫った。

「で、そんな事よりどうなんだ。あの時の約束を忘れてしまったのか？」

「そ、そりゃ、忘れたわけじゃないけど、いきなり死んだはずのボクが帰るだけでも、親は驚おどろくはずなのに、たまちゃんまで連れて帰ったら更に混乱するに決まってるじゃないか。だからまず最初にボクが家に戻って、事情を話してたまちゃんが一緒に住んでもいいように説得して、それから……」

　賀茂の言葉に、アブデルは激怒した。

「馬ば鹿か者もの！　そんな回りくどい事をしていられるか！　キサマは、たまちゃんを誰だれもいない寂しい家に一人帰宅させるつもりなのか？　親の了承が得られるまで、彼女に孤独な日々を続けさせるというのか？　誰も待っていない暗い家へと帰宅する寂しげなたまちゃんの事を考えても、キサマは平気なのか！」

「そ、そりゃ……」

「言っておくがな。女というものは、孤独な時が一番付け入りやすいのだぞ。それは、実際に彼女の寂しさに付け込んだお前が誰よりもよく分かっている事だろうが！」

「つ、付け込んだって、その言い方は……！」

「やかましい。まだ話の途中だ。いいか。たまちゃんをそんな状態で置いといて、みすみすどこぞの馬の骨にかっさらわれでもしたらどうする？　せっかくゲットしたはずの大事な美少女をあっさり他ほかの男に奪われましたなど、俺おれたち二人は最後の審判の時までの笑い者だぞ！　それでもお前は平気なのか、男として！」

「何の話だ……」

　呆あきれて賀か茂もはこめかみを押さえて、うんざりとため息をついた。

　だが、アブデルの話はまだ終わらない。賀茂の胸倉をぐいと引っ張り上げた。

「たまちゃんの話だ！　いいか？　別れ際のセリフをよーく思い出してみろ。お前が明日中にタクシー代を返しに行くと言った時、たまちゃんはなんと言った？　『お菓子とか用意して待ってます』だぞ。金を返しに行くだけなのに、お菓子の準備をして待っているというのだぞ？　この過剰な反応に、彼女の孤独の深さ、人への飢えを読み取れなくてどうする！　ただの水でも、渇いた者にとっては至上の甘かん露ろなのだぞ！」

「だけど、たまちゃんだって何の準備もしてきてないのに、いきなり家においでって言っても、困るだけだろ？」

　そう言った瞬しゆん間かん、アブデルの拳こぶしが賀茂の後頭部を痛打した。

「このど阿あ呆ほう！　何の準備もしてきてないだと？　キサマの目は節穴か！　あのでっかい鞄かばんは一体何だと思っているのだ？」

「え……？」

「わざわざ俺たちをタクシーで送るだけで、あんな荷物を持ってくるとでも思っているのか？　あれは、キサマがした約束を素直に期待して、いつ招かれてもいいように準備してきてあったに決まっているだろうが」

「……噓うそ？　マジで？」

　賀茂は青ざめた。言われてみれば、確かに送ってくるだけであんな荷物は不自然だ。もちろん、あの荷物だけでそこまで気づけというほうが無茶だとは思うが、しかしタクシーから降りてたまが声をかけてきた時、その話を切り出そうとしていた可能性は考えられないか。それを、さよならを言おうとしたのだと勝手に思い込んで、賀茂はたまの言葉を遮さえぎるように別れの挨あい拶さつをしてしまった。

　動揺した目をアブデルに向ける。

「……マズいかな」

「当たり前だ。分かったら、さっさと呼び止めに行かんか」

「わ、分かった」

　賀茂は慌ててたまの後を追っていった。

　その背中を見ながら、アブデルの顔に小さな笑みが浮かんだ。

「……これでいい。守しゆ護ご天使として賀茂の側そばを離れられないもどかしい我が身だが、これで〝賀茂の側にいる事〟イコール〝たまちゃんの側にいる事〟となる。これなら多少はヤツの側にいる価値も生まれようというもの……」

　実は、たまにそんな荷物をわざわざ持ってこさせたのはアブデルなのだった。アブデルからしてみれば、せっかく化け狐ぎつねに生まれ変わったのに美少女に化けなかった愚かな賀か茂もなど、単体での存在意義は皆無。側にいても、面白い事など何もない。そこでアブデルは予あらかじめたまを唆そそのかして、すぐにでも一緒の生活が始められるだけの準備をさせておいたのである。

　やがて賀茂がたまを連れて戻ると、三人は賀茂家の玄関先に向かった。
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　賀か茂もは郵便受けの裏に隠してある予備の合あい鍵かぎを取ってくると、玄関を開ける前に小さく早はや九く字じを切った。

「何してるんですか？」

　見ていたたまが、不思議そうに問いかける。

「あ、ああ。ちょっとした護ご身しんのおまじないを……」

「護身のおまじない……？」

「うん。いや、実はさ、ウチの両親って割りとそそっかしいところがあるから、死んだはずのボクが突然帰ったりしたら、幽ゆう霊れいだと思って調ちよう伏ぶくしようとするかもしれないんで……。体が無事でも、魂が調伏されたらさすがに死ぬからね……」

　過去に両親の手によってうっかり葬り去られた有う象ぞう無む象ぞうの魑ち魅み魍もう魎りようたちを思い出して、賀茂は小さくため息をついた。

　鍵を開け、ガラガラと引き戸を開ける。玄関先の靴を見ると、両親とも帰宅しているようだ。

　家の奥に声をかけようとして、賀茂はちょっと躊ちゆう躇ちよした。

　アブデルが見とがめる。

「どうした？」

「……え、いや、その、こういう時って普通に『ただいま』でいいのかな、って思って……」

「ん？」

「だからさ、死んだはずの人間が、平然と『ただいま』なんて帰ってきたら変じゃない？　もうちょっと何かこう……」

「それっぽい演出がしたいのか？　まったく、このくらいの年代は自意識過剰で困る……」

　やれやれと首を振ると、アブデルは拳こぶしを固めた。

「分かった。協力してやろう。じっとして、力を抜け」

「な？　何する気だ？」

「みぞおちに一発食らわす。まともに入れば絶対吐く。吐けば、げっそりやつれた顔になる。後は三角巾を頭に巻けば、墓場帰りの幽ゆう霊れい男の出来上がりだ」

　アブデルの顔に、殺意のこもった笑みが浮かんだ。

　あわよくば、そのまま殺そうという魂胆である。守しゆ護ごを担当している相手が死ねば、アブデルは天下晴れて自由の身。堂々と、他の可愛かわいい女の子の守護天使に乗り換えられるのだ。

「死ぬのを黙だまって見過ごすのと違って、本人の意思を尊重した結果の不ふ慮りよの事故なら何のお咎とがめもないからな……」

　ボソリと呟つぶやいた声を聞きつけて、賀か茂もは慌てた。

「ちょっと待て！　せっかく生きて帰ってきたのに、ここで殺してどうすんだ。っていうかアレだぞ。幽霊の振りするつもりなんかないぞ！」

「そう遠慮するな。お前くらいの年頃なら、人目を引きたいとか注目されたいなどと、過剰なまでに思いつめているくらいでちょうどいい。そうやって背伸びをしているうちに、いつしかそれが自分本来の背丈となっていくのだ。俺おれはお前の守護天使として、お前の成長に全面的に協力させてもらうつもりだ」

「友好的に笑うなっ！　大体、死んだら成長も何もないだろーが！」

「まぁ、死んだら死んだでいいではないか。どうせお前だって今時の若者ならば、人生ダルいとか、生きてたってしょうがないとか思っているんだろう？」

「あのな……。守護してる人間に守護天使が死を囁ささやいてどうすんだ……」

　玄関先でモメていると、中から女性が、エプロンで手を拭ぬぐいつつ現れた。

「誰だれ？　騒さわいでるのは？」

　賀茂の母、裕ゆう子こである。実年ねん齢れいは当年とって四十二歳だが、絶対に四十過ぎには見えない。それどころか、三十過ぎというのも疑わしいほどの若々しさである。ちなみにその秘密は房中術によって夫の精気を吸い取っている事にあるのだが、若さの秘訣を人に聞かれると、夫婦仲が良い事にある、とだけ答えるのが常らしい。一応、噓うそは言っていない。

　裕子は賀茂を見ると、驚おどろきもせず平然と言った。

「あら。是これ雄おなの？　お帰りなさい。思ったより早かったわね」

　そしてアブデルとたまに目を向ける。

「お友達だちも一緒なの？　いらっしゃい。ゆっくりしていってね」

　そして再び賀か茂もに目線を戻す。

「お友達が来るんだったら、前もって電話でもくれれば良かったのに」

「え……、あ、ゴメン………」

　余りにも普通過ぎるリアクションに、しばし賀茂は呆あつ気けに取られた。

　だが、三秒ほどで我を取り戻す。

「……い、いや、あの、ちょっと待って母かあさん」

「え？　どうしたの、是これ雄おちゃん」

「人前でちゃんづけはやめろってば……じゃなくて、その、なんでそんなに普通なの？」

「普通って？」

「だから、死んだはずの息子むすこがこうして帰ってきたんだから、普通ならもっと驚おどろくとか怪しむとかするだろ？　なんで母さん、そんな平然としてるわけ？」

「あら？　お母さんをびっくりさせたかったの？　体は大きくなっても、そういうところはまだまだ子どもね。うふふ」

「そうじゃなくてっ！　なんで〝帰ってきて当然〟って反応なのかって聞いてんの！」

　思わず大きな声を出す賀茂。だが裕ゆう子こは、息子に怒鳴られたくらいで動じるような、やわな母親ではない。くすくす笑いながら答えた。

「実はね、今朝けさちょっとお仕事で色々占ってたら、ふとした弾みで死んだはずの是雄ちゃんが戻ってくるっていうのが『見え』たのよ。それで大急ぎで、生せい還かんの記念にご馳走の準備してたところなの」

「そ、そういう事か……」

　賀茂はうなずいた。熟練術者の裕子が、自分の霊れい視し能力に加えて、様々な補助道具を駆使して占ったのであれば、ひょんな事から賀茂の帰還が『見え』ても不思議はない。少し拍子抜けの感はあるが、話が早くて助かった。

　賀茂が脱力と安心からホッと息をついていると、裕子が問いかけてきた。

「それで是雄ちゃん。そちらのお友達、お母さんにも紹介してちょうだい」

「え？　あ、ああ、えっと……」

　賀茂は後ろを振り返った。

「こっちの男はアブデルって言って、母さんたちが留守の間にボクが召喚した守しゆ護ご霊。今は受肉して人間の姿だけど、一応熾し天使らしい」

『一応』というところに不必要に力を込めて、賀茂はアブデルを紹介した。

「お宅の息子の面倒を見させてもらっている。以後、見知りおき願おう」

　アブデルが偉そうに胸を反らしたまま挨あい拶さつする。

「まぁ、ウチの愚息がお世話になっております。それにしても、よくまあこんな立派な方が……」

　裕ゆう子こは恐縮して頭を下げた。熾し天使といえば天使の階級では最上級。アブデルの人となりを知らなければ、畏かしこまるのは当然である。

　だが、アブデルの事をよく分かっている賀か茂もとしては、母親がこんなヤツにペコペコするのは気に食わない。さっさとたまの紹介に移った。

「で、こっちは一つ下の後輩で桂かつらたまちゃん。連れてきた理由は後で説明するけど」

「はじめまして。お邪じや魔まします。よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げるたま。

「こちらこそはじめまして。狭くて汚い家ですけど、気にしないでちょうだいね」

　一とおり挨あい拶さつをすませると、裕子は三人を居間へと誘った。

「お夕飯を作ってる途中でお構い出来ませんが、適当にそこら辺でくつろいでてくださいね。あ、是これ雄お。先にお父とうさんに無事帰き還かんの報告してらっしゃい。書斎にいるはずだから」

「あ、うん。それじゃ、ちょっと……。アブデル、行こう」

　賀茂がアブデルを促す。一応、自分の守しゆ護ご霊れいとして、父親にも引き合わせなければなるまい。

「じゃ、悪いけどたまちゃんはちょっとここで待っててくれる？」

「はい。分かりました」

　たまは素直にうなずいてから、裕子のほうを見た。

「じゃあその間、晩御飯のお手伝いさせてもらっていいですか」

「えっ？　ちょっとそれは……」

　賀茂は思わず顔にタテ線で振り向いた。

　というのも、たまはお茶を淹いれるたびに湯飲みを一つ割るタイプの人種である。しかし貧乏な賀茂の家において、皿やコップは断じて消耗品ではない。陶器やガラスは、古代社会並みに貴重品なのだ。

　だが不幸なるかな、出会ったばかりの裕子には、たまのそういう不器用さなど知り得べくもない。

「あら？　お手伝いしてくれる？　ありがとう」

　そう言った裕子の笑顔は、『まるで娘が出来たみたいね』的興こう奮ふんをさりげなく漂わせていた。更に『私も娘が欲しかったわね』的感傷と、『やっぱり女の子はこういうところが助かるわ』的感かん慨がいも含まれている。

　だが、初めの二つはともかくとして、最後の感慨だけは絶対に違う。たまの場合、足を引っ張る事はあっても、手伝ってもらって助かるはずがない。それに何より、賀茂としては、せっかくのご馳走が台無なしになるのだけは断固回かい避ひしたい。転生して以来現在に至るまで、ロクな物を口にしていないのだ。

　賀茂は決然たる調子で言った。

「あの、たまちゃん」

　その声に、たまは屈託のない笑顔で振り返る。

「はい。頑張って美味おいしいご馳走作りますね！」

「え……？　あ、いやその……」

　やる気満々である。とてもじゃないが、手を出すななどと言える様子ではない。

　賀か茂もは言葉を失い、たまにつられたように曖あい昧まいな笑いを浮かべた。その隙すきに、裕ゆう子こがたまをあっという間に台所へと連れ去っていく。

「楽しみにしててくださいね～！」

　そう言い残してたまは賀茂の視界から消え去った。

「あぁ……」

　がっくりと肩を落とした賀茂を、アブデルが慰なぐさめる。

「賀茂よ。気持ちは分かるが、そうガッカリするな。これからは一緒に住むのだから、たまちゃんの台所立ち回り姿など、いくらでも拝む機会はあるではないか。それに俺おれも、近日中にメイド服などの生活必需品はちゃんと仕立ててやるつもりだし、なんなら割かつ烹ぽう着ぎ風の給食当番スタイルだって作ってやってもいい。だから気を取り直してだな……」

「違うっ！　そんな事で落ち込むかっ！」

「む？　違うのか？　だったら一体何なのだ？」

「な、何って、つまりその……」

「つまり、何だ？」

「その……、要するに、せっかくのご馳走が……って……」

「なんだ。キサマが気にしているのは飯の事か」

　アブデルは、やれやれと言った調子で首を振る。

「全く。せっかくアレほどの美少女がお前のために頑張ろうとしてくれているのに、その気持ちよりも食い物が大事とは。あさましいと言うか何と言うか……」

「………」

　ムッとして言い返そうとした賀茂だが、人の好意を無視してまで自分の食欲を優先させるのも褒ほめられた事ではないと思い返して、結局黙だまったまま父の書斎へと足を運んだ。




「……帰ったか、是これ雄お」

　書斎のドアを開けると、薄うす暗い部屋の闇やみに溶け入るように胡こ坐ざして、精せい悍かんな面立ちの男が煙管キセルをふかしていた。

　賀茂の父、忠ただ幸ゆきである。占いを主とする裕子に対し、こちらは魔ま物ものの調ちよう伏ぶく、退散を主な仕事としている。

　この道に入って二十数年。これまでに調伏した魔物・妖よう怪かいは実にその数六六六匹。同期の同業者と比べても、格段に多い数字である。それでもこの家は貧乏なのだから、霊れい能力者業界がいかに苦しい経済状況下にあるかは容易に想像出来よう。

「ただいま……」

「まぁ、突っ立ってないで座れ」

　忠ただ幸ゆきは煙管キセルで座布団を示した。賀か茂もとアブデルはおとなしく従う。

　二人が座ると、忠幸は歴戦の古豪らしい鋭い『眼』でアブデルを『見』据えた。そして思わず息を漏らす。

「ほぅ……これは……。なかなか大層な方が守しゆ護ご霊れいについたな。審神者もなく、独力でこれほどの方を召喚するとは……。さすが我が血筋を継ぐ者。運だけはいい」

　審神者というのは、降りてきた神霊がヤバい奴やつでないかどうかを見極めるための監かん視し役である。自分に憑ひよう依い　させてしまう術者でなければ無理に必要はないが、初心者の内は安全のために指導者が審神者につくのが普通だ。

　忠幸は座布団から下りて平伏した。

「愚息が世話になる。私に似て出来の悪い息子むすこだが、見捨てたりせずしっかりと導いてやっていただきたい」

　アブデルは重々しくうなずいた。

「安心して任せるがいい。我が指し示す道を疑わずして一心に歩むなら、神との『合一』に至るまでの神秘階かい程ていはそれこそ整備された階段を上り詰める如ごとくたやすい。必ずや、誰だれよりも神に近き者に育てて見せよう」
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　アブデルは『合一』という言葉にやけに力を入れた。

　ちなみに一神教における神は『完全者』かつ『無限者』である。無限者とは、あらゆるものである、という意味である。故に主は『父なる神』であるだけでなく、『完全なる美少女』でもある。この天界の秘密を知る熾し天使アブデルにとって、神は父なる神であると同時に究極の美少女として捉とらえられていた。その辺りの事情を考こう慮りよしつつ『神との合一』という言葉を聞くと、なんだか著いちじるしく卑ひ猥わいである。

　賀か茂もは嫌な表情を浮かべながら早々に話題を変えた。

「それよりさ、父とうさん。これからの事なんだけど……」

「ん？　何だ？」

「あの、ボクさ、一度死んじゃってるわけじゃない？　で、埋葬とかもされちゃってるみたいだし、戸こ籍せきとか住民票とかそういうの……」

「ああ。その事なら心配無用だ」

　忠ただ幸ゆきは不敵に笑った。

「お前が帰ってくる事は分かっておったからな。死亡届その他の手続きは一切やっとらん。以前の生活に戻るのに、何の問題もない」

「そ、そうなのか……。さすが父さん……」

　感心してうなずいてから、賀茂はふと、母・裕ゆう子この言葉を思い出した。

「あれ？　でも、確かさっき母かあさん、ボクが帰ってくるのを今朝けさ知って、それで慌ててご馳走の準備を、って……」

「え？　か、母さん、そんな事言ってたか……？」

　忠幸の顔に、ピクリと狼ろう狽ばいの色が走った。

　父に向ける賀茂の目が、俄にわかに白ける。

「……父さん。もしかして、死亡届その他諸もろ々もろって、出すの忘れてただけだろ……」

「う……っ！」

　忠幸のギクッとした反応を見て、賀茂は呆あきれてこめかみを押さえた。

「……全くウチの親はこれだから……」

「い、いいじゃないか。そんな、紙の上の形式的な事なんて……。肝心の埋葬はきちんとやったんだし、墓だってちゃんと……」

　叱しかられた子供のように悄しよ気げながら、ぶつぶつと言い訳をする忠幸。賀茂はうんざりうなだれたまま、上目遣いに父を睨にらんだ。

「……あのな父さん。言っとくけど、埋葬許可ももらわずに勝手に埋めたりしたら、死体遺棄罪だぞ？」

「う……っ！　ま、まだ高校生の若造の癖くせに、なんでそんな事に詳しいんだお前……」

「この商売は死し霊りようを扱う事も多いから、冠婚葬祭の基礎知識は一とおり覚えとけって言ったの、父さんだろ！」

「そ……っ！　それはそう……だけど……」

　息子むすこに厳きびしくツッコまれて、忠ただ幸ゆきの目にうっすらと涙が浮かんだ。その顔を見て、賀か茂もはますます顔をしかめる。精せい悍かんな中年男が子どものような泣きべそをかく様は、滑こつ稽けいを通り越して醜しゆう悪あくでしかない。

　その時、賀茂の背後から、母・裕ゆう子この声がした。

「あらあら、是これ雄おちゃんはお兄ちゃんなんだから、あんまり忠幸ちゃんをイジメちゃ駄目よ」

「は？」

　意表をつく発言に、思わず賀茂は反射的に振り返る。

「……なんで息子のボクがお兄ちゃんなんだよ？」

　賀茂の至極当然の反論に、裕子はおっとりした調子を微み塵じんも崩さずに答えた。

「だって、是雄ちゃんは長男だけど、忠幸ちゃんは三男坊なのよ？」

「はぁ……？」

　裕子の発言を賀茂の脳細胞が理解するのに、三秒かかった。

「……いや、っていうか、確かにボクは長男で父さんは三男かもしれないけど……」

「かもしれない、じゃなくて、事実そうなの。そんな事より……」

　裕子は力技で話を打ち切ると、後ろに引きずっていた人をズルリと部屋の中へ引き込んだ。

「この子の事なんだけどね、是雄ちゃん」

「たまちゃん？」

　思わず賀茂は声を上げた。

　たまは頭にでかいタンコブをこしらえて目を回していた。息はしているが意識はない。

「どうしたの？　転んで頭ぶつけたとか？」

「ううん」

「じゃ、一体？」

　裕子は頰ほおに手を当てて、軽く苦笑した。

「この子にね、お夕飯のお手伝いしてもらってたんだけど、あんまりにも破は壊かい工作が激しくてね。しかもわざとやってる気配もないし。一体どういう子なんだろうって思って、プライバシーの侵害とは思ったけどちょっとだけ『見て』みたの。そしたらびっくり。この子、魔ま物ものの一種だったのよ。妖よう気きを全然外に漏らさないから、是雄ちゃんじゃ気づかなかったんでしょうけどね。とにかく、纏まとってる妖気の強さからして相当の大物よ」

「あ、いや、母かあさん。それは……」

「それでね。せっかくだから捕ほ獲かくして使役神にでもしちゃえば便利だと思って、後ろを向いてる隙すきに土鍋でゴツンと後頭部に一発かましてきたの」

「な……！」

「そういうわけで、今から誰だれがこの子をもらうか決めましょう。公平にジャンケンでいいかしら？」

「いや、ちょっと待って、母かあさん父とうさん。……ってオイ！　何でアブデルまでジャンケンに加わってんだっ！」

「いや、たまちゃんがもらえると言うから、つい、な……」

「つい、じゃない！」

　賀か茂もは裕ゆう子この手からたまの身柄をもぎ取った。

「この子は確かに人じゃなくて悪あく魔まなんだけど、まぁ色々あってずっと独りぼっちで暮らしてて寂しそうにしてたから、それでウチに確か使ってない部屋があったはずだと思ってさ。もし良かったら来ないかって事で……」

「イヤだ！」

　賀茂の言葉を父・忠ただ幸ゆきが遮さえぎった。突然の大声に、その場の全員の視線が忠幸に集中する。

　忠幸は誰とも目を合わさず、肩を怒らせてうつむいた。そして、頑固親父おやじともだだっ子ともつかぬ調子で喚わめく。

「悪魔なんかと一緒に暮らすなんて、絶対に父さんはイヤだからなっ！　断固反対だ！」

「ちょ……、最後まで聞いてよ」

　なだめようとした賀茂の手を振り払って、忠幸はすっくと立ち上がる。

「イヤだっ！　悪あく魔まなんかと一緒に暮らすなんて、そんな怖い真似まね、父さんは絶対にイヤだあぁぁっ！」

　そう言い残すと、忠幸は泣きながら部屋を駆け出していった。零こぼれた涙が蛍光灯の光を反射してキラキラときらめいた。

「………」

　呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送る賀茂。

　裕子がくすくす笑った。

「父とうさんの怖がりも、しょうがないわねぇ」

「いや、あの、しょうがないわねぇって母かあさん……」

「いいのよ、あれで。この世界で超一流と呼ばれるようになるためには、一〇パーセントの才能と二〇パーセントの努力と三〇パーセントの臆おく病びようさ、そして残る四〇パーセントは運だってゴルゴ十じゆう三そうも言ってるでしょう？　妖よう怪かい退治屋なんて命の危険と隣り合わせの職業なんだから、臆病なくらいでちょうどいいのよ」

「……それは一理あるけど……、でもあれはちょっと……」

「まあ、お父さんの事は母さんに任せておきなさい」

　裕子は余裕の表情を賀茂に向けた。それから目をたまに移す。

「それよりもその子の事だけど」

「あ、ああ。えっと、さっきも言いかけたけど、実は……」

　賀か茂もは、これまでのいきさつをざっと話した。主に、たまが自分の妖よう気きのせいで親しい人間を全すべて失ってしまって身寄りがない事、そして、現在は全く安全で無害である事などに重点を置いた。

　裕ゆう子こは頰ほおに手を当てたままじっと聞いていたが、賀茂が話し終わると質問した。

「是これ雄おちゃん。一つだけ気になったんだけどね……」

「え？　何？　あの、今は本当に全然危険は……」

「ううん。そうじゃなくて。あの、その子、身寄りが全くないって言ってたわよね。どうやって生活してたのかしらって思って」

「あ、ああ、それはその、なんか貯金がたくさんあるみたいで……。その、何でたくさんあるかっていうと、それは……」

　それは、漏らした妖気が現金自動預け払い機にバグを生じさせていたせいなのだが、そういう事を言うのはマズいだろう。そう思った賀茂が必死で言い訳を考えていると、裕子は笑いながら言った。

「あ、ううん。どうやって手に入れてたかは別にどうでもいいの。汚れた金だろうと、お金はお金。差別しちゃいけないわ。お母かあさんとしては、家賃さえ払ってくれればどんな子だろうと大歓迎よ」

　主婦として家庭の財政を担っている裕子は、とても現実的な意見とともにニッコリと微笑ほほえんだ。賀茂はホッとしつつも、物分かりのいい母の事を素直に喜んでいいのかどうかよく分からず、なんとなく曖あい昧まいに笑った。




　母・裕子の了承を得た賀茂は、たまの意識が戻るのを待って空き部屋の四畳半へと案内した。

「半分物置代わりになってるとこだけど、ここ使ってくれる？　邪じや魔まな荷物はすぐに納戸のほうに移すから」

「はい」

　たまはうなずくと、上気した顔を賀茂に向けた。

「……あの、ありがとうございます。こんなふうに大勢の人と一緒に生活出来るなんて、家族が出来たみたいですごく嬉うれしいです」

　独りぼっちの生活を五年以上も続けていると、自分以外の人が家にいるというだけで興こう奮ふんするものらしい。たまの場合、望んで独りだったわけではないのだから尚なお更さらだ。

「喜んでくれるとこっちも嬉しいけど……。それよりも、家賃払えって言われるとは考えてなかったな。こんな狭くて汚い部屋で家賃が三万五千円なんて、申し訳ないっていうかなんて言うか……」

「そんな事ないです。最初におっしゃってた金額の四分の一にまでまけていただいちゃって、こっちこそ申し訳ないですよ。八百屋さんとかで端数をまけてもらったことはありますけど、四分の一まで値下げしてくれるなんて、凄すごく気前のいい人ですよね。びっくりしました」

「……それ以前に、こんな部屋で月十四万なんて、都心のマンション並みの金をぼったくろうとする事自体が間違ってるって気づこうよ……」

　改めて四畳半の部屋を見回して、賀か茂もは軽くため息をついた。

　後ろに立っていたアブデルが、やはり室内を見回して呟つぶやいた。

「しかし、この部屋で二人はちと狭いな」

「二人って？」

　賀茂が問う。

「ん？　だから、この部屋が新参者にあてがわれたという事は、必然的に俺おれもたまちゃんと一緒にこの部屋で寝起きするという事になるだろう？　だが、この状態では布団は一つしか敷けんしな……。まぁ、あの家賃では贅ぜい沢たくは言えんから、止むを得んか」

「ため息つきながら嬉うれしそうな顔するなっ！　っていうか、アンタはボクと一緒の部屋だ！」

　賀茂はアブデルを部屋から押し出した。

「……じゃ、たまちゃん。また後で、夕飯の時に」

　そう言い置くと、アブデルを摑つかんで自分の部屋へ向かった。




　久々の自室は、とても綺き麗れいに片付いていた。母親が整理したのだろうか。勝手に部屋をいじり回されるのは好ましくないが、死んでいた身としては文句は言えない。遺品を処分されていなかっただけマシだと思うべきだろう。

「よし、じゃあとりあえず、互いの境界線を決めとこう。畳のこの縁からこっち側の、机があるほうがボクで、タンスのある側がアブデルな」

　賀茂は畳の縁を指で示した。さほど広くもない六畳間だが、ギリギリで二人が寝起きするスペースはある。

「しかし、寝てる間に机の角に頭ぶつけたらイヤだな……」

　そんな事を呟つぶやきながらふと机の下へ目をやった賀茂は、見慣れぬバッグがあるのに気づいた。

「ん……？」

　小さめの旅行バッグのようだ。自分の物ではない。

「……何だろ？」

　賀茂が鞄かばんに手を伸ばそうとした時、アブデルが緊きん張ちようした声で呼んだ。

「賀茂！」

「ん？」

　振り向くと、アブデルはタンスをじっと真剣な顔で見つめていた。

「……一つ聞く。この家には、お前の家族以外に誰だれか住んでいるか……？」

「え？　いや、親の他にはボクだけだけど……。どうした？」

「霊れい視しの『眼め』を開いてこのタンスを見てみろ。中に、この家の住人の誰とも異なる霊気を持った物がある。必ずしも強力な物ではないが、しかし……、何かこう、抗あらがいがたい危険な力を感じる……」

「危険な力？　タンスの中に……？」

　賀か茂もは言われたとおりに『眼』を開いた。

　目の前のタンスと関係のある全すべての事物が、複雑な網の目状の連れん鎖さとして視覚化されて『見え』てくる。そしてもし霊気の類たぐいがあれば、やはりそれも『眼』に映る。霊力や魔ま力りよくといった物は、事物の連鎖に直接影えい響きようを与える物だからだ。

　まず、賀茂は目の前に見えているタンスの正面に『眼』を凝こらした。賀茂の場合、目の前にある物と関係するものしか『見え』ないからだ。

　だから最初はタンス正面の板を『見』る。ついで、その板を辿たどって引き出しの中へと『眼』を移す。これでタンスの中に『眼』が届く。

　そこで、連鎖の系列にほんの微かすかだが歪ゆがみを感じた。通常の事物のつながりに、影響している力がある。

「……ホントだ。微かだけど、霊気が……。一体……？」

　集中力が途切れて『眼』を閉じると、賀茂はアブデルのほうを振り返った。

　アブデルもタンスから目を離すと、顎あごをさすった。

「現在は発動していないから詳しくは分かりかねるが、どうやら何らかの呪じゆ具ぐに霊れい気きが込められているらしいな。何かの呪のろいかもしれん。早めに取り除いたほうがいい」

「呪いって、狙ねらわれる憶おぼえはないんだけど……」

「まぁ自分に都合の悪い過去は、片っ端から忘れていくのが人の常だからな。だが、憶えがないからといって、本当に狙われていないという事にはならん」

「でも、ボクは死んでたんだぞ？　しかも、この姿に戻ったのはついこの間じゃないか。死んだはずの人間狙ってどうする？」

「別にまだ呪いと決まったわけではない。その可能性もあるというだけだ。ただ、やはり危険な匂いは否いなめん。とにかく一度引き出しを開けてみよう。直接目の前で『見る』ほうがはっきり分かる」

　アブデルは賀茂をすぐ側そばまで招きよせた。

「本当に呪いで開けた途端に発動するような物だとまずい。万一に備えて、一応結界を張っておけ」

　アブデルの指示に従い、賀茂はタンスの正面四隅に呪印を記して結界とした。そこへアブデルの霊力を結界に注入する。

　ちなみに受肉しているアブデルは、地上では自分で自分の霊れい力りよくを使えない。そのため、賀か茂もが霊れい媒ばい師しとしてアブデルの霊力を引き出して使う。要するに、働くのは賀茂一人で、アブデルは指示をしたら後は見ているだけなのだった。

　もちろん、守しゆ護ご霊と人間の関係は平等ではなく、常に守護霊のほうが上位なのだから、賀茂一人が働くのは当然といえば当然だが。

　タンスの右下隅に記した最後の呪じゆ印いんに霊力を込めると、賀茂はしゃがみこんだままアブデルを見上げた。

「よし、オッケー」

「うむ。開けるぞ」

　一つうなずいて、アブデルが引き出しを引く。その眼が大きく見開かれた。

「な……っ？　ま、まさかこれは……っ！」

「どうした？」

　ただならぬアブデルの様子に、賀茂は思わず身を固くする。

　アブデルは震ふるえる手で引き出しの中身を摑つかみだした。

「……これだ」

　アブデルが引っ張りだしたのは、輝かがやくような純白の千ち早はやと小こ袖そで、そして鮮やかな緋ひ色いろの袴はかまだった。

「み……巫女みこ装束……？」

　わけが分からなくて一いつ瞬しゆん固まる賀茂。

　一方アブデルは、ホッと全身で息をついた。

「なるほど。大した霊力ではないのに、何故なぜあれほど抗あらがいがたいものを感じたのか疑問だったが、巫女装束ではな。そりゃあ逆らえん。納得だ」

「納得か……？　いや、それより何でボクの部屋のタンスに巫女装束が……？」

　賀茂は巫女装束を広げて首を傾かしげた。

　何故、自分のタンスにこんな物が入っているのか、かなり不条理な謎なぞである。呪のろいが仕掛けられているのも嫌だが、まだそのほうが理解しやすい。

　そんな賀茂を見て、アブデルが不思議そうに尋ねた。

「何を考え込んでいる？　それはお前の物なのだろう？」

「な……？　何でだっ！　ボクが巫女装束なんか持っててどうするんだ」

「どうするってそりゃお前、する事は無限にあるだろう？　見たり触ったり匂いをかいだり、着てみたり着せてみたり写真に撮とったり……。大体、持ち主のお前が何で俺おれにそんな事を聞くのだ」

「だからボクのじゃないって！」

　ムキになって否定する賀茂の肩に手を置いて、アブデルは分かってるというようにうなずいた。

「そう熱くなるな。これは別に照れる事じゃない。お前くらいの年頃の男なら誰だれだって、タンスの奥やベッドの下に巫女みこ装束の一着二着は隠し持っているくらい当たり前だ。下手へたに欲望を抑えつけようとして嗜し好こうを歪ゆがめてしまうより、このほうがよっぽど健全だ」

「そんな物隠し持ってたら、その時点ですでに歪んでる気が…………」

　こめかみを押さえてため息をつくと、賀か茂もは再び装束に目を戻す。

「とにかくこんな服、全然見覚えないし……。母かあさんの物って可能性もないだろ。この家の誰とも異なる霊れい気きが込められてるって事は」

「うむ。シミ付き下着ならぬ、巫女さんの残存霊気つき装束。またなんともマニアックなコレクションを秘蔵しているものだ。いやはや、さすがは日本。本場ならではのレア・アイテムだな」

「だから、そうじゃなくて……、いや、いい」

　話のかみ合わないアブデルは無視する事にして、賀茂は再び『眼め』を開いた。

「……それにしても誰だ？　こんな物、人のタンスに忍び込ませてどうしようって……」

「何をしている？」

「何って、元の持ち主を探ってるんだよ」

「なんだと？」

　アブデルは顔をしかめた。

「やめておけ。そんな事を探って、もし二目と見られぬ醜しゆう怪かいな面相だったらどうする？　確かに『可愛い子が巫女装束を着ると萌もえる』は真だが、そこから『ゆえに巫女装束を着ている子は可愛かわいくて萌えるはず』と推論したとしたら、それは明らかに論理的誤ご謬びゆうだぞ。元の持ち主などを探ってる暇があったら、身近な美少女に巫女装束を着せる事を考えろ。そのほうが遥はるかに建設的だ」

「いや、そういう目的で探ってるわけじゃなく……」

「とにかく、俺おれは勧めん」

　アブデルはそう言い置くと、ドアのほうを向いた。

「それよりちょっとトイレに行ってくる。……全く、食事だの排はい泄せつだのと、肉体という物は何かと不便だ」

　ブツブツと文句を言いながら部屋を出るアブデルを背に、賀茂は一人、部屋に残って巫女装束に目を凝らす。

　残存した霊気に邪じや魔まされて、賀茂が因果の系列を辿たどる事に苦労していると、部屋の入り口に人の気配がした。

「あれ？　随分と早いな」

　そう言いながら賀茂は部屋の入り口を向いた。

　だが、そこに立っていたのはアブデルではなかった。見た事もない長髪の少女が、静せい謐ひつさを湛たたえた黒い瞳ひとみを小さく動揺させて、じっと賀か茂もを見つめていた。

　髪が濡ぬれているところから察するに、どうやら風呂上がりらしい。

　緑なす髪は烏からすの濡れ羽色、透き通るような白い肌はほんのりと桜色にほてり、古き良き大和やまと撫子なでしこといった風ふう貌ぼうである。

　賀茂はうろたえた。

　見ず知らずの少女が突然入ってきたからでもある。

　見ず知らずの少女が、当然のように自宅で風呂に入っていたらしいからでもある。

　だがそれよりも何よりも、部屋で一人、巫女みこ装束を食い入るように見つめている自分の姿はまぎれもなく変態だ。

　賀茂の懸け念ねんどおり、少女は戸惑いと恐怖と不信感の入り交じった声で問い質ただした。

「あ、あなたは、私の部屋で一体何をなさっているのです……？」

「私の部屋？」

　予想だにしない言葉に、思わず賀茂は逆に聞き返す。

「ちょっと、あの、私の部屋ってどういう……？」

「人を探してはるばるこの地へ参り、故ゆえあって先週からこちらに居い候そうろうさせていただいているのです。それよりあなたは一体何者です？　この部屋で何をなさっているのです」
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「な、何者って、ボクはこの家の人間で、その、賀か茂も是これ雄おっていって……」

「こちらのご子息の是雄様はお亡くなりになられたと伺っています。見え透いた噓うそはおやめなさい」

「いや、あの、だから……」

　何とか言い訳しようとする賀茂だが、現在の自分の状況を手短に説明する言葉が浮かばない。

　しどろもどろの賀茂を、少女はいっそう厳きびしい目で睨にらむ。

「留守を狙ねらって勝手に人の部屋に入り込み、乙女おとめのタンスを漁あさるなどという浅ましい振る舞いに及んだばかりか、言い逃れのためにお亡くなりになられた方の名を騙かたるとは……！」

　声と肩が、怒りで小さく震ふるえた。

「あなたのような愚劣な人間は、許せません。亡くなられたご子息の名を騙るおつもりでしたら、それにふさわしく黄泉よみの国へと送ってさしあげましょう」

　思い詰めた表情で宣言すると、少女は賀茂の頭部に向かって右手を伸ばした。

「うわっ？」

　反射的にのけ反る賀茂。

　その弾みに、摑つかまれた前髪が数本ブチブチと音を立てて抜けた。

「いたた……。い、いきなり何を……」

　尻しり餅もちを突いた賀茂を尻しり目めに、少女は素早くタンスに駆け寄る。

　そして中から藁わら人形を取り出した。

　慣れた手つきで、引き抜いた賀茂の髪の毛を入れ込む。

　そして、再びタンスの引き出しから、今度は木き槌づちと五ご寸すん釘くぎを取り出す。

　賀茂は目を見張った。

「ちょっと……。まさかそれって……」

　丑うしの刻参りに使う、呪のろいの藁人形セットだ。

　呪いの藁人形。

　その原理は、接触した物は離れても互いに影えい響きようを与え続けるという感染呪じゆ術じゆつの原理（＝髪の毛）と、類似した物を操あやつる事で目的の物を操作する類感呪術の原理（＝人形）とから成り立つ。最も古く、かつ最も強力な呪術の一つである。

　人形と本体の共時的同調を基本原理とするこの呪いは、両者の同調関係がある限り、大抵の遮しや蔽へい物ぶつは乗り越えてしまう。身を守るには、人形から髪の毛を取り出すか、あるいは全方位に完全な結界を張って内部空間を聖別し、外部世界から完全に切り離してしまうか、どちらかしかないのである。

「ひょっとして……、アブデルが感じた『抗あらがいがたい危険な力』って本当は……」

　賀茂の額ひたいを汗が一滴流れた。

「……この人形は特殊仕様で、丑の刻でなくとも力を発揮するのです」

　ボソリと呟つぶやくと、少女は釘くぎの先を、正確に心臓の位置に当てた。それと同時に、賀か茂もの胸にヒヤリと金属の触れたような冷たさが伝わる。

　賀茂はゾッとした。

「ちょっと待て！　そんなとこに打ち込まれたらマジで死ぬぞ！」

「乙女おとめの部屋に無断で忍び込み、淫みだらな心で私の衣服をなぶり辱はずかしめた罪は、万死に値します！」

　藁わら人形を柱に押し当てると、少女は木き槌づちを振りかぶった。

「くっ。熾し天使アブデルの名において命ず……」

　言いかけて、賀茂は止まった。人形と自分が同調しているのに、人形に向かって下手へたな事を命じれば、それはそのまま自分に返ってくる。うっかり『去れ』などと言った日には、自分の魂までこの世からおさらばだ。

　だが、賀茂が考えている間にも、少女が木槌を振り下ろそうとしている。迷っている余裕はない。

　賀茂は半ばやけくそで命じた。

「わ……、藁人形は藁人形らしくしてろっ！」

　言い終えると同時に、賀茂の体と言葉を通じてアブデルの熾天使としての影えい響きよう力が一気に流れ出す。そして、それまで賀茂の代理物として『賀茂らしく』していた藁人形は、熾天使の名の下に下された命令に従って『藁人形らしく』なった。つまり、呪のろいの藁人形から、ただの藁で出来た人形へと変化した。もちろん、賀茂との同調関係も消滅である。

　そして、同調関係が解消されるのとほぼ同時に、藁人形の胸に深々と釘くぎが打ち込まれた。まさに間一髪だ。

「た、助かったぁ……」

　ホッと全身で安あん堵どする賀茂。少女は驚おどろいたように振り向いた。

「い……今の力は……？」

　そこへアブデルがトイレから戻ってきた。

「何事だ、賀茂？　未熟者の癖くせに、むやみに俺おれの力を引き出して遊ぶんじゃない」

　突然の侵入者に、少女は声のしたほうへ目を向ける。そして、アブデルを見た。その瞳ひとみが、信じられない物でも見たかのごとく大きく見開かれる。

「に……」

　少女の声が、震ふるえてかすれた。

「……兄にい様？」
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「……先ほどは失礼致しました」

　夕食の席。その少女は賀か茂もとアブデルを前に深々と頭を下げた。

「私の名は勘か解で由の小こう路じみきと申します。わけあって人を探して旅をしており、縁えんあって二週間ほど前よりこちらに居い候そうろうさせていただいております」

「人探しの旅……って、学校とかはいいの？　見たところ、ボクより年下でしょ？」

　賀茂は、裕ゆう子こから茶ちや碗わんを受け取りながら尋ねる。

「歳としは今年で十……」

「言うな！　年ねん齢れいは言ってはならん！」

　突如としてアブデルが激しく遮さえぎった。

「な……？　そりゃ別に、無理に聞く必要はないけど……」

「馬ば鹿か者もの！　無理に聞く必要どころか、聞いてはならんのだ！」

「な、何で……？」

「いいか？　年齢さえ明記せずにおけば、『そふりん』の規制は回かい避ひ出来るのだ。極端な話、ランドセルを背負っていても、年齢に触れていなければ言い逃れが利くのだぞ。なのに、わざわざ歳を尋ねて、『非攻略キャラ』にしてしまう阿あ呆ほうがどこにいる！」

「……何の話だ……」

　賀茂は理解不能ながらも大体の見当がついて、うんざりした表情を浮かべた。

　みきが話を続ける。

「それにしても、先ほどは本当に失礼致しました。アブデル様のお姿が、私の兄にあまりにも瓜うり二つだったものですから、つい……。無調法、お許しください」

「し、失礼しましたって、そっちか……」

　アブデルを兄と間違えた事のほうが、賀か茂もを殺しかけた事より重大らしい。自分の命の余りに軽い扱われように、賀茂はどよーんと沈んだ。

　その辺りの空気には全然気づかず、たまが普通に質問する。

「人を探してるってお話でしたけど、探してる人ってひょっとしたらお兄さんですか？」

「いえ……」

　みきは目線を逸そらしてうつむいた。

「……兄は、一年前に他界致しました……」

「え？　あ、す、すみません……」

　慌てて口を噤つぐむたま。

　賀茂がうなずく。

「それでアブデルを見た時、あんなに驚おどろいたわけか」

「ええ……。死んだはずの兄が何故なぜこんな所に……と、つい取り乱してしまいました。見苦しいところをお見せしてしまい……申し訳……」

　みきは途中で声をうわずらせ、言葉を切った。そのまま顔を伏せて小さく肩を震ふるわせる。

「まるで……まるで兄が……、帰ってきたかのように思えて……」

　混乱した感情を必死で抑えようとする様子がやけに痛ましくて、賀茂は続ける言葉を失った。

　見ていたアブデルが立つと、うつむいて嗚お咽えつを堪こらえるみきの肩にそっと手を置いた。そして、諭さとすように語りかける。

「君の気持ちは分かる。だが、すまないが、俺おれは君の兄さんの代わりにはなれない。一度死んだ者は、決して帰ってはこないのだ……」

　みきは小さくうなずく。

「そう……ですね……。すみません……。ちゃんと……分かっているつもり……なのですが……」

　膝ひざの上に握り締しめた手の甲を、涙が一滴濡ぬらした。

　アブデルは、肩に置いた手に少し力を入れた。

「だが、義兄にいさんならばなってやってもいいが、どうだ？」

　脇わきで聞いていた賀茂が、呆あきれて卓上に突っ伏した。

「ま、またそのネタか、アンタは……」

　さっさと話を変えようと、今度は賀茂が尋ねる。

「それより、なんでまたみきさんはウチなんかに居い候そうろうする事に……？」

「それは……」

　みきは袖そでで軽く目を拭ぬぐうと、顔を上げた。

「すでにお話致しましたとおり、私は人を探してこの地に参りました。ですが、身寄りも知ち己きもないこの地であてどもなく彷徨さまよううち、私はすっかり疲ひ弊へいしきってしまい、道を歩いている時に我知らずよろめいて車道へ踏み出してしまったのです。そこへ走ってきたのが、是これ雄お様のお父とう様の車でございました」

「父さん……。まさか、撥はねたのか？」

　賀茂は思わず父を見る。忠ただ幸ゆきは激しく否定した。

「ち、違うっ。父さんはちゃんと停車したんだ。けどその子が、こっちに向かって猛ダッシュしてきて……」

「本当……？」

　賀茂はみきに尋ねる。

　みきは目線を落としてうなずいた。

「……そうですね。よろめいた体勢を立て直そうと足を踏み出せば、数歩とはいえ駆け足に近くなるのは避さけられぬ事。運転中の忠幸様には、まるで私が全力疾走していたかのように見えていたとしても、それはやむを得ないでしょう。そもそも、車道へ踏み出してしまった私にこそ過失があるのですから、私は忠幸様を責めようとは思っておりません。それどころか、気を失った私をこの家までお連れ下さり、奥様と二人で介抱してくださった上に、私がこの地で身寄りのない事を知って、探す相手が見つかるまで居い候そうろうさせて下さるとおっしゃっていただけた事には、申し訳ない思いすら抱いております」

　とても殊勝なみきの言葉に、賀茂は思わず父を白い目で見た。

「父さんさぁ……。加害者のくせに、被害者に気ぃ遣わせてどうすんのさ……。それもこんな、ボクと同い年くらいの子に……」

「違うっ。違うんだっ。父さんは本当に……」

　狼ろう狽ばいする忠幸。

　賀茂は念のためアブデルに確認した。

「確かアブデルって以前、噓うそついてたらすぐ分かるって言ってたけど……」

「ん？　ああ、心を読むのは容易ではないが、言葉として外に出た物ならば、そこに付随した意図を『見る』のは可能だからな。ちなみに我が義妹いもうとみきは、噓は一言も言っておらんぞ。断言する」

　ちなみに『噓』の定義は、〝間違った事を、間違っていると知りながら、本当の事として語る事〟である。事実と違う事を言っても、本人がそれを事実だと思い込んでいる場合には、厳げん密みつには『噓』ではない。単なる『間違い』である。

　そして、みきは『間違い』は口にしたかもしれないが、少なくとも『噓』は一言も言っていないのだった。記憶というものは、現在の自分に都合の良いように書き替えられるていくのが常なのだ。

　もちろん、アブデルはそんな事まで説明しない。忠実なる神の僕しもべとしては、美少女に不利になる証言は一切黙もく秘ひする義務がある。

　アブデルに断言されて、忠ただ幸ゆきは男泣きに泣きながら走り去った。

「と、父とうさんだって噓うそついてないのにぃ～っ！」

　その言葉も涙も、どちらにも噓はなかった。だがもちろんアブデルは、神に仕える身にふさわしい厳げん粛しゆくなる沈ちん黙もくを守り通した。

　走り去った忠幸を見て、たまが戸惑いながら食卓の面子メンツを見回す。

「あ、あの……、いいんですか……？」

「いいんだよ、ほっとけば」

　賀茂が、うんざりしたように答えた。その胸の内は、身内の恥をさらした事についての父への怒りである。

　忠幸の走り去った方角を、たまが気遣わしげにきょときょと眺めていると、母・裕ゆう子こがやんわりと笑いながら言った。

「いいのよ。いつもの事だから」

「い……、いつもの事……なんですか……？」

「ええ。困ったお父さんでしょう？」

「え……？　えっと……、あの……」

　肯定する訳にはいかないが、本当の事だから否定も出来ない。たまは困惑してうつむいた。

　そんなたまの様子を見ながら、裕子は楽しそうに続ける。

「みきさんを連れて帰ってきた時もね、お父さんったら、『人轢ひいたぁーっ』って泣きながら帰ってきて……。よく見たら、ただ気絶してるだけでしょう？　お腹なか側にちょっと打だ撲ぼくの跡があったくらいで……。ホント、焦って損したわ。殺しちゃったんなら、証拠隠滅のために海に沈めにいかなくちゃって、結構真剣に考えちゃったものね」

「え？　あの……、海に沈めにって……、ど、どっちをですか？　事故車？　それとも、その……」

　動転して問うたま。裕子は答える代わりに謎なぞの笑みを浮かべた。

　そしてさっさと話題を変える。

「それにしても、困ったわ。まさか是これ雄おちゃんが帰ってくるなんて思ってなかったから、お部屋はみきさんに使ってもらっちゃってるのよね……。空いてた部屋は、たまちゃんに入ってもらっちゃったし。アブデル様と是雄ちゃんには、どこで寝てもらおうかしら」

　頰ほおに手を当てると、賀茂に向かって首を傾かしげて見せる。

「あ、そうそう、それ。言おうと思ってたんだ。ボクらの寝る場所ってあるかな？」

　聞き返した賀か茂もに、アブデルが言った。

「何を考える事がある。あの部屋は本来お前の部屋なのだろう？　だったら何も、すごすごと明け渡す必要はない。持ち主らしく、あの部屋で寝起きすればいい」

「え？　でも、それじゃみきさんはどうする？　まさか、部屋を出ろなんて言えないだろ？」

　横目でみきを気遣いながら、アブデルに問う賀茂。

「当然だ。美少女に対してそんな人にん非ぴ人にんのような仕打ちは論外だ。それに第一、日本の現在では、借家法という法律によって、借り主は一度借りたら半永久的に居座れるよう保ほ護ごされているしな」

「な、なんでアブデルがそんな事知ってんだ？」

　アブデルは涼しい顔で笑った。

「ふっ。日本で受肉したのはこれが初めてではないからな。長く生きていれば、色々な経験をするものさ。永えい劫ごうの寿命を持つ天使ともなれば尚なお更さらだ」

「……あっそ」

　賀茂は呆あきれた調子で流した。どんな経験をしたのかは知らないが、ロクでもないものである事だけは確実だ。

「だけど、みきさんに今までどおりあの部屋にいてもらって、しかもボクがあの部屋に入るって、どういう事だよ？　矛盾してるだろ」

「どこが矛盾している？」

「だって、すでにみきさんがいるのに……」

「お前も頭の固い奴やつだな。なにも一人が一つの部屋を持たねばならんと決まっている訳ではあるまい？」

「は……？」

「分からんか？　相部屋だ。お前と我が義妹いもうとみきとが一緒の部屋を使えば、部屋の持ち主は自分の部屋に戻れるし、借り主側も今までどおりの所に住み続けられる。問題はなかろう？」

「いや、ちょっと待て。って事は、ボクとみきさんと二人で一つの部屋を使えって……？」

「馬ば鹿か者もの！　二人ではない。三人だ。俺おれはキサマの守しゆ護ご天使として、昼も夜も絶えず付き添っている義務があるからな」

「な……？　ちょっと待て！　それは男女が一緒の部屋でどうこう言う以前に、物理的に不可能だ。あそこの部屋に布団三枚も敷くスペースなんてないぞ」

「二枚で十分だ。かつて主は、パンが五つと魚が二匹しかない時にでも、これを五千の群衆と分かち合われた。そしてそのパンと魚は、その場に居合わせた全員の腹を満たしてなお、十二の籠かごを満たすほども余ったという。この話が教えるように、独り占めしようとするより、分かち合う事によってかえって増える物もあるのだ。俺は主に倣ならって、一つの布団を義妹みきと二人で分かち合おう」

「……えっと」

　困った顔で見つめる賀か茂も。

「なに、心配いらん。五千人と分かち合うのに比べれば、これくらい容易な事だ。そうだろう？」

　爽さわやかに微笑するアブデル。

「い、いや、アブデルはそれで良くても、みきさんは……」

　賀茂がみきを見ると、みきは慎ましくうなずいた。

「異存はございません。居い候そうろうの身で贅ぜい沢たくは申せませんゆえ……」

「な……？　い、いいのか……？」

「いいも悪いも、兄妹が仲良くして何が悪い？　なあ、我が義妹いもうとみきよ」

「おっしゃるとおりでございます、義兄にい様」

「って、みきさん、何を当たり前のように義兄様呼ばわりしてんだアンタも！」

「袖そで振り合うも他生の縁えん、と申します。良き人との出会いはこれまさに人生の宝。アブデル様のような高位の天使様が、私のような人間と義兄妹の契りを結んで下さるとおっしゃっていただいたのですから、それは大切にせねばなりません」

「いや、それにしても一つの布団でって……」

「慣れておりますから平気です。貧しかった私の家は、暖房設備など皆無でした上に透き間風は吹き込み放題で、冬にはいつも、今は亡き兄と同じ布団で暖めあう事で凍える夜を乗り切っておりましたゆえ……」

　賀茂は困って、母・裕ゆう子こを見た。

　だが、裕子はあっさりとしたものだ。

「本人たちが異存ないなら、それで決まりね」

「で、でも男女を一つの部屋に入れて間違いでも起こったら……」

　守しゆ護ご霊れいの過ちは自分の過ちのようで気分が悪い。自分の寝ている隣となりでそういう事が起きたら、自分の監かん督とく責任のような気もする。かといって、残念ながら賀茂には、いざと言う時にアブデルを止められる自信は全くない。

　そんな思いで裕子に縋すがった賀茂だったが、裕子は全く賀茂の想定外のリアクションを返してきた。

「まあ？　是これ雄おちゃんたら、いつの間にそんなやらしい子に……？」

「え……っ？　あっ、いや、違うっ。間違いを起こすのはボクじゃなくてアブデルが！」

「何言ってるの。今この場でそういう事を考えてたのは、是雄ちゃんだけよ」

「え？」

　思わず見回すと、みきは賀茂の発言で初めてその事に気づいたかのように顔を赤らめてうつむいていた。その隣ではたまが、

「間違い……？」

　としばし不思議そうに首を傾かしげた後、ハッとしたように、

「……あっ。あの、つまり……、その……、そ、そういう事……ですか……」

　みきの後を追うようにカァ～っと赤面して下を向きながら、ボソボソと口ごもった。

　それを見て、アブデルが軽けい蔑べつしきった目を賀か茂もに向ける。

「全く、一つの布団を共有するというだけですぐにそういう事に結び付けて考えるとは、まるで煩ぼん悩のうの塊だな。主もおっしゃられているが、情欲を持って女を見るのはすでにそれだけで姦かん淫いんするのと同じ事なのだぞ」

「とにかく、是これ雄おちゃんと女の子を一緒にすると危険みたいだから、部屋はきちんと分けなくちゃ駄目ねぇ」

　頰ほおに手を当てて苦笑する裕ゆう子こ。

「だっ、だから違うって……！」

　ただ常識人として当然の事を言っただけなのに、他ほかが鈍すぎる面々であったばかりにスケベ男扱いをされてしまった、報われない賀茂であった。

　結局裕子の判断で、元・賀茂の部屋の六畳間にたまとみきが入り、アブデルと賀茂が四畳半に入るという、極めて無難な部屋割りに落ち着いた。

　賀茂としては一応納得のいく結果である。誤解されてしまったとはいえ、とりあえず文句はない。

　逆にアブデルは、一人寂しく嘆息した。

「何が悲しくて、男と一つの布団で抱き合うように眠らねばならんのだ……」

　その晩、四畳半に敷かれた一組の布団で、賀茂とアブデルは胸を重ねるようにして眠った。空間的にやむを得なかったとはいえ、まるで幸せな恋人同士のような二人の図であった。




　夜中の二時頃である。

　すっかり寝静まった真夜中の賀茂宅に、突然たまの悲鳴が響ひびき渡った。

「……！」

　賀茂は反射的に飛び起きると、部屋の電気を点つけてアブデルの姿を確認した。

　アブデルも同じように起き上がって、賀茂の姿を確認していた。

　二人は緊きん張ちようした面持ちで互いの顔を見合わせると、同時にホッと息をついた。

「……なんだ、違ったか……。ボクはまたてっきりアブデルがよば……」

「それはこっちの台詞せりふだ。だがまあ、早とちりだったようで良かった」

　アブデルは安あん堵どすると再び横になる。

「うん。……って、いや、良くないだろ！　それじゃ、さっきの悲鳴は一体……？」

　アブデルを叩たたき起こして賀茂が部屋を出ようとした時、廊下を走ってくる音がした。

　ガラリと四畳半の戸を開け放ったのは、裕ゆう子こだった。賀か茂もとアブデルの姿を確認して、小さく安あん堵どする。

「良かった。違ったのね……」

「いや、だから母かあさんも、それで安心するなって！　大体、何で真っ先にこっちの部屋に来るんだ」

　賀茂は一応ツッコむと、三人でたまとみきの寝ている部屋へ向かった。

「あ、そういえば母さん。父とうさんは？」

「父さんなら、布団被かぶって震ふるえてるわ。さっきの悲鳴がよっぽど怖かったみたい」

「あっそう……。まぁ、恐怖の余り錯さく乱らんするよりゃマシか……」

　部屋に着くと、賀茂は先頭に立って戸を開けた。

　部屋の中では、布団の上に上体を起こして青ざめているたまを、みきが慰なぐさめていた。

　入ってきた賀茂たちに気づいて、みきが顔を上げる。

「大丈夫です。何でもございません。何か、怖い夢を見られたとかで……」

「怖い夢……？」

「ええ。何でも、昔犯した過ちがどうとか……」

　まだ息を少し乱したまま、たまが謝あやまった。

「ご……、ごめんなさい……。その、もう、落ち着きましたから、大丈夫です。起こしてしまってすみません……」

　裕子がしゃがみ込んで、たまの額ひたいの汗を拭ぬぐってやる。

「本当に大丈夫？　真っ青よ？」

「大丈夫です。その、毎晩の事で、もう慣れっこですから……」

　胸元を押さえながら、無理やり笑顔を作ってみせるたま。

「そう……？　ならいいけど」

「お騒さわがせして、すみませんでした……。あの、私はもう平気ですから……」

　長居すると、かえってたまに気を遣わせそうなので、賀茂たちは早々に部屋を出た。

　廊下に出た賀茂たちを、みきが追って来た。

「あの……、一つ、お聞きしたい事が……」

　賀茂たち三人は、足を止めて振り返る。

　みきは、主にアブデルの顔を見ながら言った。

「あの、桂かつらたまさんの事なのですけれど……。あの方、一体何者なのでしょう……？」

　視線を向けられていた関係上、アブデルが答える。

「何者とは？」

「実は、落ち着かせようと思って抱きよせた時に、背中に何か生えているのを感じました。また、頭には角が……。人間……なのですか……？」

「……聞いてどうする？」

「どうも致しません。ただ、縁えんあって同じ部屋に寝起きする事となった身でございます。少しでもあの方について知っておいたほうが、何かとお力になれるかと……」

「なるほどな……」

　アブデルは少し沈ちん黙もくしてから口を開いた。

「……確かに彼女は人ではない。悪あく魔ま、いわゆる堕天使の系けい譜ふだ」

「なるほど……。では、犯した過ちというのも、あの方が悪魔である事と何か関連が……？」

「うむ……」

「ですが、己の羽根や角すら隠せないような未熟なあの方に、それほど大それた事が出来そうには思えませんが……。間近にいても、ほとんど妖よう気きなど感じませんし……。夢にまで見てうなされるとは、一体何を……」

「それは本人の口から聞いてくれ。プライバシーに関する事を、第三者が勝手に語るわけにはいかん」

　そう言ってアブデルは返答を避さけた。

「ともかく縁あって同じ部屋で寝起きする事となった間柄だ。しっかりと彼女の面倒を見てやってくれ」

「はい。しかと」

　みきは一礼して、部屋に戻る。裕ゆう子こも寝室へと引き上げていった。

　四畳半に戻ると、賀か茂もが呟つぶやいた。

「……過去の過ちって、やっぱ例の十万人か……」

「ん？　まあ、それしかありえんな」

「パッと見は普通みたいだけど、やっぱ内心では相当罪悪感抱いてるんだろうな……」

「当たり前だ。なんといっても、彼女は己の犠ぎ牲せい者しやたちの最期を自分の『眼め』でモロに『見て』いるからな。そりゃ夢に見てうなされたりもするだろう」

「まぁな……。何とかならないかな……」

「確かに、毎晩のようにアレではちと問題ではあるが……。しかし、うるさいからといって、さるぐつわをかませたりとかそういう路線は、ちょっと方向性が違うだろうからな」

「いや、そうじゃなくて……」

「だがな、過去とどう向き合うかは彼女自身の問題だ。確かにお前は、彼女の犠牲者の一人として、自分が殺された事に関して赦ゆるしてやる事は出来る。だが、それ以上の事に口出しをする資格はないのだ。黙だまって見守る以外に、俺おれたちにはどうしようもない」

「うん……」

「分かったら電気を消せ。寝るぞ」

　賀茂はうなずくと、アブデルと背中合わせに布団に横になった。だが、ただでさえ狭くて寝苦しい上に、たまの事が頭から離れず、なかなか寝付けなかった。
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　次の朝。

　賀か茂もとアブデルが起きてみると、すでにたまとみきは起きて朝御飯の支度を手伝っていた。

　パジャマのままの賀茂と違って、三人ともすでに着替えている。裕ゆう子こは女性用のスーツ、たまは学校の制服、みきは昨日タンスに入っていた例の巫女みこ装束を着ていた。

「巫女装束……？　ふ、普段着なのか……？」

　思わず呟つぶやいてから、ふと裕子の服装がすでに外出用なのに気づいた。

「あれ？　母かあさん、今日は早くに出るの？」

　裕子が自分の占い事務所へ向かうのは、大抵九時を過ぎてからだ。今はまだ七時二十分。いつもなら、もっとくつろいだ部屋着を着ているはずである。

　見ると、忠ただ幸ゆきもきちんと身なりを整えていた。そしてその脇わきには、旅行用の鞄かばんが二つ、用意してある。

「二人とも、どっか行くの？」

　賀茂の問いに、忠幸が答える。

「うむ。東北のほうまで、化け物退治に行ってくる」

「なんでまたそんな急に？」

「扶養家族が突然三人も増えたのだ。稼かせがんと、金が足りん。父とうさんたちには、お前らをちゃんと養う責任があるからな」

「扶養家族が三人って」

「お前と、お前の守しゆ護ご霊れいアブデル様と、お前が連れてきた悪あく魔ま娘のたまさんで三人だ」

「え？　でも、たまちゃんからは、がめつく部屋代取り立てるって母かあさんが……」

「無論父とうさんだってそのつもりだった。だが、みきさんと同じ部屋なのに、あの子だけ金を取るわけにはいかんだろう。しかもアブデル様は一人で五人前くらい食うし、お前が帰ってきたおかげで、学費をまたちゃんと稼かせいでおかんといかんし……。全く、いくら金があっても足りん……」

　渋い顔で腕組みする忠ただ幸ゆき。

「そ、そっか……。なるほど……」

　科学全盛の現代社会において、霊能力商売などはほとんど儲もうからない。ごくまれにある妖よう怪かい退治の仕事は、まとまった金が入る数少ない収入源なのだ。

　親の苦労を聞かされて、賀か茂もは殊勝にうなずいた。

　そこへ、味み噌そ汁を運んできた裕ゆう子こが笑顔で口を出す。

「でも本当は、夜中に女の子の悲鳴が響ひびくっていうのがシチュエーション的に怖くて、父さん眠れないのよ。でね、『毎晩のようにうなされてるらしい』って教えたら、一刻も早く家を出ようって涙ながらに急せかされちゃって」

「かっ、母さん！　それは言わないって……！」

「……なるほど。いくらなんでも話が急すぎると思ったら……」

　赤くなって慌てる父と荷物とを見比べながら、賀茂はやれやれとため息を漏らした。




「それじゃ、行ってきます」

　朝食が終わると、忠幸と裕子は早々に玄関へ向かった。

　玄関先で裕子が振り返って、一人一人に留守中の事を頼む。

「是これ雄おちゃん。今回の出張は多分二週間くらいで帰るから、それまでにたまちゃんの夜泣きを何とかしといてね。そうじゃないと、父さんがいつまで経たっても帰ってこれないから」

「夜泣きって、その言い方……」

「それから学校の事だけど、在ざい籍せきしたまんまでほったらかしてあるから、今日からちゃんと通いなさいね。サボっちゃ駄目よ」

「はい。……っていうか、死んだって事は学校には知られてないのか……？」

　賀茂の呟つぶやきは無視して裕子は続ける。

「あと、みきさん。私たちの留守中は、台所のほう、よろしくお願いしますね」

「はい。しかと承りました」

「で、たまちゃん」

「あ、はい。みきさんのお手伝い、頑張ります！」

　小さな拳こぶしを握り締しめてやる気満々のたまに向かって、裕ゆう子こはやんわりと笑顔で首を振った。

「ううん。たまちゃんはじっとしてて。見てるだけでいいわ」

「え？　で、でも、私だけ楽しちゃ……」

「気にしなくてもいいの。余計な仕事が増えないようにするっていうのも、立派なお手伝いよ」

「え……？　あの……えっと……？」

　言われている事が分からず、たまは他ほかの人たちの顔を物問いたげに見回した。

　賀か茂もたちはさりげなく視線を逸そらす。

　仕方なく自分の頭で考えたたまは、しばらくしてから裕子の顔を見上げた。

「と、とにかく、よく分からないですけど、頑張ってじっと見てます！」

「……あまりはりきって見つめられても、気になってしまって能率が下がりそうなのですけれど……」

　目を逸らしてボソッと嘆いたみきの言葉は、幸いたまの耳には届かなかった。裕子がアブデルに話しかけた声にかき消されたおかげである。

「それから、アブデル様。私たちの留守中に、うちの愚息が女の子たちに変な真似まねしないように、よーく見張っててくださいね」

「うむ。心得た」

　一とおり、留守中の事を言い終えると、裕子と忠ただ幸ゆきは出かけていった。

「……ホントはアブデルが一番危ないんだけどな」

　ドアが閉まって、たまとみきが奥に引き返すと同時に賀茂が呟つぶやく。

「何を言う。確かに天使といえども、例えばアザゼルという奴やつのように女に手を出して道を誤った者はいる。だが、全天一神に忠実なるこの俺おれに関しては、そんな事は一〇〇パーセントありえない」

「……普段からあれだけ欲望むき出しの言動してて、よく真顔でそんな事言えるよな。情欲を持って女性を見たら、それだけで姦かん淫いんしたのと同じだって昨日自分で言ってたじゃないか。それでいったらアブデルなんかもう……」

「そのとおり。主は確かに、そのようにおっしゃられた。そしてそれ故に、主の御言葉に最も忠実である俺は、情欲を持って見るだけで、実際にヤるのと同等の満足を得られてしまうのだ。すなわち、この俺には肉体的接触など必要ないのさ。ま、これぞ究極のプラトニック・ラブという奴だな」

「な……」

「更にこのプラトニック・ラブのすごいところはだな。相手が三次元だろうが二次元だろうが全然お構いなしだという事だ。なにしろ、見るだけで、実際にヤッたのと同じになるのだからな。紙の上だろうがモニター画面だろうが劇げき場じようのスクリーンだろうが何でも来いだ！」

「ふーん……」

「ちなみに賀か茂もよ。何なに故ゆえ、三次元と二次元の違いが無視出来るか分かるか？」

「どっちも見るだけだからだろ？」

「甘い！　そうではないのだ。何故我々には二次元キャラをも生身同様に愛する事が出来るのか。それは、美少女である以上、『美少女としての本質』すなわち『美少女のイデア』を共有しているという点では二次元だろうが三次元だろうが同一だからだ！　そして真のプラトニック・ラヴとは、まさにこのイデアを愛する事に他ほかならず……」

　熱く語るアブデルの言葉は聞き流しながら、賀茂は学校の支度をしに旧自室へ向かった。

　ノックすると、みきが戸を開けた。

「あ、あのさ。学校の支度をしたいんだけど。鞄かばんとか教科書とか制服とか……。入っていい？」

「あ、ええ、どうぞ」

　みきは脇わきへ退のいて、賀茂とアブデルを入れた。

「あの、ところでお義兄にい様、それと是これ雄お様……。少し、ご相談があるのですが、聞いていただけますか……」

「相談？」

　アブデルが聞き返す。

　賀茂も立ち止まってみきを見た。。

「どうぞ、是雄様は支度なさっていて結構です。お義兄様にお話し致しますから」

「あ、そう……？」

　何となく軽視された気もしたが、賀茂は促されるままに教科書を鞄に詰める。

　アブデルがみきに向き直った。

「……で、相談とは？」

「あ、はい。実は、たま様とも話していたのですが……」

　みきは少したまと視線を交わしてから続けた。

「私も、たま様たちの学校へ連れて行っていただけないでしょうか？」

「学校へ？　だが、何しに？　まさか、あんなつまらん所へ通うつもりではあるまい？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをしかめたアブデルに、たまが取り繕つくろうように説明する。

「あの、実はみきさんの探してる人の手がかりが、私たちの学校にあるんだそうなんです」

　みきが続ける。

「私には、自動書記によって神のお告げを記す『お筆先』という技があります。この地へ参ったのも、実はそのお告げに従っての事なのですが……」

　そう言いながら、みきは折り畳まれた和紙を取り出した。

　アブデルは受け取ると、鞄に教科書を詰め終えた賀茂に手渡す。

「読み上げろ」

　執事に命じるご主人様、という風情で命令するアブデル。賀か茂もは言われるままに紙を開いた。

「えっと、なになに……。

『前略　愛いとしいお兄にい様。

　最近はこちらもすっかり冬となり、透き間風の吹きすさぶ我があばら屋では、薄うすいせんべい布団一枚ではとても寒さをしのげそうにありません。一人寝の寂しさに濡ぬらした枕まくらが、明け方には凍いて付く始末です。雪は日に日に冷たさを増し、お兄様のいない胸の隙すき間まは孤独に埋め尽くされて氷室のごとき寒さに震ふるえております。………（以下略）』

　……って何これ？」

　賀茂が困惑気味に問う。

「なっ、何なに故ゆえ、兄が修学旅行へ行った時に書いたきり出さずじまいだった私の恋文を、是これ雄お様が持っているのです……っ！」

「えっ？　お……、お兄様宛てって、これ……？　しかも、お兄さん宛あてなのに恋文……？」

　思わず手に取って読み返す賀茂。

「お返しください。是雄様には関係のないものです！」

「い、いや、それはそうだけど……。渡したのは自分だろ……？」

「私はお義兄にい様にお渡ししたのですっ！」

　みきは真っ赤になって取り乱しながら手紙を取り返すと、混乱した手つきで懐ふところにねじ込んだ。そして狼ろう狽ばいしたまま、お告げの書かれた紙を探す。だが、なかなか見つからない。

「……あのような大事な物を何故？　……確かに肌身離さず大切に持っていたはずなのに？」

　懐や鞄かばんを一とおり漁あさってから、みきはハッと青ざめた。

「そう言えば！　こちらへ来る途中、公衆トイレに入ったものの紙を買うお金がなくて、やむを得ず……」

「ちょっと……。お告げを記した紙なんて、神聖な物を……」

「し、仕方ないではありませんか。ブンブンと滴を振り切ればすむ楽な殿方と違って、女性は何かと大変なのです！」

　隣となりで聞いていたたまが、真っ赤になりながらみきの袖を引っ張った。

「あ、あの、みきさん……。その、ちょ、ちょっと、落ち着いてください……」

「え……？　あ、ああ、す、すみません。大切な物をなくしたと知り、つい取り乱してしまいました……。見苦しいところをお見せしまして……」

　息を整えながら、深々と頭を下げるみき。

「……そこまで取り乱すほど大事な物を、便所で使うか……」

　思わず漏らした賀茂の呟つぶやきに、みきは切々と涙を零こぼした。

「ですが……、あの時手元にあったのは、先ほどの手紙とお告げのみ。そして先ほどの手紙は、今は亡き兄がまだ存命の時に私が綴つづった、思い出の品です。当時の私の思いを閉じ込めた、大事な手紙なのです。これを読み返すたびに私は、確かに兄は生きていた事、そして私は確かに兄を愛していた事を、はっきりと心に甦よみがえらせる事が出来るのです。ですからこの手紙は……、これだけは、使って流すわけにはいかなかったのです……」

　手紙をねじ込んだ懐ふところを押さえて、みきは小さく嗚お咽えつを漏らした。

「みきさん……」

　たまがそっと慰なぐさめるように身を寄せる。

　アブデルも、同情に耐えないといった調子で吐息を漏らした。

『実の兄』とか『便所紙』といったシチュエーションが引っかかって、みきの涙にイマイチ共感し損ねていたのは、どうやら賀か茂もただ一人だけだった。

　……もしかしてボクって案外薄はく情じよう者ものだったりするのか……？

　悲しいムードに包まれている三人に囲まれて、ふと自分の感受性に疑いを抱いてしまう賀茂だった。

「そ、それでその、みきさんが探してる人がボクらの学校にいるって話は……？」

　何となく疎外感を覚えながら、賀茂はさっさと話を本筋へ戻す。

「ああ、そうでした。申し訳ございません。兄はたった一人の肉親でしたから、思い出すとつい……」
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　そっと袖そでで目元を拭ぬぐうと、みきは姿勢を正して再び語り始めた。

「……半年前に得たそのお告げによりますと、この地方にある学校に潜ひそんでいるはずなのです。そして、先ほどたまさんに伺ったところ、たまさんや是これ雄お様の通っておられる学校の名前は豊とよ葦あし原はら高校とお聞き致しました。これが、お告げで示された学校名と一致するのです」

　そう言うと、みきはお筆先で得た神託をそらんじてみせた。

「長なが五い百おの

　秋の常磐ときわの

　学び舎やの

　瑞みず穂ほの叢むらに

　しかぞ伏せおり




　……これが私の得た神託でございます。このうち、『長五百の秋の常磐』は、収しゆう穫かくの時である秋がとこしえに続く豊かさを意味し、『しか』は狙ねらう獲え物ものを鹿しかにたとえたと同時に『確かに』という意味の『しか』でもあろうかと思われます。すなわち意味を取れば、〝永遠に収穫時の続く学び舎の草むらに、目指す相手は確かに潜ひそんでいる〟となります。そして、永遠に秋の続く豊かな国というのは、日本国を呼ぶ時の古来からの美称であり、豊葦原という言葉も同じく豊かさを称たたえた美称でございます。つまり、『永遠に収穫時の続く学び舎』とは、是雄様たちの通う『豊葦原高校』を暗示していると考えられるのです。恐らくは、『古こ事じ記き』の〝豊葦原の千秋の長五百秋の水穂の国〟という表現を踏まえた物ではないかと……」

「なるほど」

　賀か茂もはもっともらしくうなずいた。ただし、お告げの暗示が自分の学校を示している、という結論だけは分かったが、それに至る解釈については耳を素通りである。

「とにかく、探してる相手はうちの学校にいるわけだ。生徒かな？　それとも教師？」

「さあ、それは分かりかねますが……」

「年ねん齢れいとか性別とかは分からない？」

「それも、残念ながら……」

「って事は、探してる相手って、知り合いとかじゃないのか……。何者？」

「それは……」

　みきは一いつ瞬しゆん口ごもった。そして、目線を落とす。その瞳ひとみが、逡しゆん巡じゆんするように動いた。

　やがてみきは、下を向いたまま、思い詰めた表情で呟つぶやいた。

「兄の……仇かたきです……」

　無理やり絞りだすような、かすれた声だった。言葉と同時に、肩がわなわなと小刻みに震ふるえた。

「か、仇……？　って事は、お兄にいさん……」

　賀か茂もは思わずみきの顔を見つめる。

　みきは目線を逸そらしたまま、コクリとうなずいた。

「そう……。兄は、殺されたのです……」

　たまの顔が青くなった。

「じゃ、みきさんはもしかして、お兄さんを殺した犯人の人を探して……？　そしてその殺人犯がうちの学校にいるって事ですか……」

「はい……」

　再びみきはコクリとうなずく。たまの表情に、怯おびえの色が一層増した。

「だ、だけど、殺人事件ですよ？　危ないですよ？　犯人の捜索とかはお巡まわりさんにお任せしたほうが……」

　みきは首を振った。

「いえ、これは警けい察さつの手には負えません……。というよりも、司直の手では裁けないのです」

　賀茂が首を傾かしげた。

「司直の手では裁けないって……？　なんで？」

「それは……、兄は、ただ殺されたのではなく、呪のろい殺されたからです……」

　みきは悔しそうな顔で緋ひ袴ばかまを握り締しめた。

「……呪いと死との因果関係は、普通の方には分かりません。因果関係が立証出来なければ、法に照らして裁く事は望めないのです。兄を殺した犯人は、法律上は全くの無罪なのです……。罪に問われることもなく、何食わぬ顔をして、今ものうのうと普通の暮らしを続けているのです……！」

　みきはキッと顔を上げると、賀茂たちを正面から見た。

「ですが！　たとえ法律上は罪に問われずとも、兄の命を奪った事実に変わりはないのです！　その罪は、たとえ問われずとも、決して消え去りはしないのです！　私は誓いました。法が裁けないのなら、私が裁くと！　司直の手が兄の無念を晴らしてくれないのなら、ただ一人の肉親であるこの私が晴らす以外にないと！　そのために私は通っていた学校も辞め、住んでいた部屋も引き払って、単身ここまでやってきたのです！」

　細身でどちらかといえば脆ぜい弱じやくな印象さえ受けるみきだが、その瞳ひとみには決して退ひかない断固とした意志が宿っていた。

「……なるほど。それで、犯人探しに学校まで連れてけって事か」

　賀茂はうなずいた。

　そういう理由なら納得である。もちろん、ただ学校に連れて行くだけの事に反対するつもりなど、初めからないのだが。

　それからふと気になって確認する。

「でもさ、一応聞いておきたいんだけど。もし犯人を見つけたとして、どうするつもりなわけ？　仇かたきを討つとか言ったって、下手へたに相手を傷つけたり殺しちゃったりしたら、みきさんのほうが逆に犯罪者にされちゃうけど……？」

　みきはニヤリと、どこかしら陰険さの漂う笑みを浮かべた。

「その事なら抜かりはございません……」

「え……？」

　みきは、うつむいたままクスクスと根暗な笑い声を立てつつ、藁わら人形を取り出した。

「……目指す仇の髪の毛さえ手に入れば、後はこれで葬り去るのみでございます。先ほども申しましたとおり、現代社会においては呪のろい殺しても罪には問われませんゆえ。憎き仇は、何が起こったのかさえ分からぬまま、突如として襲おそってきた苦く悶もんのうちにのたうち回って死んで行くのです。うふ……うふふふふふふ……」

　ヤバい目つきで、うっとりと藁人形を見つめるみき。その様子は完全にイッちゃった人である。

「さ、さっきまで、あんなにシリアスだったのに………」

　意表をつかれたような、せっかく張り詰めた気分が肩透かしを食らったような、大和やまと撫子なでしこの幻想が壊こわされたような、色々複雑な気分の賀か茂もだった。

「そ、それより、学校に行くんなら早く行こう。ぐずぐずしてたら遅刻するし」

　賀茂は気持ちを入れ替えると、立ち上がってみんなを急せかした。
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「……で、みきさん。一つ聞いていい？」

　駅へ向かう道すがら、賀か茂もはみきを振り返った。

「はい？　何でございましょう？」

「あのさ……。なんでそんな巫女みこ装束のまんまなわけ……？」

　行き交う人々の好奇の目線を気にしながら、賀茂は呆あきれた口調で尋ねた。

「それはもちろん、神に仕える巫女たるもの、常に清浄な衣服を身に纏まとう必要がございますから」

　澄すました顔でみきは言った。

「だ、だけど、町中を歩いたり電車に乗ったりするんだし、もうちょっと普通の服に着替えるのが……」

「ですが私、寝間着の他ほかにはこれ一着しか持っておりませんが……」

　みきは裾すそをつまみながら、困った顔を浮かべた。

「一着しかないって……。でも、昨日その服、畳んでタンスに入ってたけど……」

「ええ。一着しかない大切な服ですから、脱ぐたびにきちんと畳んでタンスに片付けているのです。それにこれは、兄がくれた大事な思い出の服……。粗末に扱うわけにはまいりません」

　しんみりした口調のみき。

「お兄さんのプレゼントなんですか、この服？　じゃあ、もともと巫女さんじゃなかったんですか？」

　たまが問う。みきは静々とうなずいた。

「ええ。誕生日に、『お前の黒髪には、きっとこの巫女みこ装束がよく似合う』と言って……。出来合いの物ではデザインが今一つだからと、わざわざ手作りで……。さぞや大変だったでしょうと言うと、兄は笑って答えました。『可愛かわいい妹に巫女装束を着せるためなら、どんな労苦も厭いとわないさ』と。この服には、兄のそんな気持ちが込められているのです……」

　話を聞いたアブデルが、一人納得してうなずく。

「……そうか。あの服に残存した霊れい気きから感じた逆らいがたい力は、みきの実兄の、巫女さんへの熱い思いだったか……」

「……確かにそのお兄さん、ある意味アブデルそっくりかもしれないな」

　アブデルの隣となりで、賀か茂もはこっそりと呆あきれた。

「ですけどみきさん……。あの、一着しか持ってなかったら洗せん濯たくはどうするんですか？　常に清浄な衣服を身に纏まとう必要があるんですよね……？　汚れちゃったらマズいんじゃ……」

　たまの素朴な質問に、みきはハッと恥じらうようにしてうろたえた。

「き、清らかな生活を送るためには、贅ぜい沢たくは敵です。奢しや侈しを排し、清貧なる暮らしを旨とすべき巫女としては、余分な衣服などを持つべきではないのです」

「あの、せいひんってなんですか……？」

　たまが、みきの顔を見上げながら聞く。

「清貧と申しますのは……」

「ビンボーって意味よ」

　みきの背後から、聞き慣れた声がした。賀茂と中学からの馴染みにして同級生、佐さ々さ木き律りつ子こである。

「あ！　律子さん。おはようございます」

　たまが顔を輝かがやかせる。懐なついているのである。

「おはよー、たまちゃん。そしてあぶでる様、今日もご機嫌麗うるわしゅう」

　さりげなく、アブデルの腕に絡みつく律子。自称、アブデルのファンクラブ会員ナンバー一番なのだ。

「ええい、抱きつくな！　下品な胸をすり寄せてくるんじゃない！」

　アブデルは、抱きついてきた律子をまるで汚物のように振り払った。美少女というよりむしろ美女になりつつある律子は、もはやアブデルの守備範囲を逸脱してしまっているのだった。

　だが邪険に扱われても、律子は全然こたえない。

「あぶでる様、朝早くからこんな所で何をなさってらっしゃるの？　わたくしも仲間に混ぜていただきとうございますわ～」

　話しかけながら、再び腕を組みに行く。

　そしてひじ固めに行くと見せかけて、一いつ瞬しゆんのスキをついて手首をがっちりロック。これだけ完かん璧ぺきに極きめれば、たとえヒクソン・グレイシーでも逃げられない。下手へたに振りほどこうとすれば、手首を挫くじくだけである。

「く……っ！　まさか手首を極めてくるとは……。油断した！　不覚！」

「ほほほ、日本の古流柔術は、刀を抜かさない事を主眼の一つとしていたために、こういうセコい所を攻める技が異様に発達していますのよ」

　見かけ上、仲良く腕を組んでいるような体勢を作って、律りつ子こは媚こびるように笑った。

「ああ、まるでらぶらぶな恋人同士のようですわね、わたくしたち」

「ふざけるな！　そもそもキサマは、俺おれ様のファンクラブから永久除名すると言ったではないか！」

　その時、みきが律子に向かって厳きびしい調子で言った。

「その手をお放しなさい！　お義兄にい様が困っているではありませんか！」

　敵意さえ感じさせる、鋭い剣幕である。

「大体、唐突に失礼ではありませんか！　お義兄様が嫌がっておられるのが分からないのですか？　あなたは一体何なのです！」

「何って言われてもなー。っていうか、『おにいさま』って事は、もしかしてあぶでる様の妹なわけ……？」

　律子は、アブデルの手首をガッチリと固めたまま、しばし沈ちん思し黙もつ考こうした。

　やがて顔を上げると、みきに向かって親しげに微笑ほほえみかける。

「私の名前は佐さ々さ木き律子。初めまして。『義姉ねえさん』って呼んでくれていいわ。よろしく」

　そう自己紹介すると、片方の手を差し出して握手を求めた。

　念のために断っておくと、律子は別に妹萌えのレズビアンではない。ただ単純に、アブデルの妹ならば将来の自分の義妹だと考えただけである。なお、その思考展開において、アブデルの意思は一いつ顧こだにされていない。愛は激しく奪うものと考えている律子にとって、相手の意思など端から問題ではないのだ。

「ね……、『義姉さん』ですって……？」

　みきの眼まな差ざしに、敵意が一層強まった。

　見えないようにそっと藁わら人形を取り出すと、律子のほうへ間合いを詰める。

「……髪は女の命と申します。あなたが『義姉様』と呼ばれるにふさわしいお方かどうか確かめるため、おぐしを一本いただきとう存じます……」

「……？　おぐしって髪の毛だっけ？」

「はい……」

　コクリとうなずいた口元に、ニヤリと陰のある微笑が浮かぶ。

　賀か茂もが慌てて割り込んだ。

「ちょっと待てっ！　みきさんアンタ、いきなり何やらかすつもりだっ！」

　賀か茂もの言葉に、みきはハッと我に返る。

「す、すみません……。つい……、昔の癖くせで……」

　恐縮して恥じらいつつ、藁わら人形をしまい込む。

「む、昔の癖……？」

　思わず問う賀茂に、目を伏せながらみきは言葉を継いだ。

「兄がまだ存命の頃は……、兄に寄ってくる悪い虫を排除するのは私の役目でしたから……」

「悪い虫って……」

「私のかけがえのない大切な兄を誑たぶらかそうとした性悪な女どもは、片っ端から呪のろってやったものです……」

「なっ？　っていうか、当時を思い出してクスクス笑うのはやめて。マジで怖いから……」

　兄を殺した相手に復ふく讐しゆうする前に、みきのほうが誰だれかに仇かたき討ちされてしまいそうである。みきの兄が殺されたのは、実はみきがした事への仕返しだったりするんじゃないのか、などと思わず勘ぐってしまう賀茂だった。

　そのやり取りを見ていた律りつ子こが、不思議そうに聞いてくる。

「んん？　『兄がまだ存命の頃は……』って、なに？　この子、あぶでる様の妹さんじゃないわけ？　何者？」

「あ、ああ。うちに居い候そうろうしてる勘か解で由の小こう路じさん。なんか、アブデルが亡くなったお兄さんに瓜うり二つだとか……」

「あ、あぶでる様と瓜二つぅ？　うそぉ！」

　思わず声を上げる律子。そのまま顎あごに手を当てて考え込む。

「……いや、でもまぁ、思い出っていうのは時が経つのにつれてどこまでも美化されてくモンだし。それが死んじゃった人なら尚なお更さらよね……。記き憶おくの中で極限まで理想化されたら、私のあぶでる様と瓜二つになってもおかしくないのかも……」

　一人で納得して、律子はうなずいた。

「で、話戻すけど、みんなこんなとこで何してんの？」

「何って、学校行くとこだけど……？」

　賀茂の言葉に律子はちょっと意表をつかれた。

「え？　学校って、賀茂くんアンタ、まさかもう復学したの？　はやっ！　私でさえ、まだ真ま央おちゃんの戸こ籍せきで手間どってんのに」

　真央というのは、先日律子が手に入れた珍ちん獣じゆう、猫ねこ耳娘の名前である。一応人間だが、訳あって戸籍も何もないので、現在就籍許可申請書を家庭裁判所に提出中。

　ちなみに賀茂は子こ狐ぎつねだった時、しばらく真央に飼われていた事がある。

「そういや真央、ちゃんとおとなしくしてる？　アイツ、変なところで猫だから、お家の人とかに迷惑かけてないといいんだけど」

　身内が世話になっているような、そんな気分で賀か茂もは気遣わしげに尋ねた。

「ああ、大丈夫大丈夫。一応ね、新しい家に慣れるまで、部屋に閉じ込めて監かん禁きんしてるから。迷惑かけたくてもかけられないわよ。完全防音の部屋だしね」

「か、監禁って……」

「だって、猫ねこって人につかずに家につくって言うでしょ？　引っ越したら、飼い猫が引っ越し前の家に戻っちゃうって話もよく聞くし。下手へたに自由にさせといて、勝手に古巣に帰られたりしたら困るじゃん」

　相変わらず、真ま央おの事を全然人間扱いしていないらしい律りつ子こに、賀茂はやれやれとため息を漏らした。

　律子はそんな賀茂の態度は気にせず、話題を変えてくる。

「それより賀茂くん、こんな早く通常の生活に戻るって、一体アンタどーやったわけ？　確かに死亡してたわよね？　失しつ踪そう者しやの認定死亡でもないのに、そんな簡単に復帰出来んの？」

「いや、なんか、親が死亡届け出してなかったらしくて……。学校のほうも、放ったらかしにしてたみたいなんだ」

「そーなんだ。そっか。さすがは謎なぞの霊れい能力者一家・賀茂一族だわね。戻ってくんの、分かってたのか。侮あなどれないわね」

「ま、まあね」

　実は忘れていただけなのだが、身内の恥をわざわざ暴ばく露ろする気はない。賀茂は素知らぬ顔でうなずいた。

　律子はふとそこでアブデルの顔を見上げる。

「ん……？　って事は、あぶでる様も今日から学校にいらっしゃるのね？　だったらお弁当作ってこなくっちゃ！　二人きりのランチタイムのために！」

　慌てて家に引き返そうとした律子を、アブデルが制した。

「待てぃ！　キサマごときが俺おれと二人きりのランチタイムなど、三年遅いわ！　第一、俺のファンクラブから永久除名したと言ったであろうが！　過去に犯した己の罪を忘れたか！」

　律子はきょとんとして首を傾かしげた。

「己の罪？　はて……？　美しさが罪とおっしゃりたいのなら、あぶでる様も同罪ですわよ」

「自うぬ惚ぼれるでない！　乙女の華はなは十四歳。キサマなど、女としての盛りはとっくに終わっているのだ！」

「では、何でございましょう？」

「スタンガンで俺を気絶させて手ごめにしようと画策した事だ！　盛りを過ぎたキサマがこの俺に近づこうとするだけでもすでに罪深いというのに、事もあろうに手ごめを図るとは……」

「ですがそれは、あぶでる様の美しさが私を狂わせてしまったせいでして、一時的に正気を失っていた私には、責任能力はございませんでしたわよ。むしろ、あぶでる様の美しさにこそ責任がおありかと……」

「ふざけるな！　キサマは、『あの女が劣情を煽あおるような服装をしてたから』などとほざく、戯たわけた痴漢か！　言っておくが、俺おれは一生許さんからな。そして天使の寿命は天地に等しい。つまり、俺が一生許さんという事は、未来永えい劫ごう許されることはないという事だ！　永遠に罪の重さを嚙かみ締しめて生きるがいい！」

「み、未来永劫……」

　大げさに厳きびしいアブデルの言葉に、律りつ子こは珍しく顔をひくつかせた。惚ほれた弱みである。

　アブデルはその様子を見ると、少し語調を緩ゆるめた。

「……とはいえ、我らが神は赦ゆるしの神。厳しく罪を裁くばかりでは、正しい神の僕しもべとは言えん。そこで相談だが、今なら例の猫ねこ耳娘の身柄と引き換えに、過去の罪に目を瞑つむり、ファンクラブ復帰を認めてやってもよいと考えているのだが、どうだ？」

「そ、それは……」

　律子は迷った。だが真ま央おは、せっかく手に入れた、恐らくは世界でただ一匹（正しくは一人）の猫耳娘だ。それをむざむざと手放しておきながら、代わりに手に入れるのがただのファンクラブの会員の座では、余りにも割りが合わない。せめて、友達以上恋人未満くらいの資格はもらいたいところだ。

　そう判断すると、律子はきっぱりと答えた。

「いえ、真央ちゃんを引き渡す代わりに、過去の罪を揉もみ消していただくなどという卑ひ怯きような真似まねは、たとえあぶでる様がお許しくださろうとも、私の清く正しい心が許しません」

「な……っ！　せっかく俺が下手に出て交渉してやってるのに、どうあっても猫耳娘は引き渡さんつもりか……」

　アブデルはギリギリと歯ぎしりした。実は、アブデルも真央の身柄を狙ねらっていたのだが、寝ている間に律子に先を越されたという経緯があるのだ。

　アブデルは律子に向き直ると、悔し紛れに言い放った。

「よく分かった。ならばキサマは、一生己の罪を背負って生きよ！　言っておくが、過去を変えることは誰だれにも出来ん。ということは、今からいくら善行を積んだところで、それで過去の過ちが打ち消されるなどという甘い事は決して起こらんのだ！　キサマは一生ファンクラブ会員に復帰することはないと思え！」

　律子は不敵にうなずく。

「確かにあぶでる様のおっしゃるとおり、今更何をしようとも過去の過ちは消えは致しませんわ。けれど、現在の行いが過去の罪を消せないのであれば、その反対もまた然しかり。過去にどんな過ちを犯そうとも、それが現在の行いの価値を減ずる事はないはず！　過去の罪を揉み消す事より、これから自分に出来る事を考えるほうが遥かに建設的だと私は信じますわ！」

　そう言い切ると、律りつ子こは高らかに笑った。

「ファンクラブ会員ナンバー一番の座を永遠に追放されるのが、私に下された罰だとおっしゃるのならば、最も早はや復帰は望みません。これからはファンクラブではなく、あぶでる様の側室第一号として生きていきますのことよ！」

　ちなみに、側室としたのは謙虚さからではない。側室から追放されても、次は正室を狙ねらえるようにとの計算である。

「り、律子さん、前向きですね……」

　たまが素直に感心の眼まな差ざしで見つめる。

「ふっ。私は過去を振り返らない女。常に前進あるのみよ！　それじゃあぶでる様、お昼休みに再見！」

　律子はそう言って振り返ると、猛烈な勢いで自宅に後戻りしていった。

　それを呆ぼう然ぜんと見送っていた賀か茂もたちに、みきが毅き然ぜんとした顔を向けた。

「私も、一旦家に戻ってお義兄にい様のお弁当を作ってまいります」

「は？」

　賀茂が眉まゆをひそめる。

「つ、作ってくるって、でも律子がもう……。第一、学校はどうすんの……？」

「学校は後回しにしたとて逃げません！　それよりも、あのような下品な女がお兄様にまとわりつくなど許せる事ではございません。すでにお弁当を用意してあるという状況にする事で、あの女の付け入る隙すきを遮断するのです」

「えーと……」

　学校は動かなくても仇かたきは移動可能だぞ、とか、今さりげなく『義』が抜けてたぞ、とか、他にも色々ツッコみどころ満載で、どこからツッコむべきかと賀茂が一いつ瞬しゆん戸惑っていると、スッとアブデルが背後を取った。そのまま、顎あごを握りつぶすようにして賀茂の口をふさぐ。そして、耳元で低く囁ささやいた。

「……キサマ、せっかく巫女みこさんがこの俺おれのために手作り弁当を用意してくれると言うのに、何をごちゃごちゃ文句を言っているのだ？　長生きしたくば余計な差出口は控えたほうがいいぞ……」

　その口調に明確な殺意を覚えて、賀茂の額ひたいを冷や汗が伝った。口をふさがれたまま、分かったと言うようにコクコクうなずく。

　それを見て、アブデルは手を放した。

「それでは、お昼頃には伺いますので、またその時に」

　ペコリと頭を下げて、家に引き返すみき。

　その背中を追うように、たまが言った

「あ、でもみきさん。学校までの行き方、一人で分かりますか？」

「あ……！　そうおっしゃられると、確かに……」

「あの、もし良かったら、私も一緒に戻りましょうか……？　それで、お弁当出来たら一緒に行きましょう」

「でも、よろしいのですか……？　それでは、たま様が遅刻なさってしまいます。それでは申し訳が……」

「大丈夫です。私は毎日ちゃんと行ってますから、一日くらい遅刻してもちゃんと授業はついていけますし……」

　みきはしばしたまの顔を見つめた後、そっとうなずいた。

「……では、お言葉に甘えて……」

　それを聞いたアブデルが、賀か茂もを見る。

「ならば俺おれたちも一いつ旦たん引き返すか。男二人で並んで学校へ行っても、面白くも何ともないしな」

「い、いや、でもボクは行っておかないと、出席日数が……」

　何しろ二ヶ月も休んだ事になっているのである。真ま面じ目め学生だった賀茂は、出席日数の規定などは自分に関係ないと思っていたためにうろ覚えだが、確か全授業日数の三分の二以上は出席しておかないとヤバかったような記き憶おくがある。

　結局、賀茂とアブデルはそのまま学校へ向かい、みきとたまは家へ引き返していった。

「賀茂さんのお昼は私が作ってきますね～」

　別れ際に言ったたまの言葉に、賀茂は「いらない」とも言えず、笑顔を引きつらせて無言で手を振るのが精一杯だった。

「……人間に戻ったばっかりで、腹壊こわして死んだらどうしよ……」

　たまの姿が見えなくなると同時に、賀茂は青い顔で呟つぶやいた。

　アブデルがその肩を叩たたく。

「別に構わんぞ。変な物を食って勝手に死ぬ分には、俺の監かん督とく責任外だ。それにキサマが死ねば、俺は今度こそ晴れてみきの守しゆ護ご天使になれるしな」

「今度こそ……？」

「うむ。ここだけの話だが、転生したキサマのところへ来させられたりしていなければ、俺は今ごろ彼女の守護をやっていたはずなのだ」

　賀茂の所へ降りてくる直前に、アブデルが天上から目星を付けていた美少女霊れい媒ばい師しこそ、勘か解で由の小こう路じみきその人であった。

「まあ、彼女の事は正直あきらめていたのだが、こんな所で巡り合えるとは、運命の絆きずなを感じずにはいられん。それに『見た』ところ、彼女はまだ特定の守護霊を身に付けてはおらんようだしな。急げばまだ間に合う」

　アブデルは賀茂の両肩をガシっと摑つかんだ。

「そういう訳だ、賀か茂も。たまちゃんの手弁当、残さず食ってしっかり死ねよ。いいな」

「いいわけあるかぁっ！」

　さりげなく陰でボロカスに言われている、少し可か哀わい相そう（だが自業自得）なたまだった。
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　さて、こちらは賀か茂もの家である。

　台所に立って準備をしながら、みきはさりげなくたまに尋ねた。

「……学校、お嫌いなのですか……？」

「え……？」

　意表をつかれてキョトンとするたま。

「べ、別に嫌いじゃないですけど……？　どうしてですか……？」

「あ、いえ、すみません。……ただ、私について戻るとおっしゃられたときのご様子が、何となく、学校へ行くのを忌き避ひしたがっているように感じたものですから……」

「………」

　たまは口に手を当てて、少し沈ちん黙もくした。

　慌ててみきが謝あやまる。

「申し訳ございません。妙な勘ぐりをしてしまって……。不愉快な思いをさせてしまいましたのでしたら……」

「あ、いえ……。そうじゃないです……」

　たまは小さく首を振った。

「……学校が嫌いなわけじゃないんですけど、……ただ、みきさんの言うとおり……、今の教室に通うのは、ちょっと……辛つらいかなって……」

　みきはそれを聞くと、少し手を止めた。

「……何かあるのですか？　たとえば、イジメとか……？　たま様の性格でしたら、『ブリっ子してんじゃねぇよコラ！』とか因いん縁ねんつけられて便器に顔を突っ込まれたりしていても、おかしくありませんものね……」

「え？　そそ、そんな事されてないです！　って、ていうか、その、そんな事する人いるんですか……？　べ、便器に顔って……」

「私の通っていた学校では普通でしたけど……？　そして、被害に遭った子は私の所へやってくるのです。『憎いあいつらを、どうか呪のろってやってほしい』、と。たいした稼ぎにはなりませんでしたけど、それでもお兄様の負担を少しでも軽く出来るかと思うと、喜んで引き受けていたものです。やがて勢力関係が替わると、以前までイジメられていた子が今度はイジメる側に回ったりして、そうすると以前に呪ってあげた子が今度はお客様として来たりなさるんですよね。人を呪えば必ず自分に戻ってくると申しますが、まさにそのとおりで……。互いに呪い合っていただけると、こちらとしては収入が倍になるので、嬉うれしかったですよ。人の不幸は蜜みつの味と申しますが、本当に……」

「そ、そうですか……」

　そんな事、楽しそうに回想されても……、と困りながら、たまは引きつった愛想笑いを浮かべた。

「と、とにかく私は、別にイジメられたりはしてません。その……、教室に行きづらいっていうのは、もっと自分のせいで……」

　スカートの裾すそをくしゃくしゃに握り締しめて、たまは目線を落とした。

「ご自分のせい……？」

「はい……」

「……昨夜おっしゃっていた、過去の過ちとやらと、何か関係が？」

「………」

　無言でコクリとうなずく。

　みきは包丁を置いてたまに近づくと、そっと手を取った。

「話してみてください。たま様とさほど歳としも変わらぬ小娘ではございますが、お聞きするくらいなら出来るつもりです。それに、慣れ親しんだ近しい方より、むしろよそ者のほうが気楽に話せる事もあるかと……」

　そう言って、正面から誠実そうな眼まな差ざしを向ける。

　たまは視線を逸そらし、しばらくじっと握られた手を見つめていたが、やがてそっと口を開いた。

「……みきさんの言うとおり、私のやった事と関係があるんです」

　少し、声がかすれた。

　相変わらずうつむいたまま、何から話せばいいのか探すように、目線が床の上を彷徨さまよう。その目線が再び握られた手に落ち着くと、たまは言葉を続けた。

「……私、今まで自分のせいで、いろんな人を死なせちゃって……、今のクラスでも、私のせいでみんな病気にさせちゃって、一番仲良しだった子が入院しちゃって……それで……」

　声が、徐々にうわずってきた。

　気持ちを落ち着かせようと、少し深く息をする。

「私……、私、自分のせいで病気になってるなんて全然知らなくて……、私が近づいたせいで病気になってたなんて、全然分かってなくて……、ただ、早く良くなってほしくて、それで毎日その子のお見舞いに行って、プリント届けたりとか、ノート持ってったりとか……。だけど結局、かえってそのせいで……、私が毎日行ってたせいで、その子……」

　思い出して涙るい腺せんが緩ゆるみ、たまは手を握られたまま肩口で涙を拭ふいた。

「……お亡くなりに、なられたのですか……？」

　たまは無言でうなずく。

「……その子、……ともちゃん、……私が行くといつも無理して笑顔で迎えてくれて、……いつもありがとうって、すぐ良くなるから心配ないよって、自分が病気なのにいつも私に気を遣ってくれて……、私がお見舞いに行くとなんだか元気が出る気がするって言ってくれて……、私、馬ば鹿かだから、何にも分かってなかったから、その言葉を真に受けて……、結局……」

　そこでグスンとすすり上げる。

　次の言葉が出てくるまで、少し間があった。

　みきが言葉を挟む。

「それで、学校に行くのが心苦しいのですね……」

　コクンとうなずくと、たまは続けた。

「……その子の机、今でも教室に置いてあります……。誰だれも使わないけど、残してあるんです。だから私……、毎朝お花買って、その机に飾ってます。だけど……、その席見るたびに、申し訳なくて……」

　小さく肩を震ふるわせるたまの両目から、ポロポロと涙が零こぼれた。

「たま様……」

「……私、みきさんがお兄さんの仇かたきを探してはるばるやってきたっていうの聞いて、改めて気づいたんです……。私、死なせちゃった人だけじゃなくて、その家族とかお友だちに対しても責任があるんだって……。そういう人たちにも、ちゃんと謝あやまらないとダメだって……。だけど、どうやって謝ったらいいのか、全然分からなくて……」

　たまは、一いつ瞬しゆん顔を上げてみきを見た。

　そしてすぐまた目を伏せる。

「あの、みきさんは、お兄さんの仇の事、すごくすごく憎んでるんですよね……。家族の仇ですもんね……。殺したいくらい憎むのが当然ですよね……。きっと私も、殺されでもしなくちゃ責任取れないですよね……」

「………」

　言葉がなくて黙だまるみき。

　たまは、ほとんど消えそうな声で呟つぶやいた。

「けど私、死なせちゃった人、一人じゃないのに……もっとたくさん、たくさんいるのに……私一人じゃ、一回殺されたらお終しまいです。責任取りきれないです……。どうしたら……」

「……たま様。肉親の復ふく讐しゆうを願う者として、少し申し上げてもよろしいですか……」

　真剣な口調でそう言うと、みきはたまの手を離した。そして、たまの頰ほおを両手で挟むようにして顔を上げ、無理やり自分と対面させる。

「たま様。よくお聞きください。私たち復讐者が本当に願っているのは、相手の死ではございません。心からの謝しや罪ざいと改かい悛しゆん、ただそれだけです。相手が心から『悪かった』と言い、己の非を悔いてくれさえすれば、本当はそれだけで十分なのですし、それ以外に復讐心を鎮しずめる事など出来ません」

　みきは、じっとたまを見つめながら続ける。

「仇が悔い改めようとするどころか罪の意識すら持っていない時には、カッとなって殺してしまうのが人情でしょう。でも、それでは決して満足を得られないのが、恨みというものです。『宇う治じ拾しゆう遺い物語』に出てくる吉よし野の山やまの鬼の話のように、たとえ血族を全すべて滅ぼしても、恨みの炎は消せはしません。殺してやりたいほどに恨むのが復讐心ではありますが、同時にまた、殺す事では決して晴れないのが復讐心なのです。悔い改めを待たずして殺してしまった場合、恨みは永久に晴れる事はありません。そうして一人取り残され、尽きせぬ瞋しん恚いの炎に己が身を焦がして苦しみ続けるのみ。お分かりですか」

　たまは、じっとみきを見つめたまま、コクコクと無言でうなずいた。

　それを見て、みきはフッと表情を緩ゆるめる。

「たま様。あなたのお気持ちに偽りのない事は、私には十分に分かっております。その気持ちを持ち続け、日々新たに悔い改め続ける事でのみ、殺された方や遺族の心は安らぐのだという事を知っておいてください。たとえどんな復讐者が現れ、どんな復讐に遭おうとも、耐えて生き抜いてください。あなたが何人の人を死なせたのかは存じませんし、聞くつもりもありませんが、たま様の改悛の心を被害者と関係者全員が知るまでは、知って癒いやされるまでは、何があっても死んではなりません」

　たまは息を潜ひそめて、じっとみきの言葉に聞き入る。

「ですから、約束してください。もし、たま様が本気で過去の過ちに責任を感じているのでしたら、どんな復讐を受けても決して殺されないと。本気で被害者と遺族の事を思うなら、どんな目に遭っても必ず生き抜くと」

　みきはそう言うと小指を差し出した。

　たまも、おずおずと小指を差し出すと、そっと絡める。

　そして二人は指きりを交わした。

　指きりを交わし終えると、みきは何事もなかったかのように流しに立って、弁当の準備を始める。

　たまは、しばらく黙だまって自分の小指を見つめていたが、やがてポツリと呟つぶやいた。

「……みきさんって、私と同い年くらいなのに、……すごくしっかりしてますよね」

「そうですか？　歳としの割に話し方が老けていると、からかわれる事はよくありますけれど」

「いえ……、そうじゃなくて……」

　たまはフルフルと首を振る。

「今の……お話です……。私、みきさんみたいに考えた事って、全然なかったです……。私、単純だから、すぐに自分なんか死んじゃったほうがいいとか、殺されちゃったほうがいいとか、そういう単純な、感情的な事ばっかり考えて……」

　それを聞いて、みきは小さく笑った。

「自分の事になったら誰だれでもそうです。私も、自分と直接関係のない事だからこそ、あのような綺き麗れい事の正論を述べておりましたけれど、いざ憎き仇かたきを目の前にして、ああも冷静でいられるかどうかと問われれば自信はございません。相手が本気で悔いていても、自分を抑えられずに殺してしまうかもしれませんね……」
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　笑った目元が、不意に真剣になる。

「……ですが、それでもやはり、先ほどの話が正しい事には変わりありません。一時の激情に囚とらわれて物事が見えなくなってしまうのは人の性さがですが、それでは後で激しい後悔と罪悪感に一生苛さいなまれる事必ひつ定じようなのです」

「………」

「ですから、たま様。何があろうと、先ほどの約束だけは守ってください。どんな復ふく讐しゆうに遭おうと、決して死んだりしないと。あなたへの復讐者を一生苦しめる事がないように……。仇討ちに生きる一人の人間としてのお願いです」

「……はい」

　たまは制服の胸元を握り締しめながら、静かにうなずいた。




　それから二人は、弁当作りを開始した。

　そしておよそ二時間後。

　和食中心に作られた、質素ながらも上手じようずなみきの弁当の隣となりに、たまの作った見るからにみすぼらしい日の丸弁当が並んだ。

　何故なぜ日の丸弁当かというと、一言で言えば〝おかずがないから〟である。何故ないのかというと、〝おかずになるはずだった物〟は、おかずになる事なくして〝おかずならざる炭化物〟へと変へん貌ぼうを遂げてしまったのだ。すなわち、調理を始めてから終わるまでの間、おかずは一度も存在しなかったのである。

　幸い、御ご飯はんだけはみきが一緒に炊いてくれたので、ちゃんとまともな物だった。

「うぅ……。御飯と梅干しだけなんて、何だか戦時中のお弁当みたいです……」

　みきの作った弁当と見比べながら落ち込むたま。

　みきが笑顔で慰なぐさめる。

「大丈夫ですよ。大事なのは気持ちです。気持ちさえ籠こもっていれば、おかずなんかなくてもきっと喜んで食べていただけます」

「そ、そうでしょうか……」

「ええ、もちろんですとも」

　自分が食べる訳ではないため、平気で無責任な綺き麗れい事を口にするみきだった。
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　昼休みの学校である。巫女みこ装束のみきは人目につくのを避さけるため、屋上で賀か茂もたちを待っていた。

　そこへぞろぞろと、賀茂、アブデル、たま、そして律りつ子こがやってくる。

　みきは律子がアブデルの隣となりにいるのを見つけると、反射的に敵意の籠こもった目を向けた。

　それに気づいて、律子が声をかける。

「ん？　みきちゃん、どしたの？　そんな熱い眼まな差ざしよこして……？」

「なっ、なんでもありません！　それよりお義兄にい様。お弁当を持ってまいりましたので、どうぞお召し上がりください」

「……と言いつつ二人の間に強引に割り込んでくるのはやめなさい。大体、弁当ならちゃんと側室一号のこの私が作ってあるわよ」

　律子は鞄かばんの中から真しん鍮ちゆう製の巨大な鍋なべを取り出した。十五、六人前はあると見積もられるサイズのその鍋の中には、グツグツと煮えたぎる熱いフカヒレラーメン。

「な……」

　みきは啞あ然ぜんとして目を見張る。

「い、一体……」

「おっと待った！　どうやって鞄に入れてたのかってツッコミは、以前賀茂くんがやっちゃったからナシよ。ついでにこんなに熱々なのは、量が多いほうが熱が逃げにくいからね。詳しく知りたかったら、下で理科の先生に聞いてきて」

　機先を制してみきを退けると、律りつ子こは悠々とアブデルの右の座を占めた。質、量、独創性その他全すべてにわたって、弁当合戦は律子の勝利に終わった。

　ついでながらたまの作ってきた日の丸弁当であるが、〝食べられる物である〟というだけで十分に予想外だった賀か茂もには、非常に好意的に受け取られた。

「……ところで、みきさん。授業の間に仇かたきの居場所は探ってみた？」

　白い御ご飯はんをかっこみながら、賀茂が尋ねる。

「あ、いえ……、その話は、出来れば『部外者』のいないところで……」

　みきは、『部外者』という言葉にやけに力を込めて、律子を見た。

「何よその目は？　っつーか、この中で当事者ってみきちゃんだけでしょ。お兄さんの仇討ちって、思いっきり身内の事情じゃん。部外者って言うなら全員部外者よ」

「な、何故なぜあなたがそんな事を知っているのです……？」

「そりゃアンタ。この私の情報網をナメちゃイカンわよ。ね、たまちゃん」

　律子はニヤリとたまに目配せする。

　みきは思わずたまの顔を見た。

「た、たま様？　まさか、こんな女に喋しやべったのですか？」

「え……？　あ、あの、だって、みきさんってどういう人って聞かれたから……。内緒だって言われてなかったし、別に後ろめたい事もないのにわざわざ隠すのも変だと思って……。ま、マズかったですか……？」

「マズかったですか、って……。だ、第一、そんな不用意に情報を流して、目指す仇に漏れたらどうするのです。ここで逃げられたりしたら、私にはもう、追いかけるための旅費などないのですよ！」

　切実に訴えるみき。

　その小こ袖そでに当てられた継ぎはぎを眺めながら、傍かたわらで律子はフッと目を落とした。

「旅費がない……。服一着しか持ってないビンボー人に言われると、無性に切ない台詞せりふよね……」

「あ、あなたに同情されるいわれはありません！　そもそも、あなたがたま様から無理やり聞き出したりなさるから……」

　賀茂が仲裁に入る。

「まあまあ。どうせアレでしょ？　みきさんだって、授業が終わるの待ってる間に、仇の居場所はもう『見て』あるんでしょ？　だったらこんなとこで言い争ってるよりも、さっさと捕まえに……」

「え……？　あ、いえ、実は……、私は霊れい視し力は極めて弱くて……」

「え？　あ、そうなの……？　弱いって、どれくらい？」

「裸ら『眼がん』では、〇・一にも満たないかと……」

「って事は、何？　あの、一番上のヤツも見えないって事……？」

　驚おどろく賀か茂もに律りつ子こが尋ねる。

「なに？　霊れい視し能力って、そんな普通の視力検査みたいな測り方すんの？」

「ん？　まあ、霊視っつったって結局のところ、物事の因果関係を視覚として捉とらえるってだけだから……。強い関係のある物とか、近くにある物ほど『見え』やすいって点では普通の視力と同じなんだよ」

「じゃあ何？　もしかして、スプーンみたいので片目隠して、『右、上……』とかやるワケ？　うわ、ダッサー。超能力みたいでちょっと憧あこがれてたのに、何か思いっきり幻滅ねー」

「か、勝手に憧れといて勝手に幻滅するなよな」

　何となく悔しい気分でそう言うと、賀茂は再びみきに戻る。

「とにかく、〇・一じゃ、ほとんど何も見えないんじゃ……」

「ええ。裸眼ではほとんど『見え』ないものですから、いつも『お筆先』による神託を……。ですが、それを行うには一週間前から精進潔けつ斎さいをして準備をせねばならず……」

　再び律子が口を出す。

「じゃ、賀茂くんが『見て』やれば？」

「いや、無理」

「何で？」

「だって、みきさんと仇かたきを繫つないでるのは殺されたお兄さんだけだろ？　ってことは、みきさんから辿たどって仇を探るためには一旦お兄さんまで遡さかのぼらないといけない。だけど、そのお兄さんは一年も前に死んじゃってる。ボクが辿れるのは精々で一か月前までだから……」

　説明しながら、ふと賀茂はアブデルを振り返った。

「そうだ。アブデルが『見て』やれば？　アブデルの『眼』だったら、ボクなんかよりずっとよく見えるし……」

　アブデルは首を横に振った。

「言われずとも、すでに『見て』いる。だがな、どんな些さ細さいな事をも見逃さないこの俺おれの『眼』で、一年前まで遡ろうと思ったら、それにはやはり一年を費やさざるをえないのだ」

「いや、でも無関係で不要な部分は飛ばせばいいだろ……」

「馬ば鹿かモン！　そんな勿もつ体たいない真似まねが出来るか！　たとえ最近巫女みこさんになったばかりとはいえ、みきはただのコスプレとは一線を画した本物の生巫女さんなのだぞ！　いかに些細な日常の出来事であろうと、一つたりとも見落とすわけにいかんに決まっているだろうが！」

「い、いや、とりあえずさっさと仇を探してやって、その後でゆっくりと見れば……」

　そう言いかけた賀茂の胸倉をグイと摑つかんで、アブデルは低い声でヒソヒソと囁ささやいた。

「……キサマ。もう少し物を考えてから喋しやべれ。いいか？　みきは、仇を探してここまでやってきたのだぞ」

「だからこそ、協力して……」

「馬ば鹿か者もの。最後まで聞け。みきは仇かたきを探してここまで来た。そして、仇を見つけるまでお前の家に居い候そうろうする事になっている。という事はだ。一生仇が見つからなければ、みきは一生居候のままだと言う事ではないか！」

「な……？」

「振り向けばいつもそこに巫女みこさんのいる生活！　誰だれもが憧あこがれ、そして誰にも叶かなえられなかった夢の暮らしが今、現実の物となっているのだ。なのにその神の恩おん寵ちようとしか言い様のない幸福な一時に、わざわざ自分からピリオドを打つ阿あ呆ほうがどこにいる？　神の与えたもうた恵みに敢えて背を向けるのは、決して立派な態度とは言い兼ねるのだぞ。お前くらいの年頃では禁欲的なポーズの一つもしてみたくなるのだろうが、そんな物は所しよ詮せん、欲望に打ち克かった人と尊敬されたいだけの、自己顕けん示じ欲でしかありえんのだからな」

「……アンタみたいに欲望の赴くままよりはマシだと思うけど……」

「何を言うか。人生というものはだな、自分の気持ちに対して正直に生きていかねば……」

　二人が小声でやり合っているのは放っておいて、律りつ子こがみきに提案した。

「賀茂くんもあぶでる様もダメみたいだから、ここは一つ業界初の現役女子高生情報屋の私が探してあげよっか？　お義姉ねえ様として。どうかしら？」

「情報屋……？」

　みきは訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。そして、物問いたげな目線をたまに送った。

　それに気づいて、たまは自信たっぷりにうなずき返した。

「大丈夫です。律子さんはすごく人脈が広い上に行動派だから、普通だったら絶対分からないような情報でも、きっとすぐに調べ出してくれますよ」

　小さな拳こぶしでガッツポーズをしてみせる。

「そうなのですか……。信頼しても大丈夫なので……？」

「はい。律子さん、頼りになりますよ。……ただ時々、調べ方がちょっと犯罪っぽかったりしますけど……」

　ふと以前の事を思い出してトホホ笑いを浮かべながら付け加えたたまだが、みきは別に気にならなかったらしい。

　みきは顔を上げて律子を見た。

「……ですが、何故なぜ見ず知らずのあなたが、何の関係もないこの私に協力してくださるのです……？」

　律子は極上の笑顔で答えた。

「だってそりゃ、あぶでる様の義妹いもうとさんが困ってるのを見て、側室一号たるこの私に放っとけるワケないでしょ？　困ってる時はお互い様よ。何も、血で血を洗う復ふく讐しゆう劇げきが早く見てみたいとか、そーゆー野蛮な事は全っ然考えてないわよ？」

　相変わらず、物見高さにかけてはチベットの峻しゆん嶺れいにも比肩しうる高みの律りつ子こであった。

「……ですが、くどいようですが本当に突き止める自信はおありなのですか？」

「そりゃまあね。いくら名前も年ねん齢れいも分かんないとはいえ、範はん囲いはこの学校関係者に限られてるわけだし、実際に呪のろいで人を殺せるヤツなんてそんなにいるワケないからねー。仲間を総動員してしらみ潰つぶしに当たれば、そんなに難しくはないと思うわよ」

「……そう……ですか」

　みきは再び、迷うような目をたまに向けた。たまはもう一度うなずいてみせる。

　みきは律子へ目を戻した。

「……では、ご厚意に甘えさせていただいてもよろしいでしょうか」

「おっけー。んじゃ、一週間くらいで結果は出ると思うから。五寸釘くぎの先でも研といで待っててちょーだい！」

「なにぃっ？」

　ヒソヒソと賀か茂もを説得していたアブデルが、律子の言葉に思わず振り返った。

　だが時すでに遅く、律子の姿はすでに階段の下へと消えていくところだった。

「ぬぅっ！　あ、あの女……！　猫耳真ま央おちゃんを横取りしただけでは飽き足らず、今度は生巫女みこみきまで俺おれの元から去らせようというのか！」

　アブデルが歯ぎしりしている事など露つゆ知らず、律子は迫りくる血の惨劇の予感に胸を躍おどらせて、軽やかなステップで階段を下りていった。




　さて、その夜の賀か茂も宅。

　昨晩同様に、みきの布団の隣となりに布団を敷いたたまは、おやすみなさいと声をかけると、頭まですっぽり掛け布団を被かぶって丸まった。

「……？　おやすみなさいませ」

　みきは一応、盛り上がった掛け布団に声をかけたが、そのまま怪け訝げんな顔で首を傾かしげた。

　世の中には頭ごと布団を被る人も存在するが、たまは昨夜は普通に寝ていたはずだ。何故なぜ、突然こんな息苦しそうな寝方に変えたのだろうか。

　気になってしばらく様子を窺うかがっていると、十五分ほどでたまは苦しそうに這はい出してきた。

「はふぅ……」

　呼吸困難でのぼせ上がって、目を回している。体半分這い出したところで、たまはガクリと倒れ込んだ。

　慌ててみきはたまの側そばに寄る。

「だ、大丈夫ですか、たま様……？」

「あぅ……、だ、だいじょぶです……」

　みきに抱きかかえられて、大きく息を吐くたま。

「あの……、一体、何を……？」

　たまはまだ半分目を回した状態で喘あえいだ。

「あ、あの……、声が……」

「声……？」

「はい、あの……、声が、迷惑にならないように……って、思って……」

「は……？」

　よく分からない顔で見つめるみき。

　たまは、呼吸が落ち着くと、たどたどしく説明した。

「……あの、昨日の晩、私の寝言で皆さん起こしちゃって、それでその、私の声ってそんなに大きかったんだなぁって思ったんで、えっと、それで、頭までお布団被かぶれば、きっと声もあんまり漏れなくて、そんなに迷惑じゃないかもって……」

「はぁ……。な、なるほど……」

　少し呆あきれながらうなずくみき。その様子を見て、たまは赤面してうつむいた。

「あ、あの、ちょっと馬ば鹿かな思い付きでしたか……？」

　恥じ入りながら、上目遣いにみきを見る。

　みきはそんなたまを見て、少し頰ほおを緩めた。そして、自分の掛け布団を少し持ち上げた。

「そんなにご心配なら、私と一緒に寝ますか？　声を上げそうになったら、その前に私が起こして差し上げますが」

「え？　で、でも……」

「大丈夫です。一緒に寝ていると、うなされていたりすれば結構気づくものですよ。ちゃんと起こして差し上げますから」

「い、いえ、だけど……」

「どうしても起きなくて、しかも叫び声を上げそうだったら、ちゃんと枕まくらで顔面を押さえ付けて差し上げます。ご心配は要いりません」

「は、はぁ……。そ、そうですか……」

　赤ん坊の夜泣きにキレた、育児ノイローゼの母親みたいな対処である。たまは一いつ瞬しゆん、困惑の汗を浮かべた。

「でも、それだとみきさんは全然寝れなくなっちゃいませんか……？」

　みきは軽く笑って流した。

「どのみち、たま様が大声でうなされていては、眠ってなどいられませんよ。それなら同じ事です」

「あ、そ、そうですね……」

　恐縮するたまに、みきは続ける。

「それに、人の体温を感じるというのは、それだけで神経が落ち着くものです。一緒に寝ていれば、それほど酷ひどいうなされ方をせずにすむかもしれません。私にも、経験があります」

　みきの優しい言葉にほだされて、たまはおずおずと自分の布団から這はい出した。そしてみきの脇わきにちょこんと収まる。

　みきはたまを軽く抱きかかえると、フッと笑みを浮かべた。

「……何だか、兄が生きていた頃を思い出しますね」

「……お兄さん……ですか？　そう言えばみきさん、昔はお兄さんと一緒に寝てたって……」

「ええ。私の場合はたま様と違って、純粋に寒さ対策のためでしたけれど。透き間風の吹き込み放題な、建て付けの悪い部屋に住んでおりました上に、暖房設備もなく、薄うすいせんべい布団しか持っておりませんでしたから。迂う闊かつに一人で眠ろうものなら、夜よいの明けるのを待たずして凍死するのは確実でした。ただ、兄はいつも、私に背中を向けて寝ておりましたけれど……」

　懐なつかしそうに遠くを見るみき。たまはみきの顔を見上げて聞いた。

「あの……、みきさんのお兄さんって、どんな方だったんですか……？」

「私の兄ですか……？」

「は、はい……。その……、すごくお兄さんの事、懐かしそうだったから……」

　死んだ肉親の事など、余計な事を聞いたような気がして、たまはつい弁解じみた事を口にした。だが、みきは特に気にする様子はなかった。

「兄は……、そうですね……、一言で言えば……優しい人でした」

　ポツリポツリと、みきは思い巡らしながら呟つぶやいた。

「……無口で控え目でしたけれど、芯しんが強くて……。私の兄であると同時に、私を守り育ててくれた親代わりでもありました……」

「親代わり……ですか……？」

「ええ……。私が物心ついた頃には、両親共に、すでに他界しておりました。兄と私は親しん戚せきの家に引き取られたのですが、私のせいでなかなか一つ所にとどまれず……」

「みきさんのせいで……？」

　たまは不思議そうにみきの顔を見つめた。みきは遠い目をしたまま続ける。

「実は、ちょっとした不穏な噂うわさが立ちまして……。私が、自分の気に食わない人間を祟たたるという……。事実、私を苛いじめたりからかったりした人間は皆、ちょっとした事故で怪け我がを致しまして……。もちろん初めのうちは、皆偶然だと思っておりましたが、二度、三度と続くうちに、やがて段々と気味悪がられ、疎うとんじられるように……。結局鬼子扱いされて、親戚中をたらい回しにされ、揚げ句に兄が中学を出ると同時に、最後の家からも放り出されました……」

　少し寂しげな目付きで、みきはそっと息を漏らした。

「兄は私を養うため、高校へも進学せずに働きました。学年一成績の良かった兄にとって、それはとても悔しい事だったと思います。ですが、兄は恨み言一つこぼさず……」

　その様子を受けて、たまも表情を曇くもらせる。

「でもそんなの……。みきさんは祟たたったりしてなかったんですよね？　あくまで噂うわさですよね……？　なのに……」

　みきはたまの言葉には答えず、目を閉じて物憂うげに呟つぶやいた。

「……兄は平生から言っておりました。人を恨むな、恨めばそれは『ずそ』になる、と。私には、その意味がよく分かっておりませんでした。『ずそ』とは呪じゆ詛その古い言い方だそうですが、何なに故ゆえ兄が、事あるごとにそれを繰くり返すのかと、幼い頃の私はいつも疑問に思っていたのです。……ですが実のところ、周囲が私について立てていた噂は、本当だったのです。私自身の意思とは無関係だという事を除いては……」

「で、でも……、みきさんの意思と無関係なのに、どうして……？」

　戸惑うたまに、みきは逆に聞き返した。

「……『源げん氏じ物語』はご存じですか？」

「え？　あ、いえ、その、一応名前くらいは……」

「そうですか……」

「あの、それが何か……？」

「いえ……、ちょっと、ご説明する際の具体例になりそうなお話がございましたもので……。ですが、ご存じないのなら結構です」

　みきは話題を差し戻そうとしたが、たまにせがまれて話を続けた。

「……源氏物語の中に、六ろく条じようの御み息やすん所どころという女性の生いき霊りようが、恋敵を祟り殺す場面が出てくるのですが……。実は、この生霊について六条御息所ご本人は全く自覚がないのです。ただ、そのような夢を見ただけのつもりで……。ところが目が覚めると、体中に、生霊を祓はらおうとした護ご摩まの香が染み付いていて、それで夢ではない事を知るのです……。つまり、知らず知らずのうちに恨みの心が降り積もり、それがご自身の心を離れて別個のものとして凝こり固まってしまったのです。そしてそれが眠っている間に憎い相手の所へと……。自分の心から切り離されてしまった以上、もはや本人にすら知りようもなければ止めようもございません……」

　みきは、長く嘆息した。

「……私の『ずそ』も、それと同じものだったのですね……。そして不幸だった事には、私の家はこちらの賀か茂も家と同じく、霊れい能のうに長たけた血筋でした。普通の人なら大した『ずそ』にはならないはずの些さ細さいな怒りや恨みでも、私の場合は事故を起こさせ怪け我がをさせるだけの力を持ってしまったのです……」

　そこで少し、沈ちん黙もくがあった。

「……兄は、両親の亡くなる前に、少しばかり霊能力者としての手て解ほどきを受けていたらしく、私の事も分かっていたようでした。私は後に、兄に教わって呪のろいの術を知り、それによって己の『ずそ』をきちんと自分で掌つかさどる事が出来るようになりましたが、無意識のうちに凝り固まった己の怨おん念ねんというものを初めて『見た』時には、自分の浅ましさに身の毛がよだつ思いがしたものです……」

　みきはそっとたまを見た。見上げていたたまと、目線を合わせる。そして微かすかに笑った。

「……少し、たま様とも似ておりますね。知らぬ間に人を傷つけてしまっていたという点では……。もちろん、私の場合は腹の立った相手にしか力が向かわず、大事な人たちには被害が及ばなかっただけ、まだマシでしたけれど……。死に至らしめるほどの力もございませんでしたし……」

「…………」

「実は、そんな事も影えい響きようしてか、私にはたま様の事が他人ひと事ごとには思えないのです……。今朝お話を伺った時からずっと、たま様のお力になれれば、と考えておりました。兄が私にしてくれたように、私もたま様を少しでもお支え出来ればと……」

　みきは幼児をあやすように軽くたまの髪を撫なでた。

「ですから、夜中に私を起こす事など気になさる必要はございません。安心してお休みになってください」

「あ、ありがとうございます……。すみません……」

「礼には及びません……。私はただ、兄の妹として恥ずかしくない人間でありたいだけなのです……」

　みきは優しい微笑に少しだけ寂しさを覗のぞかせて、追つい憶おくに耽ふけるように静かに目を閉じた。たまはその懐ふところに抱かれるようにして、そっと眠りに落ちていった。




　その晩以降、賀か茂もの家にたまの悲鳴が響ひびき渡る事はなくなった。ただし、たまが目を覚ますといつも、大きな枕まくらが一つ、窒息せよと言わんばかりに押しつけられていた事は秘密である。







[image: 第８章　仇の正体]







　さて、それから一週間後の賀か茂も宅である。

　みきが夕食の支度をしているその脇わきで、たまは茶ちや碗わんを並べていた。手伝うなと言われていたのにもかかわらず、見ているだけでじっとしてなどいられない、良い子の典型的な見本のたまである。ついでに、〝良き意思に、必ずしも良き結果が付随するわけではない〟という悲しい現実の、典型的な見本でもあるが。

「なんだか、こんなふうにお夕飯の準備するのが当たり前みたいになってきましたね」

　食卓を整えながら、たまがみきに話しかける。

　みきは、作った料理を盛り付けながら笑顔を返した。

「そうですね。私も、最近ではこんな暮らしが当たり前に思えてきました。たま様の夜泣きに起こされるのにも、すっかり慣れてきましたし……」

「え？　あ、すっ、すみません……。な、なんか私、高校生にもなって、赤ちゃんみたいな迷惑を……」

　カァ～っと恥じ入るたま。

　みきはにこやかな笑顔で慰なぐさめる。

「別に、迷惑などとは……。謝あやまる事はございません。過去の罪にうなされるのは、たま様の良心の何よりの証あかし。たとえ世界中がたま様を責めようと、私はたま様の味方です」

　そう言って、そっと頭を撫なでてやる。一週間も毎晩一緒に寝ていれば、さすがに慰めるのも慣れてくる。

　見ていた賀か茂もが、感心して言った。

「なんかみきさん、お姉ねえさんみたいだな……」

「そうですね。確かにたま様を見ていると、まるで妹でも出来たかのような気持ちになって、復ふく讐しゆうの事など忘れてしまいそうな時がありますね」

「……そのまま完全に忘却して、いつまでもずっとここに居続けてくれればいいのだが」

　アブデルが呟つぶやいた。たまがハッとする。

「あ、そうですね。居い候そうろうしてるのは、仇かたきの人が見つかるまでって言ってましたもんね……」

　寂しそうに表情が曇くもった。

「……今日で一週間ですけど、律りつ子こさん、仇の人、見つけたんでしょうか……。最近、学校でもあんまり見かけませんけど……」

　その時、たまの発言を待っていたかのように、玄関のチャイムが鳴った。来訪者は律子である。

「こんばんわ～。お食事の時間に失礼。みきちゃんのお兄さんの仇、調べてきたわよー」

　ズカズカと入り込むと、当たり前のような顔で食卓に着く。座ると同時にドサッと紙の束をテーブルに置いた。

「いやー、もうちょっと早く終わると思ってたんだけどねー。案外転校生とか多くてね。ちょおっと手間取っちゃった」

　紙の束をパラパラとめくりながら、大きく息を吐く。

「で、見つかったのですか……？」

　みきが急せかす。

　律子はちょっと曖あい昧まいな顔で、ポリポリと頭を搔かいた。

「んー……。残念ながら、決定的な証拠を押さえるとこまで行かなかったのよね。まぁ、大体の目星はつけてきたんだけど」

「そ、それで……、誰だれなのです……？」

「それはね……」

　律子は腕を組んで重々しく目を閉じた。

「それは……？」

　息を詰めて答えを待つみき。

　律子はたっぷりと間を取って立ち上がると、カッと目を見開いてビシッと指差した。

「賀茂くん！　アンタよ！」

「なっ！」

　その場の全員の視線が賀茂に集中する。

　賀茂は真っ青な顔で狼ろう狽ばいした。

「ちょ、ちょっと待て！　い、一体何を証拠に……」

「だから、決定的な証拠は握れなかったって言ったでしょ？　あくまでこれは、状況証拠からの推論でしかないのよ」

「で、でも賀か茂もさんがそんな……」

　たまがオロオロしながら律りつ子こと賀茂を見比べる。

　そんなたまの両肩に手を置いて、律子は諭さとした。

「たとえどんなに信じがたい事でもね。他の可能性が全すべて否定されたのなら、やっぱり残ったその人が犯人なのよ」

　賀茂が横から問い質ただす。

「い、一体どういう推論で、ボクだけが残ってそれ以外の人間は否定されたんだ」

「知りたい？　いいわよ。教えてあげましょう」

　律子はＣカップの胸を偉そうに張ると、コホンと一つ咳せき払いした。

「まずね、うちの学校で、呪のろいだの何だのってのに関心ありそうな人間を片っ端から調べたの。で、その結果として分かった事は、オカルト関係に関心持ってる人間は結構いるし、魔ま術じゆつの類たぐいを試そうとした馬ば鹿かもびっくりするくらいの数に上るけど、実際にそういう事が出来る人って言ったら、三人しかいないのよ」

「三人……」

「そう。賀茂くんとたまちゃんとあぶでる様。ただしこのうち、たまちゃんは自力じゃ何にも出来ないって事は確認済みだし、あぶでる様の霊れい力りよくは賀茂くん経由でしか発揮出来ないらしいから、そーすると、自分の意志で誰だれかに呪いをかけられるような人間は賀茂くんしかいないのよ。可能性のある三人のうち、二人が完全に消えちゃったら、残る賀茂くん以外に犯人はありえないじゃない？　どう？　完かん璧ぺきな推理でしょ」

「ぐ……っ！　せ、説明だけ聞いたら、なんかすごくもっともだ……。事実とは全然違うのにもかかわらず……」

　思わず怯ひるむ賀茂。

　だが、律子はそこで顔を曇くもらせた。

「ただねー、賀茂くんが犯人だとすると、一つだけ問題があるのよ。些さ細さいな事なんだけど」

「問題？　何？」

　賀茂は必死で尋ねた。どんな些細な事であろうと、濡ぬれ衣ぎぬを免まぬがれうるのなら縋すがりたい。

　律子は再びポリポリと頭を搔かいた。

「実はさー。みきちゃんのお兄さんが死んだ頃って、実は賀茂くん、ちょうどある男子から片想いっていうか、ぶっちゃけて言えばストーカーされててね。んで、記録見せてもらったら、その頃って見事カンッペキにアリバイあんのよ」

　賀茂は全身でホッと安あん堵どした。

「そ、そうか。良かった。……っていうか、ストーカーしてた男子って誰だれ？」

「それは内緒。情報提供者の秘密は厳げん守しゆがモットーよ。まあ、アレね。ボーイズラブの世界は現実世界でやられてもイタいだけ、って事を痛感させてくれるような子だったけど。顔見ながら、何だか切ない気持ちになったわね」

「………。で、ストーカー『されてた』って過去形って事は、今はもうそいつは付きまとってはいないんだな？」

「それも内緒。情報提供者の秘密は一切明かせません」

「………」

　アリバイが実証されたのは助かったが、イマイチ素直に喜べない賀か茂もだった。

　律りつ子こはそんな賀茂は放っておいて、みきのほうを向く。

「ってわけでさー。結局のところ、今一つはっきりした犯人って分かんなかったのよ。よかったら、もうちょっと当時の状況を詳しく話してくれない？　何か手がかりあるかもしれないから」

「分かりました」

　みきはうなずくと、語りだした。

「……私たち兄妹は、早くに両親を亡くし、ずっと二人で日銭を稼ぎながら暮らしてまいりました。私の家系は、是これ雄お様と同じく代々霊れい能のうに長たけた血筋であったらしく、特に兄は、素晴らしい霊視能力を備えておりました。一方で霊力そのものは私のほうが強かったらしく、ほとんど霊視の出来ない私に代わって兄が『見て』指示を出し、それにしたがって私が術を施ほどこすという二人三脚でずっとやっておりました……」

　少し、昔を懐なつかしむように目を閉じる。そのまま、伏し目がちに話を続けた。

「……そんなある日、兄は非常に高額の仕事を得てきたのです。ある工事現場の一角に、大きなクスノキが生えていたのですが、その周辺で、怪現象や原因不明の病人が頻ひん出しゆつする場所があるからちょっと見てほしいと、そこの地主や建設業者から直じき々じきに依頼されたのです。兄はその場所を一目『見て』、顔色を変えました。そこには、尋常ではない強さの妖よう気きが充満していたのです……」

　みきは一同を見回した。

「お義兄にい様や是雄様には説明不要かと存じますが、普通私どもが『妖気』と言う場合には、非常に漠然とした物を指します。ある目的のために集中されて『魔ま力りよく』となっている場合と異なり、単なる妖気の状態であれば、さほど影えい響きよう力を持たないのが普通です。ところがその一角に立ち籠こめていた妖気は、妖気であるにもかかわらず、幾人もの死傷者や病人を出しているというのです。しかも兄は、その妖気には何ら『意図』が『見え』ないと言っていました。つまり、何かの弾みについうっかりと漏らしたとしか考えられないような、そんな妖気なのに、ちょっとした呪のろいと同等以上の力を持っていたのです」

　どこかで聞いたような話だな、と賀か茂もはアブデルへ目をやった。

　アブデルは、黙だまってろとでも言いたげな視線を返してよこす。

　みきは、うつむいて言葉を続けた。

「……兄は私に、一いつ旦たん帰るように言いました。ろくに『見え』ない私では、うっかりと妖よう気きに触れてしまうかもしれないから、と言うのです。とりあえず兄が一人残って色々と調べ、それから私が協力して妖気を祓はらう事になりました。ところが、兄はその晩、いつまでたっても帰って来ず、不安になった私が翌朝早く工事現場のクスノキの近くへ行ってみると、兄が地面に突っ伏しているのが見えました。慌てて駆け寄りましたが、時すでに遅く、兄は、もう……」

　悔しそうなみきの目に、ジワッと涙が浮かんだ。

「こうして兄は、何者かに呪のろい殺されて……、いえ、呪い殺されたのならまだしも、何気なく漏らしただけの妖気に殺されてしまったのです……。殺したほうは恐らく、兄の事など何も知らないでしょう……。兄を殺し、多くの人を苦しめておきながら、蟻ありを踏んづけたほどにも感じていないのです……！　兄の命など、あの妖気の主には存在していなかったも同然なのです……！　私は……、それが悔しい……」

「……みきさん……、あの……」

　たまが、真っ青な顔でみきの袖そでを引いた。

　みきは振り向くと、小さく息を吐く。

「……分かっています。そんな強大な者を相手に仇かたき討ちなど、自殺行為だとおっしゃるのでしょう？　ですが私は……、何も知らないでいる犯人に一目会って、兄を殺した事を思い知らせてやりたいのです。たとえ返り討ちに遭うのがオチだと分かっていても、兄の無念と私の恨みを、相手に知らしめてやりたいのです。そうでなければ……、存在しなかったも同然のように葬られたままでは……、兄が、浮かばれません……」

「あの……みきさん……」

　たまが、今にも倒れそうな顔で、再びみきの袖を引っ張った。

　みきはその表情を見て、安心させようとそっと手を取る。

「……大丈夫です。返り討ちに遭っても、というのは、あくまでたとえばの話です。自ら進んで死にに行くような、無む謀ぼうな真似まねは致しません」

　たまはフルフルと震ふるえるように首を振った。

「いえ……、そうじゃなくて……、あの……」

　少し言いよどんでから、呟つぶやくように言葉を継ぐ。

「あの……、みきさんの住んでたとこって……、どこでしたっけ……」

「え……？　京都の山の中の片田舎いなかでございますが……？　それが何か……」

「……そ、その、工事現場のクスノキの近くって……、もしかしてあの、すぐ近くに『純喫茶・まっし[image: ]』っていうお店がありませんでした……？」

「よ、よくそのような事をご存じで……」

　戸惑いつつうなずくみきに、たまは愕がく然ぜんとして目を見開いた。

　ただ事ではない様子に、みきの表情に緊きん張ちようが走る。

「あの、たま様……？　どうなされたのです？　その、兄の死んだ場所が何か……」

　たまはすぐには答えず、動どう悸きを抑えるように胸の辺りを握って、うつむいた。

「たま様……？」

　たまはそのまま無言で自分のつま先を見つめていたが、やがて、乱れた息を抑え、何度かつばを飲み込むと、震ふるえる唇を開いた。

「……お兄にいさんを死なせたの……」

　声がかすれて途切れた。たまは喘あえぐように言葉を継ぐ。

「……お兄さんを死なせたの…………、私です……」

「……！」

　その場の全員の視線が、たまに集中した。

　予想外の発言に、みきは言葉を失って硬直し、律りつ子こは反射的に目を輝かがやかせて成り行きをじっと見守る。

　一方で漠然と予想のついていた賀か茂もは、やっぱりな……、と苦りきった顔で頭を押さえ、アブデルは腕組みしたまま無言で深くため息を漏らした。
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　最初に口を開いたのはみきだった。

「と……、唐突に、一体何をおっしゃるのです……？」

　引きつった笑みを浮かべて問い質ただす。

　だが、たまは青ざめてうつむいたままだ。

　みきはたまの両肩を摑つかんだ。

「たま様。何を勘違いなさっているのか分かりませんが、落ち着いてください。先ほどから申しておりますように、兄を殺した相手はとてつもなく強大な相手なのです。こういう言い方をしてはなんですが、たま様のようにご自分の角や羽根も隠せず、この距離にいてさえ妖よう気きのかけらも感じないような未熟な悪あく魔まとは、格が違うのです」

　たまは下を向いたまま、小さな頭をフルフルと振った。

「……私、……確かに未熟で、呪じゆ術じゆつとか魔法とかって全然知らないし出来ないですけど、……自分の妖気を漏らさないようにって事だけは出来るようになったから……。どんな時でも絶対に漏らさないようにって、それだけはちゃんと頑張ったから……。だからみきさんは気づかないだけで……、私、ホントはもっと……」

「で……、ですが……」

　うろたえながら、みきはなおもたまの言葉を否定する。

「……た、確かにたま様の力は、私が考えている以上なのかもしれません。で、ですが、たとえもし本当にそうだとしても、私の兄を殺した相手は、その妖気に触れただけで命を奪うほどの……」

　言いかけて、みきはハッと思い当たった。独り言のように呟つぶやく。

「……そういえば確か以前、たま様は自分が近づいたせいでお友だちを死なせてしまったと……。しかもご自分のせいだという事に全く気づいていなかったと……」

　みきの顔から、俄にわかに血の気が引いた。兄を殺した妖気も、無自覚のうちに漏らされたものではなかったか。知らずに漏らしたとしか思えない妖気。知らないうちに死なせてしまった友人。みきの頭の中で、この二つが綺き麗れいにつながった。

　震ふるえる目でたまを見つめるみき。

「……まさか……本当に……」

　たまはじっと床を見つめたまま、無言で小さくコクリとうなずいた。

「で、ですが、証拠は……」

　カラカラに干からびた声で、みきは言った。

「証拠がなければ……、私は信じません……。信じられません……」

　正確に言えば、むしろ信じたくないというのが本音だった。いくら本人が自白しようと、証拠がなければ信じないでいられる。ただの世よ迷まよい言ごとだと退ける事が出来る。みきは、たまが証拠を示せない事を祈った。

　しかしたまは、無言のままスッとテーブルの上に手を差し出した。そして、ほんの一いつ瞬しゆんだけ妖気の制御を緩ゆるめる。

　激しく内心が動揺している今、制御を解かれた妖よう気きは簡単に外へ漏れ出した。食卓に飾られた切り花が、その妖気に触れた途端にしなびて枯れ落ちた。更に、生けてあった花か瓶びんまでが、小さく音を立ててひび割れる。

　〇・一に満たないみきの霊れい視し力でもはっきり分かるほどの、強烈な妖気だった。そして、その強さにもかかわらず、何の『意図』も付随しない妖気だった。兄の命を奪い、更に骸むくろを蝕むしばんでいた妖気と、性質も特徴も全く同じだった。

　言葉を失ったまま、みきはたまと枯れた花とを見比べた。

　最初にたまが『自分が仇かたきだ』と言い出した時は、信じられなかった。自覚のないままに死なせた友人の事に思い当たった時も、信じたくなかった。しかし今、たまの漏らした妖気を自分の『眼め』で確かめてしまった以上、信じないわけにはいかない。兄を殺したのは間違いなく、今目の前にいる小柄な少女なのだ。

　かすれた声が、みきの口から漏れた。

「……では、………それでは、……私はこの一週間、兄の仇と一つの部屋で過ごしてきたというのですか……」

　たまの肩から両手を離し、うわ言のように呟つぶやくみき。

「……私は何も知らずに、兄を殺した張本人を毎晩のように慰なぐさめていたのですか……。何も知らずに、兄を殺した張本人をまるで妹のように可愛かわいがっていたというのですか……」

　わなわなと体が震ふるえる。

「あ、あの、みきさん……」

　おずおずと手を伸ばしたたまを、みきは激しい声と共に振り払った。

「寄らないでください！　裏切り者！」

　ビクッと身を竦すくませるたま。

　みきはたまをキッと睨にらみつけた。

「よくも……、よくも今まで欺あざむいて……」

「あ、あの、私……、騙だまそうなんて……」

　たまは弁解しようとしたが、みきの怒声が遮さえぎった。

「黙だまりなさい！　この人殺し！」

「………！」

　たまは顔色を失って、その場に凍りついた。

　みきはさっと懐ふところから藁わら人形を取り出すと、たまの髪の毛に摑つかみかかった。

　うろたえながらも傍観していた賀か茂もが、慌てて間に入る。

「ちょっとみきさん！　何するつもりだ？」

「決まっているでしょう！　殺すのです！　兄の仇かたきを討つのです！」

「待てよ。この前たまちゃんから聞いたけど、殺したって恨みを消す事にはならないんだろ？

　復ふく讐しゆうされても死んじゃ駄目だって、みきさんが言い聞かせたんじゃなかったのか？　その言葉は何だったんだ」

　言動の矛盾を指摘して諫いさめようとしたが、みきは全然怯ひるまない。

「そんなもの！　無関係な他人ひと事ごとだと思っていたからこそ言えた、無責任な綺き麗れい事に決まっているではないですか！」

「な……？　い、言い切るか、自分でそーゆー事を……？　しかもそんな堂々と……」

　緊きん迫ぱくした状態にもかかわらず、危うく脱力しかける賀か茂も。しかしみきはあくまで真剣だ。

「そもそも私はハッキリと言いました。仇を目の前にしてまで、そんな冷静な事を言っていられる自信はないと！　万が一に備えて、ちゃんと伏線は張っておいたのです！」

「ふ、伏線ってアンタなぁ……！」

「ですから私の言葉と行いに、何ら矛盾はございません！　故ゆえに殺します！」

　そう言い切ると、再び襲おそいかかろうと身構えた。

　賀茂は、なんとかみきをなだめようと必死だ。

「だけど、今更たまちゃん殺したって、死んだお兄さんが帰ってくるわけじゃないんだぞ。だったら殺しても無意味だろ？」

「何かのための復讐などという、不純な復讐などするつもりはありません！　復讐する事それ自体が目的なのです！　兄を殺した憎い相手を葬り去れれば、私はそれだけで十分！　私はそれ以上は望みません！」

「う……っ。そりゃもっともだ……」

　復讐に対する認識の甘さを突かれて、賀茂はすごすごと口を引っ込めた。とはいえ、もちろん体はみきとたまの間に立ちふさがったままである。引っ込めたのは口だけだ。

　みきは、そんな賀茂に激しく詰め寄る。

「さあ！　分かったのならそこを退どいてください！　そんな人殺しに、生きている価値などありません！」

「だ、だけど、百歩譲ゆずって仮に今たまちゃんが生きてる価値がないとしても、今ここで殺してしまったら、本当に生きてる価値のないままで終わっちゃうじゃないか！　過去に何をやったとしても、これから価値ある存在になれる可能性は十分あるんだぞ？」

「そのとおりです！　だからこそ、その可能性を奪う事が復讐となるのではありませんか！」

「な、なんちゅう極悪な……。なんか、話し合いの余地、全くナシだな……」

　賀茂の額に、困惑の汗が浮かんだ。助けを求めるように、ちらりとアブデルと律子へ目をやる。

　だがアブデルは、様子見に徹てつしながらもっともらしい顔でうなずいているだけだ。

「怒る巫女みこさんというのもなかなか……。しかし、たまちゃんが叱しかられ顔でこれほどイイ表情を見せるとは……。これからは、少し接し方を考えねばならんか……？」

　幸いこの呟つぶやきは賀か茂もの耳には届かなかったが、援助しようというつもりが全然ない事ははっきり伝わった。

　その隣となりの律りつ子こも完全にギャラリーの座に納まって、こちらは手に汗握りながら事態を傍観中だ。実に楽しそうである。

「……使えない奴やつら……」

　緊きん迫ぱく感ゼロの二人を見て、賀茂は怒る気も失せてため息をついた。失望感で顔がどよ～んと曇くもるのが、自分でも分かった。

　そこへみきが再び押し退のけようと迫ってきた。慌てて賀茂は押しとどめる。

「だからちょっと待てって！　頼むから少し落ち着いて！」

「兄の仇かたきを目の前にして、どうして落ち着けると言うのです！」

「そりゃそうだけど、でもみきさんの呪のろいじゃ、どうせたまちゃんには効かないぞ。全身を覆おおってる妖よう気きは天然の結界みたいなモンだし、みきさん程度の力じゃとても貫けない」

「ならば直接この手で殺します！　たま様の肉体が普通の人同様簡単に傷つけられる事は、この一週間で何度も見ています！　主に食事の支度をしている時に！」

「な？　た、たまちゃんに包丁握らせちゃ駄目だって、あれほど言ったのに……！」

「包丁は持たせておりません！　使わせたのは皮剝むき器です！」

「い、いや……、そんな真剣な調子で訂正されても……」

　緊きん張ちよう感のないギャラリーたちを見てしまった後という事もあって、賀茂はどこまで真ま面じ目めなのか分からなくなってきた。だが、みきはどこまでも本気だ。流し台まで戻ると、肉切り包丁を摑つかんで賀茂に突きつけた。

「さあ！　そこを退どいてください。そもそもこれは、私とたま様の間の問題。是これ雄お様には無関係のはず！　余計な邪じや魔ま立ては無用です！」

「駄目だ！　そんな物で殺したら、完全に殺人罪だ。家の留守を預かる者として、居い候そうろう人にんの犯罪は止める責任がある」

「………！」

　初めてみきは詰まった。

　ここぞとばかりに、賀茂はなだめに入る。

「だから、お願いだからちょっと冷静になってよ。みきさんだって、たまちゃんの事は妹みたいに可愛かわいがってただろ？」

　賀茂の言葉に、みきはキッときつい目線を返した。しばらく無言で睨にらみつけていたが、やがてワナワナと肩が震ふるえだす。

「妹同然に可愛がっていた相手に……、肉親同様に心を許しかけていた相手に……、そんな相手に裏切られたと知った私の気持ちが、あなたに分かるのですか！」

　つり上がったまなじりに、涙が滲にじんだ。

　それを見て思わず怯ひるむ賀か茂も。

　みきは袖そで口で涙を拭ぬぐうと、さっと身を翻ひるがえして玄関へ向かった。

「ちょっと待て、みきさん！　どこ行くつもりだ？」

「ここに居い候そうろうの身で、たま様を殺しては、是これ雄お様に責任がかかると言うのでしょう？　ですからここを出るのです！　そうすれば是雄様は、責任がなくなると同時に、私の復ふく讐しゆうに口を出す権利もなくなります。私はこの家とは無関係な他人として、一犯罪者として、今こ宵よい、たま様の命を奪いにまいります！」

　自棄になったように言い残すと、みきはいずこへともなく駆け去った。

　その場に立ち尽くしたまま、なす術すべもなく見送る賀茂。

　その袖を、たまがクイクイと引っ張った。

「賀茂さん……」

　心細そうな声で、賀茂の顔を見上げる。

　賀茂は一呼吸すると、安心させようと笑顔で返した。

「大丈夫。みきさんがどんな手で攻こう撃げきしてきたって、たまちゃんには絶対に指一本……」

「いえ、そうじゃなくて……」

　たまは小さく首を振って、賀茂の言葉を遮った。

「あの……、私も、……このお家うち、出ます……」

「え？」

　一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られる賀茂。

「あの……、出ますって……」

「元住んでた教会に……戻ります……」

　賀茂はしばしポカンとしてから、浮うわついた調子でうなずいた。

「あ、そ、そうだね。一応あそこはみきさんには知られてないし、ここにいるよりかえって安全かも……」

「いえ、そうじゃなくて……」

　たまは再び、小さく首を振って遮った。

「……このお家にお世話になってる状態で何かあったら、留守を預かってる賀茂さんにも責任かかっちゃうから……」

「え……？」

　賀茂は一瞬固まった。

「い、いや、それは別に気にしなくても……。と、とにかく、戻るんならボクらも一緒に行って……」

「いえ、私一人で帰ります。それであの……、一つだけお願いがあるんですけど、いいですか……？」

　たまはじっと賀か茂もの顔を見上げた。

「お願い？　な、何……？」

「あの、みきさんが来たら……、私の家の住所と行き方、教えてあげてほしいんです……」

「はぁ？　……って、何を馬ば鹿かな事……！」

　思わず大声を出した賀茂に、たまは少しタジタジとなる。

「あ……、あの……、ごめんなさい。えと、駄目だったらその、今からちゃんと地図描かきますから、それを渡してくれるだけでも……。ど、どっちみち、みきさんが来るまで起きて待っててもらう事になっちゃいますけど……」

「いや、そういう事言ってるんじゃなくて！　行き方教えるくらい、別に面倒でもなんでもない」

「あ、じゃ、じゃあ、オッケーですか……」

　おずおずと顔を覗のぞき込むたま。

「……いや、だから、それとこれとはまた別の話で……」

　賀茂は髪を搔かきむしりながらため息をついた。なんとか気持ちを落ち着けてから、極力穏やかに口を開く。

「……あのさ、たまちゃん。みきさんは、たまちゃんを殺しに来るって言ってんだぞ？　なのにわざわざ自分の居場所を伝えてくれ、なんて、自分から『殺しに来てくれ』って言ってるのと同じだぞ？　そこは分かってる……？」

　たまの場合、分かっていない可能性もある。そう思いながら確認した賀茂だが、たまはちょっと傷ついたようにふくれた。

「そ、それくらいは私の頭でもちゃんと理解してます……！」

　理解していると聞いて、思わず賀茂は身を乗り出して問い詰めた。

「だったらなんで？　死にたいのか？」

　たまはビクっと反射的に身を縮ちぢめる。

「え……？　あ、いえ、そんな事ないですけど……。あの、お、怒らせちゃうつもりはなかったんですけど、えっと……、ごめんなさい……」

「あ、謝あやまられたって困るけど……」

　うつむくたまを前に、賀茂はしばし口ごもった。何を考えているのか分からないせいで、話がなかなかかみ合わない。小さく息を吐いてから、賀茂は再び静かな口調に戻って問う。

「……でも、どういうつもりなわけ？　一人でみきさんを待つつもりみたいだけど、あの様子じゃとても話し合いなんて出来ないぞ？　いきなりぶち殺されたらどうするのさ」

　たまは目を逸そらして呟つぶやいた。

「それは……、仕方ないです……」

「し、仕方ないって……。あのさ、たまちゃん……」

「だって私……、みきさんのお兄にいさんを……」

「だからそれは……！　それこそ仕方なかったじゃないか。たまちゃんだって分かってなかったんだし、そもそも……」

「でも……、だからって、私がたくさんの人を死なせた過去が、消えてなくなるわけじゃないですから……。死なせた責任がなくなるわけじゃないから……」

「それはそうだけど……。でも、たまちゃんは何も、わざとやったわけじゃないし、訳も分からずどんどん仲のいい人たちが死んでって、ある意味じゃ一番の被害者じゃないか」

「違います」

　うつむいたまま、たまはきっぱりと否定した。思いがけない強い口調に、思わず賀か茂もはたまの顔を見つめる。

　たまは、うつむいたまま続けた。

「それは……違います。私は加害者なんです……。たくさんの人の命を何の理由もなく奪った加害者なんです。わざとだろうとなかろうと、それは変わらないんです。それだけは、誤ご魔ま化かしちゃ駄目なんです。仲のいい人たちを亡くしたのだって、加害者である私の、ただの自業自得なんです……」

「それは……」

　言葉が出てこなくて、賀茂は焦じれったそうに顔をしかめた。

「……とにかくさ、そうやってむやみに自分を追い込むのはやめようよ。確かに加害者である事は変えられない事実かもしれないけど、でも、あの妖よう気きの漏れは、あの時のたまちゃんじゃ、どうする事も出来なかったんだから、責任だって取りようがないじゃないか。そうだろ？　現にボクだって被害者の一人だけど、たまちゃんのせいだなんて思ってないし、恨んでもいない」

「ありがとうございます……。でも……」

　たまは顔を上げると、まっすぐに賀茂を見た。

「でも……、賀茂さんに赦ゆるしてもらえるのは、賀茂さんの事だけだから……。賀茂さんに赦してもらっていいのは、賀茂さんを死なせちゃった事だけだから……」

「………！」

　賀茂は何も言えなかった。以前、アブデルからも同じ事を言われた事があった。賀茂には、自分が殺された事を赦してやる事は出来ても、それ以上の口だしをする資格はない。そして、賀茂が赦してやれるのは、たまが背負っている事のたった十万分の一でしかないのだ。

　たまはしばらく賀茂の目を見つめていたが、やがて再び目線を落とした。

「……だから、残りの人たちには、また、それぞれ一人一人別々に、ちゃんとごめんなさいって謝あやまっていかなくちゃ駄目なんです」

「だ、だけど……、謝ったって、赦ゆるしてくれるとは限らないじゃないか……。みきさんだって、さっきの様子じゃ……」

「それは、仕方ないです……。だって、全然何にも関係ないのに、理由もなくいきなり殺されちゃったのに……。そんなの、絶対納得出来ないです。私だって、育ててくれた神父さんとか、仲良しだったお友だちが死んじゃった時は、納得なんて出来なかったです。こんなの酷ひどいって、あんまりだって、誰だれかが死んじゃうたびにそう思ってました。だからやっぱり、普通に考えて、赦せるはずがないです。赦せなくて当然です……」

　喋しやべるうちに、たまの目元に涙が滲にじんだ。少し言葉を切り、指先で拭ぬぐう。

「……だから私は、誰にも赦してもらえなくて当然だって事を覚悟しておかなきゃ駄目なんです。そして、どんな復ふく讐しゆうをされても仕方ないんだって事も覚悟しておかなきゃ駄目なんです。謝るのは当然だけど、でも、謝ったって赦してなんかもらえないって、ちゃんと分かっておかなくちゃいけないんだと思うんです。私のした事は、どう考えたって赦せる事じゃないって、ちゃんと覚悟しておかなくちゃいけないんです……」

「そんな事は……」

　そんな事はないと言いかけて、賀か茂もは言葉を吞のんだ。自分が赦せるからといって、他ほかの人も同様に赦せるとは限らない。赦すべきだと強要する権利もない。それ以前に、のうのうと生き返ってしまった賀茂がいくら赦ゆるすと言ったところで、説得力などあるわけがなかった。

　何も言えないまま、賀茂はもどかしい目でたまを見つめた。たまは、そんな賀茂の心を見透かしたように、少しはにかんだ笑顔を向けた。

「だけど、それでも賀茂さんは赦してくれたから……。たとえ誰にも赦してもらえなくても、賀茂さんだけは赦してくれるって、一人でもちゃんと赦してくれる人がいるって、そう思えるだけで、私は、安心した気持ちになれるから……。だから、大丈夫です」

　そう言って、ペコリと頭を下げる。

「さっき賀茂さんが必死で庇かばってくれた時、私、すごく嬉うれしかったです。反論しちゃったけど、だけど、ホントに嬉しかったです。ホントです」

　照れくさそうな調子で一気にそう言うと、たまは玄関へ向かった。靴を履はきかけて、ふと振り向いて念を押す。

「じゃ、そろそろ私、教会のほうに行きます。あの、逃げたとか卑ひ怯きよう者ものとかって思われたらイヤだから、みきさんへの伝言、よろしくお願いしますね」

　惚ほうけたようにその後ろ姿を見送っていた賀茂は、我に返ると慌てて追いかけた。

「ちょっと待って、たまちゃん！」

　その賀茂を、後ろから誰かがガッシリと摑つかまえる。振り向くと、律りつ子こだった。

「未練がましいわよ、賀茂くん。男ならスパッと気持ち良く行かせてやんなさい」

「り、律子？　何のつもりだ？　お前、こんな時にまで、血みどろの復ふく讐しゆう劇げきが見たいとかって……」

「それもあるけどさー。でも賀か茂もくん押さえとけっての、あぶでる様のご命令なのよね」

「なっ？　アブデル？　どういうつもりだ？」

　賀茂がアブデルに問い質ただそうとした時、玄関の戸が開く音が聞こえた。たまが出て行くところだった。

「待て！　たまちゃん！」

　たまは無言で会釈を返す。そして、賀茂を押さえている律子に向かって言った。

「……あの、賀茂さんを信用しない訳じゃないんですけど、みきさんへの伝言、律りつ子こさんも一応よろしくお願いしますね……」

「はいはい。オッケー。何なら、私がたまちゃんちまで案内してやってもいいわよ」

　賀茂の怒声が割って入った。

「たまちゃん、待て！　こんなの、自分から殺してくれって言ってるようなもんだ！　自殺と一緒だぞ！　自分から死ぬなんて言わないって前に約束したの、忘れたのか？」

「覚えてますよ、もちろん」

　たまは笑顔で答えた。

「それに、みきさんとも約束しました。死んでしまったら復ふく讐しゆうする側を一生苦しめちゃうから、絶対に死なないって。それに、まだまだたくさん被害者もその関係者もいるのに、その人たちが来る前に死んじゃうわけにはいかないです」

「だったら……」

「だから、私は、首絞められても、包丁で刺されても、どんな事されても、絶対に死んだりしません。抵抗する権利なんて私にはないですけど、でも、何をされても絶対に生きて帰ってきます。約束です」

　ぶかぶかの袖そでから小指を立てて、指きりのポーズをして見せる。

「じゃ、また明日、学校で」

　小さな手を振って、戸を閉める。まるで、普通に家に帰るだけのような別れ方だった。

「また明日って……」

　賀茂は、呆ぼう然ぜんと閉められた戸を見つめた。小走りに足音が遠ざかっていくのが聞こえた。

　完全に足音が聞こえなくなるのを待って、律子が手を緩ゆるめる。

　賀茂は解放された途端にアブデルに食ってかかった。

「アブデル、アンタ一体どういうつもりだ？　何で行かせるんだよ」

　椅い子すに腰かけたまま、アブデルは無言で賀茂を一いち瞥べつした。そして、突き放すように顔をそむける。

「……彼女が望んだからだ」

　一言そう答えると、残っていた味み噌そ汁しるを一気に飲み干す。

「の、望んだからって……。そりゃそうだけど……」

　冷たい態度に、賀か茂もは一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。

「だ、だったらまさか、みきさんが来たらたまちゃんの家を教えるつもりか？　たまちゃんがそう望んだからって……」

　アブデルは眉まゆ一つ動かさずに答えた。

「当然教える」

「な……っ！」

　あくまで素っ気ないアブデルの返事に、賀茂は思わずカッとなった。

「何でだよ！　たまちゃんが望んだ事って、それは確かにそうだけど、それで殺されたらどうするんだ！　それでもいいってのか！」

　賀茂の言葉に、アブデルはガタッと椅い子すを蹴けって立ち上がった。そのまま、凄すごい形相で賀茂を睨にらみつける。そして、抑えていた感情を一気に爆ばく発はつさせるように大だい喝かつした。

「いいわけあるか、このど阿あ呆ほうがっ！」

　突然の大声に、その場に立ちすくむ賀茂。

　それでも何とか口を開いて、小さく問いを発した。

「だったら、何で……？」

　アブデルは厳きびしい目で賀茂を見据えた。

「何でだと？　じゃあ、お前はどうするべきだと言うのだ？　たまちゃんを絶対安全などこかへ隠して、復ふく讐しゆう者しやは全部お前が追い返すとでも言うのか？　だがそれで一体誰だれが満足する？」

「誰がって……」

　剣幕に押される賀茂に、アブデルは更に詰め寄る。

「復讐に来た人間は無関係なお前に邪じや魔まされ、一方のたまちゃんも被害者の遺族から完全に切り離される。そんな当事者不在の状況で、満足感に浸るのは誰か？　部外者であるお前、ただ一人だ。お前だけは『守ってやっている』という自分勝手なヒロイズムに陶とう酔すい出来て気分がいいだろうが、その陰でたまちゃんも復讐者もすっきりしない不満だけが鬱うつ積せきしていく。そんな状態をお前は望んでいるのか？」

「う……」

　賀茂は答えられない。アブデルはプイと顔を背けると、再び椅子に座りなおしながら言葉を続けた。

「当事者たちを差し置いて、第三者が自己満足に浸るだけの行為など、論外だ。これはあくまでたまちゃんと復讐者との間で解決されるべき事柄であって、そこに俺おれたちの介入出来る余地はない。お前が口を出していいのは、お前自身が殺された事に関してのみなのだ。この事は俺もすでに言ったし、さっきたまちゃん自身も言っていただろうが」

「そりゃ……そうだけど……。でも……、それじゃ、ボクらは何もしちゃいけないのか？　他人ひと事ごとだって冷たく切り捨てろって、そう言うのか？」

「冷たく切り捨てているわけではない。俺おれは、あくまでたまちゃんの意思を尊重しろと言っているだけだ。彼女は、みきを始めとする復ふく讐しゆう者しやそれぞれと、自分自身でけじめをつけたいと考えている。そうやって、自分の過去と向き合って行こうとしているのだ。だったら、周囲がそれを邪じや魔ましてはいかん。たまちゃんの人生を作るのは、たまちゃん自身しかおらんという事くらい、お前だって分かるだろうが」

　賀か茂もは言葉をなくした。

　しょげ返った賀茂を見て、アブデルは少し口調を緩ゆるめた。

「賀茂。お前がたまちゃんを守りたい気持ちは分かる。俺だって気持ちは同じだ。貴重な美少女が一人、世界から失われるかもしれないとなれば、真っ当な人間であればとても冷静ではいられまい。それは当然だし、その事でお前を責めるつもりはない。だが、忠実なる神の僕しもべとして、これだけは言っておく」

　アブデルは賀茂に対して指を突き立て、静かに言い放った。

「……相手の成長を妨げるような萌もえ方だけはするな」

「………！」

　正論だった。『萌え方』という言葉にツッコむ気すら起きなかった。

　賀茂は、うなだれるようにうなずいた。そのまましばらく、沈ちん黙もくが続いた。

　やがて、うなだれたまま、賀茂はポツリと呟つぶやいた。

「……結局、前にアブデルが言ってたみたいに、……ボクらは脇わきでただ見守ってるしかないのか」

　アブデルは厳きびしい顔で目を逸そらした。苦々しい調子で呟くように言う。

「耐えろ。俺おれにはそれしか言えん」

「………」

　賀茂は床に座り込むと、膝ひざを抱えた。

　なんだか、ひどく無力感に襲おそわれた。

　たまの過去はたま自身が背負うべきものだという事くらい、賀茂だって理解しているつもりだ。そして、そこに他人が勝手に割り込んではいけない事も、一応分からないわけじゃない。

　それでも、たまが背負っている過去の重荷の、たった十万分の一しか軽くしてやれない自分が情けなかった。たまの背負っている物を、一緒に背負ってやる事さえ出来ない自分がもどかしかった。手出しできない事に対して、疎外感さえ覚えた。

　賀茂が膝に顔を埋めるようにしていると、見ていた律りつ子こがいきなり足の裏で蹴け転がした。

「な、なんだよ……？」

　床の上を転がりながら、賀茂は律子を見上げる。

　律子は顔をしかめてボリボリと頭を搔かきながら、ダレた調子で言った。

「ウザいのよ賀か茂もくん。シリアスぶって悩むのはうっとーしーだけだからやめてよねー」

「シリアスぶってって、こんな時に……」

　抗議しかけた賀茂に、律りつ子こはやれやれと首を振って答えた。

「あのね。そりゃ確かに、当事者がシリアスになるのは当然よ。けど今回の復ふく讐しゆう劇げきじゃ、私らは完全にギャラリー側に回ってんのよ。感動して泣くとかなら分かるけど、何とかしてやろうなんて本気で悩んでどーすんの？　テレビの中と現実の区別もつかない子供じゃあるまいし」

「な？　じゃ、じゃあ心配するなって言うのか？」

「んーっと、そうなるのかな……？　とにかく、何とも出来ない事で何とかしようと考えるのなんて、時間と労力の無駄っつってんの。大体、手出しできないっていう前提で始めてんのにどうにかしてやれないかって手出しする事を考えるなんて、思いっきり矛盾してるじゃん」

　どこまでも軽い口調でからかっているような律子に、賀茂はムッとして言い返した。

「む、矛盾してようがどうだろうが、心配になるのはしょうがないだろ……」

　だが、律子は動じない。

「心配するのは別にいいわよ。ただ、本気で心配してるんだったら、もうちょっと何か実際に役に立つ事やんなさいって言いたいわけ。こんなとこで膝ひざ抱えてシリアスごっこやってたって、何の役にも立たないじゃん」

「う……っ」

　突然の鋭い指摘に、賀茂は少し意表をつかれた。だが、なんとか態勢を立て直して問い返す。

「それは、確かにそうだけど……。でも、ボクらは手出し出来ないのに、一体何がやれるってんだ？　それは矛盾してるって律子自身が言ってたじゃないか」

「甘いわよ」

　律子は、人差し指をチッチッと振った。そして、かなり演技の入った調子で語りだす。

「ボクサーは、リングの上では孤独だわ。たった一人で相手と闘たたかい、決して誰だれにも助けてもらえない。セコンドもコーチもトレーナーも、リングの上じゃ助けてくれないのよ」

「だから……」

「でもね、いったんリングを降りたらみんな助けてくれるのよ。試合が終わったら、ドクターだって手当してくれるし、嫁さんは食い物用意して待っててくれるし。そして、そういう周囲のサポートがあるからこそ、ボクサーはまた孤独な闘いへと赴おもむいていけるわけよ。言いたい事、分かる？」

　思わず賀茂はハッとした。

「な、何となくは……。つまり……、たまちゃんが復ふく讐しゆうを受けるっていう場面に手を出しちゃダメでも、受ける前後のサポートをしてやる事は別に構わないって……。たとえば、今の場合なら怪け我がの治ち療りようとか……」

　律りつ子こはポンと賀か茂もの肩を叩たたくと、得たりと笑った。

「ま、そういう事。これから現れるであろう、第二、第三の復讐者たちとも、ちゃんと無残な復ふく讐しゆうの惨さん劇げきを続けていくために、たまちゃんにはしっかり生き抜いてもらう必要があるからね。いきなり一人目で死なれちゃ、ギャラリーとしても困るのよ。でしょ？」

「うん……？　……いや、ちょっと待て！　それってもしかして、たまちゃんの事、復讐者との生々しい争いが見れるって以外に存在価値認めてないのか！　一応友人のくせに！」

　きわどいところで律子の本性を思い出してツッコんだ賀茂だが、律子は余裕で反論した。

「一応とは失敬な。私はこれでも、たまちゃんの一番の親友よ。そして私は、いつだって親友の意思を最優先だわ。だったら『過去の被害者たち全員とケジメつけるまでは絶対死んだりしない』って意思も尊重してあげなくちゃ駄目じゃない？」

「う、うまい言い逃れを……」

　ブツクサ言いつつも、やる事が見つかって、賀茂の顔に少し生気が戻った。

「と、とにかく、怪我しても大丈夫なように薬と包帯の準備はしておくか」

　律子はそんな賀茂の背中を軽く叩く。

「よーし。それでいいわ。やっぱウジウジしてんのって良くないわよ。乙女おとめの涙は美しいだろうけど、男の涙なんてただの排はい泄せつ物ぶつだしねー。とりあえず、応急手当の準備、手伝うわよ」

「わ、分かった。……ありがとう」

「なーに、いいって。私だって、たまちゃんに死んでほしくないんだし」

　親指を立てて、ニッと笑って見せる律子。賀茂は困った顔で呟つぶやいた。

「……その意見だけなら同感なんだけどな……。その結論に至る過程が……」

　賀茂と律子が薬箱のある奥の部屋へと姿を消したのを見送りながら、部屋に一人残ったアブデルは、フゥ、と息を吐いた。

「……やれやれ。とりあえず、たまちゃんに味方しないようにとの説得は成功か。これでなんとか、生巫女みこさんを敵に回すような事態は回かい避ひ出来たな……」

　争っている二人のうち、どちらか一方の味方をすれば、もう一方を敵にしてしまう。だがアブデルとしては、美少女を敵に回すような真似まねは断じて避さけねばならない。ましてや、巫女さんを敵に回すなど論外だ。したがって、どうしても中立を守らざるをえない、もどかしい立場のアブデルなのだった。
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　賀か茂もの家を飛び出したみきは、適当な神社を探して走った。たまの呪じゆ殺さつを祈念するためだ。今の自分の呪のろいでは、たまには通用しないし、思わずあの場から持ってきた包丁で刺し殺すにしても、向こうには大勢の味方がいる。何らかの神の加か護ごなしには、たまを殺す事は叶かなわない。

　しばらく走るうち、みきは古ぼけた鳥居を見つけた。細い参道が、ずっと奥へ続いている。街灯一つなく、木々に覆おおわれた道は闇やみそのものだ。

「これは……。い、いかにも『呪じゆ詛そ承ります』という感じの佇たたずまいですね……」

　みきは胸に手を当てて呟つぶやくと、そっと鳥居をくぐった。

　ほとんど手入れをされていない小さな鎮ちん守じゆの森の中に、苔こけむした社やしろが三つ並んでいた。そしてその隣となりに、ボロボロになった無人の社務所がひっそりと佇む。

　みきはその前に来ると、息が収まるのを待って主祭神の名前を確かめた。そして、思わず我が目を疑った。

「た、高たか於お加か美みの神かみ……！　き、貴き船ぶね神社の主祭神ではありませんか……！　貴船の神といえば、古来より呪詛神として名高い、あの……！」

　興こう奮ふんに、思わず手が震ふるえる。

「た、確か、貴船の神に祈念すれば、生きながら鬼となる方法をお告げくださると……」

　みきはいそいそと手ちよう水ずを酌くみにいくと、手を洗い口を濯すすいだ。

　そして息を整え、社の前に正座して、筆と紙を取り出す。得意の『お筆先』だ。律りつ子こが調査を請け負った一週間前から、肉食を絶つなどしてさりげなく準備は整えてきている。

　筆を両手に捧げ持つと、みきは歌うように唱えた。

「あはりや、あそばぬとまおさぬ、あさくらに、高たか於お加か美みの大神あれましませ……」

　三遍も唱えるうちに、筆に何かが宿ったのを感じた。この霊れいが、みきの要望に応こたえて神託を下してくれるのだ。ただ、みきの霊視力では何が宿ったのか分からないし、直接会話も出来ない。高位の神霊ならいいが、下等な妖よう怪かいだと下らないいたずらをされる事もままある。

　……お兄にい様さえいらっしゃれば、確かめてくださったのに……。

　みきはそっとため息をついた。お筆先を行う時には、いつも兄が審神者を務めてくれていた。つい思い出して、目元が滲にじむ。だが、その気持ちはすぐさま怒りへと変じた。

　みきは、筆に降りてきた神霊に向かって祈念した。たとえ低級霊であったとしても、得られた託宣を見れば判断がつくはずだ。それに、あくまで筆に宿っただけなのだから、万が一おかしな霊であっても危険は少ない。

「願わくば生きながら鬼に成し給え。恨めしと思わん女を取り殺さん……！」

　そうやって激しく祈る事、数時間。呪じゆ詛その言葉を繰くり返すたびに、自分の言葉につき動かされるようにして、心は恨みと怒りで満たされていく。

　夜風がみきの体を震ふるわせた。ざわ、と木々がざわめく。

　その時、筆が微かすかに動くのを感じた。

「……来た！」

　すぐさま、みきは筆先に墨汁を含ませ、そっと紙に下ろす。

　筆は、みきの意思とは無関係に、滑るようにして紙の上を動いた。

　見る間に、紙に言葉が綴つづられていく。

「……出ました」

　筆の動きが止まると、出来上がったお告げをみきはそっと手に取った。そして恭うやうやしく目を通す。

「身には赤き衣を着。

　顔には丹にを塗り。

　頭には鉄かな輪わを戴いただき。

　三つの足に火をともし。

　怒る心を持つならば。

　忽たちまち鬼神と御なりあらうずる。




　奥山にたぎりて落つる滝つ瀬のたまちるばかりものをこそ思へ




　前半は確か、謡曲『鉄輪』の一節……。そして末尾の歌は、貴き船ぶねの神が和泉いずみ式しき部ぶに返した歌をもじったもの……。やはり、貴き船ぶねの神のお告げと見み做なして大丈夫そうですね……」

　みきは興こう奮ふんの面持ちで、再びお告げを読み返す。

　そして、ニヤリと暗い笑いを浮かべた。

「……『たま』というのはすなわち『命』とたま様を掛けた言葉。たま様のお命が、滝壷つぼに落ちて砕ける水玉のごとく散ってしまうほどに念ぜよ、とのお告げ……」

　みきはゆらりと立ち上がった。

「とりあえず、赤い衣と、それから丹にですね。丹というと、要するに赤い顔料……。画材屋にでも行けば置いてあるでしょうか……」

　それからみきは、ハッと立ち止まった。

「で、ですが、考えたら、赤い衣にせよ丹にせよ、たとえ見つけても私には買うお金が……。どうすれば……」

　少し考えた揚げ句、みきは決意を固めて拳こぶしを握り締しめ、天を仰いだ。

「……もう一度、車に轢ひいてもらいましょう。そして今度は居い候そうろうなどではなく、きちっと現金の形で慰い謝しや料りようを……。もちろん、今度も無事でいられるとは限りませんが、お兄にい様の仇かたきを討つためとあれば私の命など惜しくは……」

　そう呟つぶやくと、みきは神社を出て車道へと走った。

　だが、車道へ出たみきは、走っている車を見て呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「こ、この時間帯の車というのは、こんなにもスピードを出しているものなのですか……。こ、こんなのに当たったら、確実に死ぬではないですか……」

　青い顔で立ち尽くしたみきを、ひゅうう……と冷たい夜風が吹き過ぎていった。

「お、お兄様の仇を討つためならこの命など惜しくありません。惜しくはありませんが、しかし……。しかし、仇を討つ前に死んでしまうなど以もつての外ほかです……。こ、この案は、残念ながらボツにせざるを得ませんね……」

　すごすごと引き返すみき。

「……何か、お金をかけずに赤くする方法はないものでしょうか。……第一私、今夜の内に命を奪いに行くと宣言してしまったというのに……」

　ため息をつきながら座り込む。そして、置きっ放しだった筆に気づいて、片づけようと手に取った。

「……？」

　みきはふと手を止めた。筆に、霊れい力りよくが残存しているのを感じた。先ほど神託をしてくれた霊が、まだ帰らずに宿ったままになっている。

「……いつもなら、一度託宣を下された神はそのまますぐにお帰りになられるはずなのに……。何か言い忘れでも……？」

　訝いぶかしく思いながらも、筆の先を再び紙に下ろす。筆先は、何かの力に操あやつられるようにして、すらすらと紙の上を滑った。

　そこに書かれた文面に目を通したみきは、ハッと息を吞のんだ。

「これは……！　確かにこれなら、一銭もかけずに自分一人の力で赤くなれます……。普通なら一度しか下されない神託で、このように二度もお告げを下さるなんて、きっと私の命も惜しまぬ思いが神に通じたのですね……！」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせて、みきは興こう奮ふんにうち震ふるえた。その顔に、凄せい惨さんな笑みが浮かぶ。

「……たま様。……予告どおり、今こ宵よいお命ちょうだい致します……」

　そしてその数時間後。

　夜も更けた街を、全身真っ赤で鬼のような形相をした娘が、頭に松明たいまつを灯ともして、いずこへともなく駆け去っていくのが目もく撃げきされた。




　ドンドン。ドンドン。

　夜中の零れい時十二分。賀か茂も家の戸を激しく叩たたく者があった。

「……来たか」

　アブデルが顔を上げる。

「みきちゃんね」

　当然のように残っていた律りつ子こが、うなずくと玄関へ立った。

　賀茂も一緒に出ようとしたが、アブデルが制した。

「待て。お前が行くと、またごちゃごちゃと話がこじれる。ここでじっとしてろ」

「でも……」

「でも、じゃない。どうせ、最後にもう一度、みきを説得してみようなどと考えているのだろう？」

「う……！」

　図星を指されて詰まる賀茂を見て、アブデルはやれやれと頭を振った。

「逆上している相手を説き伏せようとしたって、火に油を注ぐだけだという事が分からんのか……」

　代わりにアブデルが玄関先へ向かう。

　玄関口まで来てみると、律子はすでにたまの家を教え終わったところだった。

　渡された地図を握りつぶしたみきの姿を見て、アブデルは一いつ瞬しゆんその場に張り付いた。

「み、みき！　な、何だその姿は……！」

　顔といわず服といわず、全身真っ赤だった。頭には鉄かな輪わを逆さかさに被かぶってその脚あしに松明をくくり付け、全身からは血なまぐさい匂いを漂わせている。

「た、確かに巫女みこさんは赤いとこが売りとはいえ、いくら何でもそれはやり過ぎだ！　赤いのは袴はかまだけで十分！　一体何を考えて……」

　その時、ふと玄関の床に赤い滴が垂れているのに気づいた。その滴はみきの袖そでの裾すそから垂れており、そしてその裾から覗のぞいた真っ赤な手は、ぬらぬらと濡ぬれた光沢を発していた。

「まさか、この赤い色……」

　みきは袖で口元を隠して笑った。

「お告げでは、赤き衣を身につけ、丹にで顔を赤く塗れとの事でございましたが、生あい憎にくと服はこれのみ。また丹を買う金もございませんでしたので、やむなく私の血で代用致しました……」

「だが、それでは出血多量で死ぬぞ！」

「仇かたきを討てるのなら、この命など惜しくはございません。そもそも、お兄にい様のおられぬこの世に、何の未練がございましょう……」

　正気の笑みではなかった。

「それともお義兄にい様がお兄様になってくださるとおっしゃるのですか……？」

「そ、それは出来ん……」

　思わず眉まゆをひそめたアブデルは、ふと、みきの頭に小さな瘤こぶ状の突起が二つ、膨ふくらみつつあるのに気づいた。角だ。生えかけの角である。

　アブデルは咄とつ嗟さに、みきのすぐ隣となりの律りつ子こに向かって叫んだ。

「律子！　みきを押さえろ！」

　その声に弾かれたように、みきは身を翻ひるがえした。
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　律りつ子こは人間離れした反応速度で、逃げようとするみきの手首を摑つかむ。だが、手首を濡ぬらしている血がヌルリと滑って、みきは律子の手から逃がれた。そしてそのまま飛び跳ねるようにして闇やみ夜に消えていく。

　律子はアブデルを振り返った。

「一体……？」

「事情が変わった。みきを追うぞ。車を呼べ」

　アブデルは顔をしかめてそう言い捨てると、奥へ引き返した。

「賀か茂も！　出かけるぞ。みきを捕まえる」

　椅い子すに座ってすねていた賀茂は、意外そうな顔で振り向く。

「捕まえるって……？　干渉はしないんじゃ……」

「無論、復ふく讐しゆうそれ自体をやめさせる事は出来ん。しかし、みきが鬼になるのは、断固として止めねばならん。あれほど袴はかまの似合う黒髪少女は、滅多に手に入るものではない」

「鬼になる……？」

　怪け訝げんそうな顔で聞き返す賀茂。

「そうだ。どこの低級霊れいに唆そそのかされたか知らんが、みきは今、生きたまま鬼になろうとしている。今はまだ生成りの半人半鬼と言ったところだが、このまま心が怒りに支配されてしまったら、もう元の美少女には戻れん。その最悪の事態になる前に、何としても救わねばならん」

　アブデルはそう言うと、まだ事情がよく飲み込めていない賀茂を無理やり引っ立てて玄関に戻った。

「律子。車は？」

「今さっき、知り合いの走り屋に電話して、すぐ来るように言いました。数分後には到着するかと……」

　そう言って律子は携帯電話を見せる。

　その五分後、外でクラクションが響ひびいた。内装を全部はがして軽量化した上、がっちりボディを補強された改造プリウスが、賀茂の家の前につけていた。

「お、さすがに早い」

　律子は玄関から一いつ旦たん手を振ってドライバーに挨あい拶さつし、それから賀茂たちを振り返った。

「一応注意しておくけど、『走り屋の癖くせに何故なぜプリウス？』とか言ったら、あの人キレるからね。私ら素人しろうとには分からない謎なぞのこだわり持ってるから」

　そう忠告すると、律子はアブデルと賀茂を連れて車に乗り込んだ。

「それで、あぶでる様。追いかけると申しましても向こうは徒歩でこっちは車。通れる道が全然違いますので、いっそ先回りしてたまちゃん家ちの前で待ち伏せしたほうが良いかと思うんですけど……」

「そうだな。任せる」

　律りつ子こはドライバーに行き先を告げた。

　そして車は、ヘッドライトで夜の闇やみを切り裂きながら、法定速度の三倍くらいのスピードで疾走していった。




　およそ十五分で、たまの教会の前に到着する。走り屋プリウスに礼を言って別れると、アブデルたちは入り口のドアへと走った。

「待て！」

　ドアの前で、先頭のアブデルが立ち止まる。

　入り口のドアは引きちぎられ、べっとりと血の手形がついていた。そして床には点々と続く血けつ痕こん。

「遅かった。みきはすでに到着してしまったようだ……」

　顔をしかめるアブデル。

「お、遅かったって、じゃあどうするんだ？」

　よく分からないうちに引っ張ってこられた賀か茂もが、主体性ゼロといった調子でアブデルに指示を求める。

　だがアブデルは、玄関の様子を眺めたまま、苦々しく首を振った。

「もはやどうしようもあるまい。下手へたに割って入っても、いたずらに怒りをかき立てるだけ。そうなっては意味がない。みきが完全に鬼になるのを早めるだけだ。さっきの状態ならまだ打つ手はあるが、完全に鬼と化せば元に戻す手立てはない」

「そんな……」

　思わずアブデルの顔を凝ぎよう視しする賀茂だが、アブデルは諦あきらめたように静かに諭さとした。

「そもそも、何度も言うが、みきの仇かたき討ちそれ自体を俺おれたちに止める権利はない。しかもたまちゃん自身も、復ふく讐しゆうされる事に関してはすでに受け入れてしまっている。となれば、すでに二人が対面し、事態が復讐の局面に入ってしまった以上、第三者である俺たちは傍観しているしかないのだ。ただ、仇討ちをするにしても、あくまで人間としてやらせたかったのだが……」

　アブデルは、引きちぎられたドアについた血の手形を、悔しそうに見つめた。そして、迷いを断ち切るように大きく頭を振ると、賀茂たちに引き返すよう手で促す。

「こうなったらもう、たまちゃんを殺してみきも鬼に成り果てるか、人としての心を取り戻してたまちゃんと何らかの和解をし、二人とも助かるか。二つに一つだ。最悪の場合、二人の美少女が同時にこの世から失われる事となるが……。もはや、祈るしかあるまい……」

　三人は、教会の庭の隅に行くと、身を潜ひそめるように腰を下ろした。

　賀茂が不安げに尋ねる。

「二つに一つって、二人とも助かる可能性はどれくらいなんだ？」

「分からん。ただ、みきはまだ、角が生えかけた段階で鬼になりきってはおらん。まだ、たまちゃんを憎み切る事に対して迷いがあるのだ。それを信じるしかない。ただ……」

「ただ……？」

「ただ、巫女みこさんというキャラは、原則として一いち途ずなものと決まっているからな……。そこが萌もえる要因の一つではあるのだが、一いつ旦たん憎しみに囚とらわれたら、そのまま一気に突っ走ってしまう可能性が大だ。自力で立ち止まる事が、果たして出来るかどうか……」

「そ、そっか……。考えたら、一文無しになってまで、はるばる復ふく讐しゆうに来てるんだしな。思い詰めたらヤバそうだよな……」

　賀か茂もは不安げに教会の建物を見上げた。

「んじゃ、とりあえず中の様子を実況中継といきますか」

　律りつ子こが突然そう言うと、鞄かばんから携帯用無線機を取り出した。

　賀茂が目を丸くする。

「な、実況中継って……？」

「ん？　実はね、たまちゃんが賀茂くん家ちを出る時、念のため鞄に盗聴器仕込んどいたの。その電波を、こいつでキャッチしましょうって事」

「ちょ、ちょっと待て。まさかこういう事態になるなんて、初めから予測出来てたワケじゃないよな……」

「そりゃそうだけど？」

「って事はもしかして、普段から盗聴器とか持ち歩いてるって事？」

　律子は平然と答えた。

「そりゃまあ確かにケータイとかと比べたらちょっと重いけどさ。でも私は賀茂くんらと違って普通人だから、霊れい視しして覗のぞいたりって出来ないからねー。必需品よ」

　後ろめたさなど微み塵じんもナシといった態度で、律子は鼻歌を歌いながら周波数を合わせ始める。

「普段から盗聴器とか持ち歩いてる人間は、普通人とは言わないと思うぞ……」

　一応ツッコんでから、賀茂も無線機に耳を凝こらした。
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　話は少し遡さかのぼって、みきがたまの教会にたどり着いたところである。

　みきは玄関のドアノブを摑つかむと、カギやチェーンごと引きちぎろうと、一気に引っ張った。

　だが、予想外に抵抗は軽く、勢い余ってドアごと壁かべからはがれてしまった。よく見てみると、カギはかかっていなかったらしい。

「……？　……なんと無防備な……」

　思わずそう漏らす。

　中に入ると、下げ駄た箱に紙が貼はってあった。小さくて丸いたまの字で、何か書かれている。




　──みきさんへ。私の部屋は、二階の、階段上がってすぐ右側です。




「………？」

　みきは、紙を手にしたまましばし戸惑った。

　何故なぜ、殺しに来た者にわざわざ自分の居場所を教えるのか。いや、それを言うなら、そもそも賀か茂もの家からこっちへ移った事を、何故わざわざ伝言を頼んでまで自分に教えたのか。

　おかしい。まるで、殺してくれと言っているようなものだ。いくら単純で無防備なたまとはいえ、そこまで馬ば鹿かとは思えない。

　いや、さっきまでなら、それくらいの馬鹿正直でも信じられた。だが、たまは自分の兄を死なせておきながら、ぬけぬけと自分と一緒の部屋で過ごしていたような悪あく魔まだ。あの外見も、あの振る舞いも、あの性格も、全すべては兄を殺した悪魔の仮の姿でしかないのだ。そう思うと、再びメラメラと怒りが湧いてくる。

　しばし考え込んでから、みきは呟つぶやいた。

「……隠れるための時間稼ぎか……、あるいは、罠わなですね……」

　グシャリと貼はり紙がみを握りつぶす。

　みきの顔に、一層憎悪の情が色濃こくなる。

「……いいでしょう。……たま様が卑ひ怯きようで卑劣な臆おく病びよう者ものであればあるほど、こちらも思い切り蔑さげすみ憎めるというもの。たま様がどれだけ蔑むに値するかをこの身で確かめるのも、また一興……」

　みきは暗い階段を見上げると、静かに一歩一歩上がっていった。一足ごとに、真っ赤な血の足跡が残る。

　静かに階段を上りきると、右側のドアに手をかける。

「……どのみち部屋にはおられないのでしょうが。……それどころか、そもそもこの教会にすらいるかどうかさえ疑わしい……」

　いなければいないで、とりあえずこの部屋を目茶苦茶にしてやろう。みきはそう考えた。たまが育ったという、思い出の詰まったこの場所を、二度と元に戻らないくらいに荒らしてやるのも悪くない。そもそも、いきなりケリがついてはつまらないではないか。徐々に憎悪を募らせながら、少しずつ追い詰めていくのが復ふく讐しゆうの醍だい醐ご味みだ。そして、怒りを燃やせば燃やすほどに、自分は完全なる鬼へと変じていくのだ。

　みきはドアノブをしっかり握ると、一気に開け放った。そして、どうせ誰だれもいないと思いながら、勢いよく中へ踏み込む。

　部屋の中の明かりは点つけっ放しだった。そして、案の定ベッドの上には誰もいない。寝ていた形跡もない。

　みきは、歪ゆがんだ笑いを浮かべた。

「……やはり、そうですね。……ご本人はやはり、この教会ではなく全然別の場所に隠れているわけですね……。たま様と言えど、ご自分の本当の居場所をわざわざ復讐者に告げたりするはずがございませんか……」

　呟つぶやくと同時に、小さく吐息が漏れた。何の吐息だったのか、みき自身もよく分からなかった。自分の予想が当たった事への満足のため息だと思った。もしかしたら本当はいるかもしれない、という期待が裏切られた失望のため息かとも思った。これで安心して蔑み憎む事が出来る、という安あん堵どなのかとも思った。

　だが、室内を見回したみきの目に、たまの姿が映った。さっき覗のぞいた時には死角になっていて見えなかったが、たまは机に突っ伏して寝ていた。侵入者の事などまるで気づかずに、吞のん気きとしか言い様のない表情で眠りこけていた。

　それを見たみきは、思わず愕がく然ぜんとして立ち尽くした。

「……何なに故ゆえ、いるのです……」

　我知らず、そんな言葉が口をついて出た。

「……そんなに、……そんなに殺してほしいのですか……！」

　苛いら立ちにも似た怒りを感じた。

「それとも、馬ば鹿かにしているのですか！　私では、あなたは殺せないとタカを括くくっているのですか……！　正々堂々と待ち受ければ憎めなくなるとでもお思いですか……！」

　たまの姿から目を逸そらして、みきは絞りだすように言った。もちろん、眠っているたまの耳に届かない事は承知している。まるで、怒りを燃え立たせるために、自分を鼓こ舞ぶしているかのようだった。

「そういう愚劣な真似まねをするところに腹が立つのです……。あなたのその無邪気なふりをした振る舞いに腹が立つのです……！」

　兄の仇かたきと知らずに仲良く過ごしたこの一週間を思い起こしながら、みきはギリギリと歯ぎしりした。牙きばのように伸びつつある歯が歯茎に食い込み、口元から血がこぼれた。

　かなりの間、みきは机で寝ているたまの姿を睨にらみ付けたまま動かなかった。

　だがやがて意を決すると、大おお股またで机に歩み寄る。

　そして、後ろから首に手をかけようとして、ふと机の上にノートが開かれているのに気づいた。手に取って目を通すと、みきに宛あてた手紙らしい。たまは書きかけのまま眠ってしまったようだった。




　──みきさんへ

　ごめんなさい。

　みきさんが来るまで起きていられるか不安なので、ちゃんと謝あやまれないままだとイヤなので、




　ちゃんと書かれた文章はたったそれだけ。後は、ノート一面に何か書いて消した跡があった。何度も書き直しては消したらしい。机に散らかった消しカスだけでも、物凄すごい量だった。

　みきはしばし、何を書いてあったのかと消し忘れの文字を見つめていたが、やがて何を読み取ったのか、突然顔を歪ゆがめた。不覚にも涙るい腺せんが緩ゆるみかけたみきの顔に、一いつ瞬しゆんためらいの色が浮かぶ。

　だが次の瞬間、迷いを振り切るようにして、みきはノートを引き裂いた。更に破った紙を、何度も何度も細かくちぎる。そしてちぎった紙をくしゃくしゃに丸めると、力一杯床に叩たたき付けた。

「……か、紙に書くだけならば……、何とでも言えます。……よくもこんなあざとい真似まねを……」

　興こう奮ふんで、微かすかに声が震ふるえた。

　みきはしばらく肩で息をしていたが、そのうちたまのほうをキッと睨にらんだ。

「こんな書き置きを残して、眠っているうちに殺される事も覚悟しているのでしたら、こちらとしてももはや一切の気兼ねは無用……」

　自分に言い聞かせるようにして、みきは再びたまに近寄った。

　机の上に、無防備な寝顔がある。くーくーと寝息をたてながら、何の悩みもなさそうな表情で眠るたまを見て、みきは共に過ごした一週間を思い出した。そして、思わず頰ほおが緩ゆるみそうになった自分に気づいてハッとする。

　慌てて身を引くと、緩んだ気分を追い払おうと頭を振る。そして我を取り戻すと、ほとんど無理やり怒りをかき立てた。

「……ご、ごめんなさいなどと殊勝な事を書いておきながら、よくもそんなに幸せそうに眠れたものです……！　つ、罪の意識があるのなら、とても安眠などは出来ぬはず……！」

　ほとんど自分自身に向かってそう言い放つと、みきはたまの首へと手を伸ばした。

　夕飯時までの、小娘のヤワな手ではない。人である事を捨てて得た、鬼の手である。片手でも、細いたまの首くらい簡単にへし折れそうな大きな手を、二つとも伸ばして首筋を覆おおうように摑つかむ。
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　だが、細いうなじにみきの指が触れた時、たまの寝息が突然荒くなった。そして、苦しげな表情を浮かべると同時に、額ひたいに汗が噴き出す。

　みきは思わず、ビクリと体を震ふるわせた。

　また、たまはいつもの悪夢にうなされているのだ。

　そう思った途端、毎晩抱きかかえて慰なぐさめてやっていた感触が、手に蘇よみがえってきた。

　たまの首に両手を軽く当てた状態で、みきはそのまま固まった。締しめ殺そうと思えば一ひねりで殺せる状態のまま、みきは手に力を込める事が出来なかった。

　やがて、みきの手の感触に落ち着いたのか、たまは安心したように再び軽い寝息を立て始めた。

　首に当てられたみきの手は、それを見た途端にズルズルと力を失った。締め殺すには、みきの手はたまの感触を覚え過ぎていた。たまを殺すためだけに、人を捨てて鬼と化したはずなのに、それでも殺す事が出来なかった。

「何なに故ゆえ……」

　みきは、突然涙を落とした。零こぼれた涙が、たまの横顔を濡ぬらした。

「一度は、肉親同様に心を許したというのに……、あたかも実の妹のようにさえ思いなしたというのに……、なのに何故……」

　そう呟つぶやくと、みきはたまから手を離した。そのまま床に崩れるように座り込む。

　みきはうなだれたまま、両手を床についてしばし嗚お咽えつを漏らした。

「……たま様の改かい悛しゆんに偽りのない事は、一緒に過ごしていれば嫌でも分かるのに……。たま様の苦しみがいかに深いかは、毎晩お慰めした私が誰だれよりもよく存じているのに……。なのに、何故……」

　絨じゆう毯たんに爪つめを立て、みきは顔を歪ゆがめてしゃくり上げた。

「何故、たま様が私の兄の仇かたきなのです……。たま様のお話を聞いた時、私は、私だけはこの方の味方でいて差し上げようとまで思ったというのに……。なのに何故そのたま様が、決して赦ゆるせない兄の仇でなければならないのです……」

　絨毯に立てた爪がはがれて、指先から血が滲にじんだ。

「それでも、出会った時すでに、お兄にい様の仇だと知っていたなら……。こんな、裏切られた気持ちさえ味わわずにすんでいたなら……。それならば、この怒りもなかったはずなのに……。それならば……赦せていたかもしれなかったのに……」

　絞りだすようにそれだけ呟つぶやくと、後はただむせび泣きだけが漏れた。殺す事も出来ず、赦す事も出来ず、みきはただ、顔を伏せて泣き崩れるしか出来なかった。

　やがて泣きやむと、みきは机に伏しているたまを、そっと抱き上げた。そしてベッドに寝かせ、布団をかけてやる。

　たまは少し顔をしかめてもぞもぞと動いたが、すぐにまた、元の無防備な寝顔に戻った。

　みきはその様子を複雑な表情で見下ろしていたが、やがて、

「いたわしや……」

　と顔を背け、足を引きずるようにして部屋を後にした。




　階段を下りると、みきは、自分でドアを引きはがした玄関から、放心したようにふらふらと出ていった。

　兄の仇かたきは見つけた。だが、討てなかった。人である事を捨ててまで討とうとしたのに、なのに傷一つつけられなかった。

　だが、赦ゆるせなかった。たまが兄を殺した事実はどうやっても変わらない。その想いが消えぬ以上、赦せるはずがないと思った。

　赦せないのに、何故なぜ殺せなかったのか。人である事を捨ててまで殺そうとしたのに、何故傷一つつけられなかったのか。

　以前、自分でたまに言ったように、たまが本心から悔いている事を知って、復ふく讐しゆう心しんが鎮しずまったのか。ある意味で、それは正しいと思った。少なくとも、今更たまに危害を加えたいとは思わなかった。

　だが、それでもたまを赦せたわけではない。

　頭に手をやる。丸い瘤こぶのような角が手に触れた。この角は、みきの浅ましい瞋しん恚いの徴しるしだ。ごつごつと節くれだった醜みにくい手より、獣けもののように伸びてきた牙きばより、この角こそは、みきの心の底に燻くすぶっている浅ましい怨おん念ねんの何よりの証拠だった。

　みきは、外へ向かってのろのろと足を運んだ。

　その時、背後から声がした。

「みき。どこへ行く？」

　亡き兄にそっくりの声。アブデルだった。

「お義兄にい様……」

　みきは思わず角を手で覆おおい隠した。醜みにくい内面の象徴である角を、兄そっくりのアブデルには見られたくなかった。

「何なに故ゆえここに……？」

「お前の手首の怪け我がが気になってな。応急処置をするために追って来た」

　そう言うと、後ろを振り返って指を鳴らす。

　アブデルの後ろから、薬箱を抱えた賀か茂もと律りつ子こが現れた。そして傷口を消毒して止血した。

　律子はついでに、蒸留水で濡ぬらしたガーゼで、血を塗りたくった顔も拭ふいてやる。

　それが終わると、アブデルは賀茂を側そばに呼び付けた。

「賀茂。出番だ。ちょっと来い」

　賀茂はうなずくと、みきのすぐ隣となりに立った。何をやるかは、言われずとも分かる。鬼になりかかったみきを、元に戻すのだ。

　じっと『眼め』を凝こらすと、みきに働いている『鬼へと化す影えい響きよう力りよく』としての呪のろいが『見え』てくる。

　だが、それを『見た』賀か茂もは、一いつ瞬しゆんギョッとした。何かの邪じや霊れいの霊力によって鬼と化していると思っていたのだが、みきを鬼に変じさせ、鬼の姿を維持していたのは、みき自身の怒りであり恨みだったのだ。何者かに唆そそのかされたらしい『影響』が若干『見て』取れたとはいえ、ほとんど完全にみき自身の怨おん念ねんである。賀茂は今まで、人の念がこれほど強く凝り固まった例を『見た』事がなかった。

　ともあれ、みきを元に戻すには、この凝り固まった情念を解放するだけで良さそうだ。賀茂は精神を統一すると、そっと命じた。

「熾し天使アブデルの名において命ずる。凝り固まった瞋しん恚いの念は散じて消えろ」

　言い終えると同時に、アブデルの霊力が賀茂を通じて流れ出し、みきの凝り固まった念を問答無用に霧む散さんさせた。その瞬間、みきに働いている『鬼へと化す影響力』は消え去り、鬼じみた姿はもはや維持出来なくなる。

　そして、あっけないほど容易にみきは以前の姿に戻った。

　だが、それでも頭の角は消えずに残った。凝り固まった情念は完全に解放したはずなのに、それでも角だけは消せなかった。みきの内から新たな恨みが湧わき出して、角だけは維持されているのだった。みきの中に燻くすぶる怨念が絶えない限り、これだけは手の施ほどこしようがなかった。

　賀茂が呪いを解除している間、みきはずっと、黙だまってされるがままになっていた。

「どうした？　黙り込んで」

　アブデルが問いかける。みきは惚ほうけたように黙って、すぐには答えなかった。ただ、虚うつろな目でぼんやりと足元の空間を眺めていた。

　やがて、まるで独り言のようにポツリと呟つぶやく。

「……私、殺せませんでした……」

「そのようだな」

「殺せませんでした……。そればかりか私には、たま様を本気で憎む事さえ……出来ませんでした……」

　みきは、顔を歪ゆがめて呟いた。そして視線を落とす。

　伏せた睫まつげが、小刻みに震ふるえた。

「……ですが、赦ゆるせません……」

「そうか」

　アブデルは淡々と聞く。

　みきは、まるで独り言のように喋しやべり続けた。

「兄は、何の理由もなく殺されたのです……。私のたった一人の肉親です……。アブデル様は、お義兄にい様にはなってくださっても、決してお兄様の代わりにはなれないとおっしゃいました。その言葉のとおり、兄は、二度と帰ってきてくれはしないのです……。その理由だけで、私はたま様を赦ゆるせません……。私のこの角は、浅ましいこの妄もう執しゆうの象徴なのです……」

「なるほど」

「赦せるなら赦したいと思っています。赦して、妄執から解き放たれたいとも思っています。そうする事でしか、この醜みにくい角を消せない事も分かっています。ですが……。ですが、赦すための理由が、私には見つかりません……」

「そうか」

「たとえたま様がどれほど心底から悔いてくださろうと、兄が死んだ事実が変わるわけではないのです……。兄が帰ってくるわけではないのです……。ならば、罪が変わらないのであれば、どうして赦すことが出来ましょう……。どうして赦して忘れる事など出来ましょう……」

「もっともだな……」

「私は……、たま様を憎む事も出来ず、赦す事も出来ず……、それでは一体、どうすればよいのです……」

　みきは目に涙を浮かべてアブデルを見た。

　アブデルは、少し沈ちん黙もくした後、静かな威い厳げんをもって口を開いた。

「……ならば、俺おれがお前の兄さんになろう。『義』はつけずとも良い」

「え……？」

　みきは戸惑いながら、アブデルを見つめる。アブデルは静かに答えた。

「俺が、みきの兄さんの代わりになってやると言ったのだ。無論、本来ならば、これは断じて赦される事ではない。たちまちのうちに発禁処分だ。だが、赦せぬ事を赦してこそ、本当の赦しと言えるのだ」

「……本当の……赦し……」

　みきは目を見開いて、アブデルの言葉を繰くり返した。

「そうだ。『義』をつけずに呼ぶ事は、決して許される事ではない。だが俺は、兄を失ったお前のため、あえて『お兄にい様』と呼ばれてやろう。お前が俺を『お兄様』と呼ぶたびごとに、何度でもそれを許そう。許し続けよう」

「……決して赦される事にはならないけれど、……何度でも赦し続ける……」

　みきはうわ言のように繰り返してから、ハッとした。

「お義に、いえ、お兄様……！　おっしゃりたい事が分かりました」

　表情に生気を取り戻して、みきはアブデルの顔を見上げた。

「つまり、お兄様が私に『お兄様』と呼ぶ事を許し続けてくださるように、私もたま様を赦し続けろという事なのですね。たま様の罪は変わらずとも、たま様の罪が赦せずとも、私は出会うたびに、何度でもその赦せない罪を赦し続ける。何度赦しても、その罪は赦される事にはならないけれど、それでも敢えて赦ゆるし続ける。それが、本当に赦す事だと……」

　アブデルは、満足げにうなずいた。

「そのとおり。赦すとは決して忘れ去る事でも、なかった事にしてしまう事でもない。消すことの出来ない過ちを真正面から見据え、それと一生対決していく覚悟を必要とする、実に厳きびしいものなのだ。出来るか？」

　みきはきっぱりとうなずき返した。

「もちろんです。お兄様に『お兄様』と呼ぶ事を許していただいている私が、たま様を赦さないわけには参りません。誰だれかに恩恵を受けながら、自分は人に恩恵を施ほどこさないなどという真似まねが赦されましょうか。私は、お兄様が『お兄様』と呼ぶ事を許してくださる限り、たま様の全ての過去を赦そうと思います」

　晴れ晴れとした顔で言い切ったみきの頭からは、いつの間にか角は消えていた。

　それを見た賀か茂もは、何となく気の抜けた顔でぼやいた。

「もしかしてみきさん、アブデルが最初から『義』をつけなくてもいいって言ってたら、実は復ふく讐しゆうとか全部どうでもよくなってたんじゃあるまいな……」

　幸い賀茂のぼやきは、二人の世界に入っているみきには全く届かなかった。
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　次の朝、目を覚ましたたまは、布団の中で眠っていた自分に気づいた。

「……あれ？　私、いつの間にベッドに……？」

　よだれを拭ぬぐいながら布団の上に起き上がって、寝ぼけた目でキョトキョトと周囲を見回す。そして、驚おどろいて呟つぶやいた。

「え……？　賀か茂もさん家ち……？」

　思わず目を擦こする。確かに、賀茂の家の元・賀茂の部屋である。自分のいる布団も、床に直じかに敷しいてある。すぐ隣となりには、みきの布団がきちんと畳まれていた。

　そこで思わずハッとして、たまは自分の体に目をやった。だが、みきに殺されるどころか、傷一つ負っていない。

「あれ……？　えと、あの……、あれ……？」

　なんだか混乱しながら、たまは再びキョロキョロと首を動かした。

　だが、一人で混乱していても仕方ないので、とりあえず着替えて台所へ向かう。

　たまが台所に着くと、みきが朝食の支度をしているところだった。たまに気づいて、にっこりと挨あい拶さつする。

「あ、たま様。おはようございます」

「え？　あ、あの……、お、おはようございます……」

　今までと何ら変わりのないみきの態度に、たまは戸惑った。昨日の晩、たまの事を殺すとあれほど逆上していたのは夢だったのだろうか。

　目をぱちくりさせて突っ立っているたまを見て、みきが苦笑する。

「まだ寝ぼけておられるようですね。お顔はちゃんと洗いましたか？」

「あ、い、いえ、まだです……。ちょ、ちょっと洗ってきます……」

　ますます混乱しながら、たまは洗面所へ行くと冷たい水で顔を洗った。昨夜の事が夢だったのか、それとも今、夢を見ているのか。そんな気分で再び台所へ戻る。

　戻ると、賀か茂もとアブデルも起きてきたところだった。賀茂は普段どおり、食卓の上を片付けたりしてみきを手伝い、アブデルも普段どおり、椅い子すにふんぞり返って朝食が出てくるのを待っている。たまは、ますます昨夜の記き憶おくが怪しくなってきた。

　おずおずと、みきに問いかける。

「みきさん、あ、あの……」

「はい？　何でございましょう？」

　味み噌そ汁しるの鍋なべを卓上へ運びながら答えるみき。

「あの、き、昨日の夜の事なんですけど……、あの、私……、その……」

　もしかしたら夢だったんじゃないかという不安で、たまの歯切れは少々鈍った。

　だが、みきはすぐに反応した。

　味噌汁の鍋を卓上に置くと、たまのほうへスッと寄って頭を下げる。

「昨夜はとんだ失態をお目にかけまして……。面めん目ぼくございません……」

「え？　えと、あの、じゃあやっぱりあれは夢じゃなくて……」

　記憶が正しかった事にホッと安あん堵どするたま。

　それから物問いたげにみきの顔を見上げる。

「でも……、じゃあ一体どうして……。あんなに怒ってたのに……」

　みきはたまを見つめ返すと、口元に小さな微笑を浮かべた。

「確かに昨晩の私は怒りに囚とらわれ、我を失っておりました。ですが、以前にも申しましたように、本来なら相手が心から悔いている事を知れば、私はそれ以上を望むつもりはありませんでした。……私は、たま様が心から過去を悔い、その過去と正面から向き合おうとなさっている事を知っています。ですから私はもう、たま様を咎とがめる事は致しません。赦ゆるすと決めたのです」

「で、でも……」

　口を開きかけたたまの肩に手を置いて、みきは続けた。

「確かに、いくら悔いたとて、たま様の過去は消えは致しません。たま様は過去の過ちを、一生背負い続ける事となるでしょう。たま様は、私の前に現れるたびに、私の兄の命を奪った咎に責められるでしょう。ですが私は、そのたびにたま様を赦します。一生、赦し続けます」

　そう言ったみきの口調には、柔らかい中に断固たる意志が込められていた。

「みきさん……」

　たまの目が、ジワッと潤うるんだ。

　みきは、そんなたまにもう一度微笑ほほえんで見せると、アブデルのほうを振り返る。

「……これで、よろしいのですよね。お兄にい様」

　アブデルは満足そうにうなずいた。

「うむ。それでこそ我が妹。見事だ」

　褒ほめられて、みきははにかむように頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

「私は、お兄様の妹として恥ずかしくない人間でありたいと思っているだけでございます。そんなにお褒めいただくほどのものでは……」

　二人のやり取りを聞いたたまが、不思議そうな顔でポツリと呟つぶやく。

「あ、あの……、『義』はいいんですか……？」

「そういう疑問が素で出てくるってのもなんだかなぁ……」

　傍かたわらで賀か茂もが、みきの代わりに朝食を盛り付けながらボソリと呟つぶやいた。

　皆が朝食を食べ終わった頃、玄関のチャイムが鳴った。

　みきが出てみると、律りつ子こである。

「あ……。お、おはようございます、律子さん……」

　相変わらず好意的とは言いかねる目を向けるみき。だが、当然律子は意に介さない。

「やーねー。義姉ねえさんって呼んでって言ってるのに」

「それよりこんな朝早くから、何の御用で……？」

「ん？　御用って言うか、あぶでる様をお迎えに来ただけよ。一緒に学校行こうと思って」

　そんなやり取りをしているうちに、奥から賀茂たちが支度を整えて出てくる。律子はすかさずアブデルの右に侍はべると、からかうようにみきを振り返った。

「じゃ、ちょっくらお兄様お借りするわね。妹さんは、ちゃんといい子でお留守番しててちょうだいね」

　そう言い残すと、ピシャリと玄関の戸を閉める。

「な……っ！　なんていけずうずうしい女……！　わ、私も学校へ通っていれば、あんな女、お兄様の側そばには一歩たりとも近づけないのに……！」

　一人取り残されて、みきは歯嚙がみして悔しがった。

　やがて帰宅した賀茂の両親が、みきの学費まで稼がねばならなくなる日はそう遠くはなかった。




「どうしたのじゃ、祐ゆう太た郎ろう？　浮かぬ顔をして」

　極楽に往生していたはずの勘か解で由の小こう路じ祐太郎は、突然閻えん魔ま王宮に呼び出しを受けていた。

「閻魔大王様……」

「そのように心を悩ませておっては、極楽に安らう資格はないぞ。それでは、また輪りん廻ねして俗世に生を受けかねん。何があったのじゃ」

「………」

「そういえば、祐ゆう太た郎ろうにはいつも墓参りに来てくれる、兄思いの妹さんがおったな……。最近、余り供養してくれておらぬようだが、何かあったのか？」

「う……」

　閻えん魔ま大王の言葉に、祐太郎は顔を歪ゆがめた。

　それに気づいて、閻魔大王は心配そうな声になる。

「ぬぅ？　どうした？　そなたが浮かぬ顔をしている事と、下界に残してきた巫女みこさんの妹さんと、やはり何か関係が……？」

「そうなんです。実は……」

　祐太郎は歯を食いしばって答えた。

「実は？」

「実は、……妹のヤツに、兄が出来まして……」

　閻魔大王は驚おどろいて聞き返した。

「兄？　妹や弟が出来たというのなら分かるが、兄が出来たとは……？」

　祐太郎は、一層悔しそうな顔になる。

「俺おれにそっくりなヤツがいましてね。そいつがみきの『お兄にい様』になっちまいやがったんですよ……」

「ほ、ほう……。しかし、妹というのはいつかはそうやって兄の庇ひ護ごを離れて他ほかの男の元へと嫁ぐもの。そこは割り切って諦あきらめねば……」

　閻魔大王の言葉に、祐太郎はキッと顔を上げた。

「男が出来たんなら俺だって文句ないですよ。諦あきらめますよ。でもね、みきのヤツ、そうじゃないんです。彼氏じゃなくて、あくまで『お兄様』なんすよ？　アイツ、ただの兄思いの妹ってんじゃなくて、実はブラコンだったんすよ！　俺、全然知らなかったんすよ！　死んでから初めて気づいたんすよ！　分かりますか？　この俺の気持ち！」

「そ、それは確かにショックであろうが……」

「ショックどころじゃないっすよ！　だって、だってアイツがブラコンだったんなら、だったら必死こいて理性的に振る舞ってた俺ってまるで馬ば鹿かみたいじゃないですかぁぁっっ！」

　両目から滝のように涙を流して、祐太郎は号泣した。

「俺たち貧乏で、暖房なんてなくて布団も薄うすっぺらくて、冬の寒い夜なんかには一緒に抱き合うようにして寝てたんすよ。そうじゃないとマジ凍え死ぬから。でも俺は、あくまでも兄としての分別を守って、決して一線を越えるような真似まねはしなかったんすよ。清く正しいお兄様として接してたんすよ。なのに。それなのに。アイツが本物のブラコンだったら、俺、一体何のために我慢してたんすかぁぁっっ！」

　そう叫ぶと、祐ゆう太た郎ろうは男泣きに泣き出した。

「……な、なんというか……妹も妹じゃが兄も兄じゃな……」

　呆あきれ果てて見守る閻えん魔ま大王。

「と、とにかく、そのように心を千々に乱れさせ、思い惑う者には、もはや極楽に安らう資格はない……。そもそも近親と交わるなどとは禽きん獣じゆうの道。それにふさわしく、畜生道にでも落ちるがよい」

　そう言うと、閻魔大王は祐太郎の畜生道行きを決定して帳ちよう簿ぼに書き込んだ。そして手を叩たたくと、獄ごく卒そつたちを呼ぶ。

　呼ばれた獄卒たちは、祐太郎の両腕を引っ摑つかまえると、泣き叫ぶのも構わずズルズルと引きずっていった。

　それを見送って、やれやれとため息をつく閻魔大王。

「……それにしても、巫女みこさんの『お兄にい様』などといううらやましい境遇をゲットしたというのは、一体何者……」

　少し興きよう味みをそそられて、閻魔大王は下界へと『眼め』を向けた。そして驚おどろきに目を見張る。

「なぁぁっ？　あ、アブデル殿？　こ、こないだ猫ねこ耳娘と知り合いになったばかりで、今度は巫女さんで妹か……。ぬうう……、何たる運の良さ。さ、さすがに全天一神に忠実なる者だけあって、神の恩おん寵ちようも半端ではないな……」

　閻魔大王は、余りの羨うらやましさに思わず悶もだえる。

「儂わしにももう少し時間があれば……」

　友人アブデルが地上で極楽を味わっているのを『見』ながら、閻魔大王は地じ獄ごくの職場で苦く悶もんの涙を零こぼした。

　幸せな天国とは異なり、地獄では今日も苦しみと悲しみの涙が溢あふれているのだった。





終









あとがき




　こんにちは。佐さ藤とうケイです。

　最近ボチボチ読者の方からご感想などいただくようになりました！

　いやー、ありがたい事です。こういうのをもらうと、そろそろ自分も一人前かな、なんて思い上がってきますよね。……たとえその九割が、知り合いから自宅へ直接送られたものだとしても。中身全然読んでもらえてなくても（泣）。……いや、読まれてるほうが恥ずかしいか……。

　あ、念のために言っておきますが、普通の一般の読者様からの励ましのお便りも、ちゃんと編集部経由でいただいてるんですよ。それもたくさん。……………インディアンの某部族では、三より大きい数は全すべて『たくさん』と表現するらしいですね、とかいう冷たいツッコミは却下です。







　さて、それではいつものように解説（？）です。

　借家人は一度入り込んだら半永久的に居座れるっていう話が出てきましたが、正確には一応、借地権の存続期間は三十年って事になってます（もっと長い契約を結んでいれば別です）。でもまぁ、それだけ居座り続けられるんなら十分ですよね。

　それに、期限がきても、割りと容易に契約更新出来るようですし、最初に交わした契約は相当の事がない限り変更出来ないみたいですし。

　変なヤツに入り込まれたら、一巻の終わりですね。知らない人を家に入れる時は、十分気をつけましょう。




　で、鬼好きな人へ。

　サブタイトルは『安達ヶ原』のパロディですが、ラストのほうの元ネタは『鉄かな輪わ』です。謡曲の。本文中でも書いたから、わざわざここで書く必要はないですが。

　本当は『平家物語』の『剣の巻』に出てくる宇治の橋姫のほうが有名だから、そっちで行こうと思ってたんですが、これだとお告げを得るまでに七日、そこから鬼になるまで二十一日かかるんですよね。『お筆先』を使って、お告げは即座に得られたとしても、そこから更に二十一日では、さすがに時間が開きすぎてダレます。その点、『鉄輪』の場合はお告げを得たその場でいきなり鬼に変じてしまうので、こっちのほうが便利っていうか使い勝手がいいっていうか。

　ついでながら、和泉いずみ式しき部ぶへ返したという貴き船ぶね神社の神様の歌のオリジナルは、




　奥山にたぎりて落つる滝つ瀬の玉散るばかり物なおもひそ




です。「な……そ」で禁止を表しますから、意訳すれば「死ぬほどに思いつめたらアカンで」といった感じでしょうか。とても呪じゆ咀そ神しんとは思えない、気さくでフランクな神様ですね。元々は水の神様で、あんまり呪咀とは関係なかったみたいなんですが。心しん願がん成じよう就じゆの御ご利り益やくがあって、一心に祈ればどんな事でも聞いてくれるというのが、「あそこの神様、かなりヤバい願いでも聞いてくれるらしいぜ」ってな具合に歪ゆがんで広まったんでしょうかねぇ？　平安時代にはすでに呪咀神としての俗信は広まっていたみたいです。

　あと、みきさんが語っていた吉よし野の山やまの鬼の話は、『宇う治じ拾しゆう遺い物もの語がたり』の一三四話、『日蔵上人吉野山にて鬼にあふ事』（巻十一の十）です。もしかしたら古文の教科書や参考書に収録されてるかも……。ま、岩波文庫とかで簡単に入手できますけどね。




　続いて、陰おん陽みよう道どうマニアさんへ。

　名前で気づいたと思いますが、勘か解で由の小こう路じみきさんと賀か茂もくんの家は実は縁戚関係です。もちろん、勘解由小路のほうが一応本家筋に当たります。ま、本編とは全く無関係な裏設定ではありますが、霊れい能力なんぞを具えた家筋がそうそうたくさんあってたまるものか、という気がしたので、そういう設定にしておきました。なんか、どうでもいい話ですが。

　それから呪咀を『ずそ』と呼ぶ土地って、今でもあるみたいですね。でも別にみきさんはそういう地方の出身ではなく、実は家柄古いんだよっていうだけの話です。ついでながら、小こ松まつ和かず彦ひこさんの『憑ひよう霊れい信しん仰こう論ろん』で一躍有名になった物部村の『いざなぎ流』なんかでは、清音で『すそ』と呼ぶそうですね。概念的にはみきさんの言う『ずそ』とほぼ重なります。




　そして最後にキリスト教フェチさんへ。

　復ふく讐しゆうしたいと思っても、自分で手を下すべきではなく、神の怒りに任せるのが正しい神の僕しもべの在り方のはず（ローマの信徒への手紙十二章十九節参照）なのに、アブデルの態度はみきの復讐を容認していておかしくないですか？　なんていう生き真ま面じ目めなツッコミはしないでください。だって、みきさんはキリシタンじゃないですから、その論理は通用しないんですよ。今は他人に信仰を強要する時代じゃないですし。ね？




　そういえば、何故なぜか知りませんが、一巻のあとがきで出てきたＴ・Ｋさんが大人気でして。頂いたお手紙を見ても、小説のキャラを差し置いて、Ｔ・Ｋさんに関する疑問質問ばっかりです。どういう事でしょう？　あ、知り合いからの手紙ばっかりだからか……。

　とにかく、この様子からすると、ひょっとして一般の読者の方も関心を持ってるかもしれないので、プライバシーにかかわらない範囲でお答えしておきます（性別、年齢、筆者との関係等は一応伏せておきます）。

　まず、Ｔ・Ｋさんが「妹よ」って呼びかけてくるのは、あくまで手紙の中でだけです。残念ながら、面と向かってそんな呼びかけをするほどの倒錯者ではありません。変態の地獄絵図みたいな関係を想像していた皆さん、ご期待に添えなくてごめんなさい。

　で、私も一応Ｔ・Ｋさんへ返信する時には、架空の妹人格をでっち上げて、その人格になりきって返事を書いてます。「お兄ちゃん、いい加減『妹よ』って呼びかけるの、やめてよね！」みたいなノリで。初めのうちはちょっと辛つらかったけど、今はもう慣れたから平気です………って、こんなもん平気になっちまったらヤバいですが。

　まぁでもアレですよ、所しよ詮せんこんなの、小説で女の子キャラを書くのと同じだと割り切ってしまえば、それなりに楽しめるものですよ。最近では、年齢設定や性格をチョコチョコ変えて、送るたびに違ったキャラになるようにして遊んでいます。「お兄ちゃん大好き！」みたいなのから、「クソ兄貴うぜぇッ！」みたいなのまで色々と。ちなみに、こないだふと数えてみたら、作った妹キャラはすでに五十人を超えていました……。アホな事に力入れてますよね、我ながら……。

　ちなみに、一巻のあとがきで「妹って呼ぶな」って書いたら、こないだの手紙ではちゃんと「義妹よ」ってなってました。ちゃんと私のお願いを聞いてくれる、とっても優しい『お義兄にいちゃん』ですっ。大好き！　っていうか、これで俺おれも攻略可能キャラの仲間入りですか？　ふぅ……！




　……ではまた、次の本で会いましょう。





佐さ藤とうケイ　　
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。女の子らしく料理をはじめてみようと思う今日この頃……。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐藤ケイ先生」係

「さがのあおい先生」係
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あだ討うちケ原はらの鬼おに女おんな
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